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Ⅰ はじめに 

この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定に

基づいた川越市教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いての点検及び評価を行った結果についてとりまとめたものです。 

 
 教育委員会は、市長から独立した立場で教育行政に関する基本方針のもと、

学校教育や社会教育など広範かつ専門的な教育行政事務を管理及び執行するた

めに設置された合議制の機関（行政委員会）です。 
 法に基づいて、毎年、教育委員会が事前に策定した「基本方針」にそって具

体的な教育行政に係る事務が管理及び執行されているか、教育委員会自らが点

検及び評価を実施しています。 
 この報告書は、令和３年６月に策定した第三次川越市教育振興基本計画の施

策について、教育に関する学識経験を有する方々の知見を活用し、教育委員会

の事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について報告するものです。 

 川越市教育委員会は、この点検及び評価の結果及び学識経験を有する方々か

らいただいたご意見を生かし、これからも、計画的かつ効果的な教育行政を推

進してまいります。 
 

なお、川越市教育委員会では、第三次川越市教育振興基本計画の施策を点検

及び評価の対象とし、同計画の進行管理も兼ねて、報告書としています。 
 
 
＜参考＞ 
○地方教育行政の組織及び運営に関する法律＜抄＞ 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及

び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
 
○第三次川越市教育振興基本計画第１章Ⅰ「４ 計画の進行管理」 

計画を効果的に推進するため、主な施策の指標・目標値を設定するととも

に、施策の評価については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 

２６条に基づき、毎年、外部有識者の知見を活用し行うこととします。 
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＊新型コロナウイルス感染症の影響 

３年以上続いたコロナ禍での事業等の実施については、感染拡大防止対策を

行ったうえで実施した事業もありましたが、学校においては学級閉鎖や学年閉

鎖もあり、やむを得ず延期や中止とした事業等もありました。令和５年度は、

新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行したことで、これまで延期や中

止とした事業等を再開することができるようになってきました。 
 

Ⅱ 点検及び評価の実施方法 

 第三次川越市教育振興基本計画は、９つの施策を基に、２８項目の施策の柱

と８９項目の細施策で構成されています。施策ごとに、その成果を表す指標を

４０項目設け、目標値を掲げています。点検及び評価は、この４０項目の指標

について目標値までの達成状況により担当課が評価し、紐づいた細施策の実績

や進捗状況等もあわせて、施策について総合的な評価を行います。その評価と

施策全体について、学識経験者からご意見をいただきます。 

 

Ⅲ 評価の基準 

各指標については、現在値（令和元年度）からの経過等も考慮し、目標値（令和７年

度）から見た令和５年度実績値により、大きく次の４区分で進捗状況を評価しました。 

・ 進捗が順調である。 

目標値から見て実績値の達成状況が８０％以上。 

・ 進捗がおおむね順調である。 

目標値から見て実績値の達成状況が５０％以上８０％未満。 

・ 進捗があまり順調ではない。 

目標値から見て実績値の達成状況が２０％以上５０％未満。 

・ 進捗が順調ではない。 

目標値から見て実績値の達成状況が２０％未満。 

 

  ・各施策については、指標の評価だけでなく、細施策の事業実績等も包含した上で、

次の４区分により総合的に評価しています。 

Ａ 達成度、進捗が順調である。 

Ｂ 達成度、進捗がおおむね順調である。 

Ｃ 達成度、進捗があまり順調でない。 

Ｄ 達成度、進捗が順調でない。 
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Ⅳ 学識経験者の知見の活用 

 点検及び評価の実施に当たっては、「教育に関し学識経験を有する者の知見

の活用」に関して、下記の４名からご意見をいただき、点検及び評価の内容に

反映させていただきました。 
      五十音順 敬称略 

氏   名 備  考 
近 藤    誠 元 川越市立中学校長 
桜 井  信 枝  ふじみ野市文化協会事務局長 
関 本  晶 子 川越市ＰＴＡ連合会総務財政委員長 
眞 下  英 二  尚美学園大学教授 

 

Ⅴ 細施策の表について 

・細施策ごとに、関連指標を示す欄を設けています。この欄には、この細施策

を推進することにより、目標値の達成に近づくと考えられる施策の指標を記

入しています。 

・細施策によっては、施策の指標との関連が少ないものもあり、関連付けが  

難しいものは「成果実績」の欄を設け、令和５年度までの直近３か年の実績

を記入しています。 

・「施策の内容」は、第三次川越市教育振興基本計画で示しているものです 

（Ｐｌａｎ）。 

・「令和５年度の主な実績」は、「施策の内容」に示されていることを推進し

た取組内容を記入しています（Ｄｏ）。 

・「現状・課題」は、取組を進めるうえで、あるいは施策の内容を推進するな

かで捉えた、現状と課題を記入しています（Ｃｈｅｃｋ）。 

・「課題解決のための取組」では、前段の課題を解決するための取組について

記入しています（Ａｃｔｉｏｎ）。 

 

＊進行管理（点検評価）シート上で、いわゆるＰＤＣＡを確認し、継続的な改

善に努めています。 

施策の内容（Ｐｌａｎ）→令和５年度の主な実績（Ｄｏ） 

→現状・課題（Ｃｈｅｃｋ）→課題解決のための取組（Ａｃｔｉｏｎ） 
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Ⅵ 施策の体系と指標 

施策１ 確かな学力の育成 （13～22 ページ）⇒重点施策 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）学力向上の推進 

①主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善の推進 

【教育指導課】  

②各種調査結果の分析・活用【教育指導課】 

③少人数指導の推進【学校管理課・教育指導課】 

④ＩＣＴ活用の推進【教育指導課】 

⑤家庭学習の充実【教育指導課】 

（2）校種間連携の推進 
①幼稚園・保育園・認定こども園・小学校の連携【教育指導課】 

②小中連携、小中一貫教育の推進【学校管理課】 

（3）グローバル化に対 

  応する教育の推進 

①英語指導助手の配置事業の充実【教育センター】 

②小学校・中学校英語教育の充実【教育センター】 

（4）学校教育の情報化 

  の推進 

①情報活用能力の育成【教育指導課】 

②情報セキュリティ・モラルに関する資質・能力の育成 

    【教育指導課】 

③教育の情報化に関する推進体制の充実【教育指導課】 

④ＩＣＴ環境の整備【教育指導課】 

⑤ＩＣＴ活用の推進（再掲）【教育指導課】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 国語、算数・数学の授業は分かると答えた児童生徒の割合 

【教育指導課】［(1)－①～⑤］ 

２ 全国学力・学習状況調査の、全国の正答率を上回る教科数 

【教育指導課】［(1)－①～⑤］ 

３ 小・中学校 54 校の校種間連携教育達成状況【学校管理課】［(2)－②］ 

４ 英語指導助手を授業中に「積極的に活用した（する）」と回答した学校の割合 

【教育センター】［(3)－①］ 

５ 生徒の英語力の状況【教育センター】［(3)－②］ 

６ 児童生徒の情報活用能力の状況【教育指導課】［(1)－④・⑤、(4)－①～④］ 
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施策２ 豊かな心と健やかな体の育成 （23～33 ページ）⇒重点施策 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）豊かな心を育む 

教育の推進 

①道徳教育の充実【教育指導課・教育センター】 

②規律ある態度の育成の推進【教育指導課】 

③伝統や文化に関する教育の充実【教育指導課】 

④読書活動の充実【中央図書館・教育指導課】 

⑤体験活動の充実【教育指導課】 

（2）生徒指導の充実 

①いじめ防止対策の推進【教育指導課】 

②不登校対策の推進【教育センター】 

③教育相談の充実【教育センター】 

（3）健康の保持増進と 

体力向上の推進 

①学校保健活動の推進【教育指導課】 

②「いのちの教育」の推進【教育指導課】 

③食育の推進【教育指導課・学校給食課】 

④体力向上の推進【教育指導課】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 自分にはよいところがあると考える児童生徒の割合【教育指導課】［(1)－①、(3)－②］ 

２ 「規律ある態度」達成率 80％以上の項目数の割合【教育指導課】［(1)－②］ 

３ 児童一人あたりの読書冊数【教育指導課】［(1)－④］ 

４ 生徒一人あたりの読書冊数【教育指導課】［(1)－④］ 

５ いじめは、どんな理由があってもいけないと考える児童生徒の割合 

                            【教育指導課】［(2)－①］ 

６ 不登校児童生徒の割合【教育センター】［(2)－②・③］ 

７ 新体力テストの目標値達成児童生徒の割合【教育指導課】［(3)－④］ 
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施策３ 自立する力の育成 （34～38 ページ） 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）進路指導・キャリ 

ア教育の充実 

①地域・関係機関と連携した社会体験活動の充実【教育指導課】 

②小学校・中学校・高等学校の系統的なキャリア教育の充実 

【教育指導課】 

（2）主体的に社会の 

  形成に参画する力 

の育成 

①主権者教育の推進【教育指導課】 

②環境教育の推進【教育センター】 

③消費者教育の推進【教育指導課】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 将来の夢や目標はあると回答した児童生徒の割合【教育指導課】［(1)－①］ 

２ 人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合【教育指導課】 
             ［(1)－②、(2)－①・③］ 

 

 

 

施策４ 多様なニーズに対応した教育の推進 （39～44 ページ） 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）特別支援教育の 

充実 

①一人ひとりのニーズに応じた指導や支援の充実【教育センター】 

②就学支援の充実【教育センター】 

③特別支援教育の理解・啓発の推進【教育センター】 

（2）一人ひとりの状況 

  に応じた支援 

①多様化する学校課題を解決する事業の推進 

【学校管理課・教育センター】 

②外国人児童生徒支援の充実【学校管理課】 

③教育機会均等化のための支援【教育総務課・教育財務課】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 特別支援学級設置率【教育センター】［(1)－①］ 

２ 特別支援教育に係る教職員研修達成度【教育センター】［(1)－③］ 

３ 臨時講師（オールマイティーチャー）配置の効果調査において「向上」と回答した割合 

                             【学校管理課】［(2)－①］ 
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施策５ 教育の質を高める環境の充実 （45～53 ページ） 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）教職員の資質向上 

①教職員研修の充実【教育センター】 

②中堅教職員・臨時的任用教員の育成【学校管理課・教育センター】 

③教職員研修の効果的な実施【教育センター】 

（2）教職員の働き方 

改革 

①勤務時間を意識した働き方の推進【学校管理課】 

②事務負担軽減への取組【学校管理課・教育指導課】 

③悩みを抱える教職員のための支援体制づくり【学校管理課】 

（3）魅力ある市立川越 

  高等学校づくりの 

推進 

①市立川越高等学校の活性化・特色化の推進【市立川越高等学校】 

②進路指導力向上のための教職員研修の充実 

【学校管理課・市立川越高等学校】 

③中学校・市立川越高等学校連携の推進【市立川越高等学校】 

④市立川越高等学校教育環境の整備・充実【市立川越高等学校】 

（4）市立特別支援学校 

  の充実 

①市立特別支援学校の整備・充実【市立特別支援学校】 

②市立特別支援学校のセンター的機能の充実【教育センター】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 研修目標達成度（5 段階評価）【学校管理課・教育センター】［(1)－①～③］ 

２ 勤務時間を除いた在校等時間数が、月 45 時間または年 360 時間を超えた教職員の割合 
【学校管理課】［(2)－①～③］ 

３ 市立川越高等学校の生徒、保護者の満足度【市立川越高等学校】［(3)－①～④］ 

４ 市立特別支援学校のセンター的機能を活用した学校の割合【教育センター】［(4)－②］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 7 -



施策６ 学びを支える教育環境の整備・充実 （54～62 ページ）⇒重点施策 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）学校施設の整備・ 

充実 

①小・中学校施設大規模改造工事の推進【教育財務課】 

②小・中学校重要設備の更新【教育財務課】 

③小・中学校空調設備設置の推進【教育財務課】 

④学校図書館の充実【中央図書館・教育指導課】 

（2）小・中学校の適正 

規模・適正配置 
①小・中学校の適正規模・適正配置等の検討【学校管理課】 

（3）学校給食の充実 
①給食内容の充実【学校給食課】 

②学校給食施設の整備【学校給食課】 

（4）子どもたちの安全・ 

安心の確保 

①安全教育の推進【教育指導課】 

②防災教育の推進【教育指導課】 

③学童保育の充実【教育財務課】 

（5）教育センターの 

充実 

①教育センター施設の整備・開放の充実【教育センター】 

②教職員・保護者・地域との連携研修の充実【教育センター】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 大規模改造工事進捗率【教育財務課】［(1)－①］ 

２ トイレ改修工事進捗率【教育財務課】［(1)－①］ 

３ 小学校における学校図書館図書標準達成率【教育指導課】［(1)－④］ 

４ 給食がおいしいと感じている児童生徒の割合【学校給食課】［(3)－①］ 

５ 放課後児童支援員の資格を有する職員の割合【教育財務課】［(4)－③］ 
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施策７ 家庭・地域の教育力の向上 （63～68 ページ） 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）家庭や地域の教育 

  力向上 

①家庭教育の支援【地域教育支援課】 

②社会教育関係団体への支援【地域教育支援課】 

③地域の教育活動への支援【中央公民館】 

（2）家庭・地域と学校

の連携・協働 

①コミュニティ・スクールの導入の推進【学校管理課】 

②外部人材の積極的活用【学校管理課】 

③学校評価の活用【学校管理課】 

④学校・家庭・地域の連携推進【地域教育支援課】 

⑤放課後子供教室の推進【地域教育支援課】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 幼稚園・保育園家庭教育講座満足度【地域教育支援課】［(1)－①］ 

２ コミュニティ・スクール導入校数【学校管理課】［(2)－①］ 

３ 各地区子どもサポート委員会新規加入委員数【地域教育支援課】［(1)－③、(2)－④］ 

 

 

 

施策８ 生涯学習活動の推進 （69～78 ページ） 
施策の柱 細施策【担当課】 

（1）市立公民館の充実 

①ライフステージにおける課題や現代的課題の学習【中央公民館】 

②生涯学習活動の拠点としての公民館の運営【中央公民館】 

③公民館を活用した子どもの居場所づくりの推進【中央公民館】 

④公民館の設置及び既存公民館の整備 

【地域教育支援課・中央公民館】 

（2）市立図書館の充実 

①図書館サービスの充実【中央図書館】 

②図書館を利用した学習活動の推進【中央図書館】 

③図書館施設運営整備事業の推進【中央図書館】 

（3）市立博物館の充実 

①展示機能の充実【博物館】 

②郷土資料の収集・保存【博物館】 

③教育普及事業の充実と学校教育との連携強化【博物館】 

④博物館・蔵造り資料館の整備【博物館】 
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（施策８ 生涯学習活動の推進 つづき） 
施策の柱 細施策【担当課】 

（4）人権教育の推進 

①人権教育の充実【地域教育支援課】 

②人権教育指導者の養成【地域教育支援課】 

③関係機関・団体等との連携【地域教育支援課】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 新規の公民館事業の講座数【中央公民館】［(1)－①・③］ 

２ 公民館講座新規参加者の割合【中央公民館】［(1)－②・④］ 

３ デジタルアーカイブの公開件数【中央図書館】［(2)－①］ 

４ 小・中学生の図書館利用率【中央図書館】［(2)－②・③］ 

５ 展覧会での館蔵資料の公開点数【博物館】［(3)－①～④］ 

６ 博物館講座・教室受講満足度【博物館】［(3)－③］ 

 

 

 

施策９ 文化財の保存と活用 （79～85 ページ） 

施策の柱 細施策【担当課】 

（1）文化財の保存と 

活用 

①文化財の保存と活用【文化財保護課】 

②無形民俗文化財の保存と後継者の育成【文化財保護課】 

③重要伝統的建造物群保存地区の保存整備事業の充実【都市景観課】 

④河越館跡の整備・活用【文化財保護課】 

⑤山王塚古墳の保護【文化財保護課】 

（2）地域の歴史や伝統 

文化の継承 

①文化財保護意識の啓発【文化財保護課】 

②地域の歴史・伝統文化の継承に向けた学びの促進 

【文化財保護課・博物館】 

指標【担当課】［関連の深い細施策］ 

１ 伝統的建造物の復原等修理費への助成件数【都市景観課】［(1)－③］ 

２ 重要伝統的建造物群保存地区の防災に関する活動への参加人数 

【都市景観課】［(1)－③］ 

３ 河越館跡地の史跡公園整備事業進捗率【文化財保護課】［(1)－④］ 

４ 郷土学習を受けた学級数【文化財保護課・博物館】［(2)－②］ 
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Ⅶ 施策の評価一覧 

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

施策１　確かな学力の育成 Ｂ Ｂ Ｂ

施策２　豊かな心と健やかな体の育成 Ｂ Ｂ Ｂ

施策３　自立する力の育成 Ｂ Ｂ Ｂ

施策４　多様なニーズに対応した教育の推進 Ａ Ａ Ａ

施策５　教育の質を高める環境の充実 Ｂ Ｂ Ｂ

施策６　学びを支える教育環境の整備・充実 Ａ Ａ Ａ

施策７　家庭・地域の教育力の向上 Ｃ Ｂ Ａ

施策８　生涯学習活動の推進 Ｂ Ｂ Ａ

施策９　文化財の保存と活用 Ｂ Ａ Ａ

総　合　評　価
施　　　策

 

 

＜重点的な取組＞ 

第三次川越市教育振興基本計画では、９つの施策のうち、計画期間（令和３

年度から５年間）に、特に力を注ぐべき施策を、次のとおり重点施策として選

定しています。その他の施策についても本市教育にとって大切なものであり、

教育委員会として全力を挙げて取り組んでいきます。 

 

 

 

 

重点施策 

施策１  確かな学力の育成 

施策２  豊かな心と健やかな体の育成 

施策６  学びを支える教育環境の整備・充実 
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Ⅷ 進行管理（点検評価）シート 
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 7 8 .6 — 8 0 .3 8 1 .0 8 0 .2 9 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
教科 1 ／4 — 0 ／4 1 ／4 1 ／4 4 ／4

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 1 6 .7 6 .9 6 .1 9 .8 1 0 .5 1 0 0

施策 １ 　 確かな学力の育成

【 項目】
国語、 算数・ 数学の授業は分かる と
答えた児童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、 国
語、 算数・ 数学の授業は分かる と 回答し た児童生徒の
割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
全国学力・ 学習状況調査の、 全国の
正答率を 上回る 教科数

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査の、 全国の正答率を 上回る 教
科数　 小学校「 国語・ 算数」 2教科　 中学校「 国語・
数学」 2教科

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
小・ 中学校54校の校種間連携教育達
成状況

【 説明】
連携教育の視点と し て示す7項目（ 目指す児童生徒像、 教育
課程、 研究組織、 生徒指導、 教員と 児童生徒の交流、 児童
と 生徒の交流、 教職員の交流） を 達成し た 割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗は順調ではあり ま せん。
・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と で、 児童生徒の交流や活動
　 を 再開する こ と ができ ま し た。
・ 今後は、 引き 続き 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用する など の連携方法の工夫や教育課程等に係る 連
　 携の取組事例等について、 学校に対し て情報提供を 行いま す。

指標３

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ていま すが、 高い水準を 保っ
　 ていま す。
・ 学校指導訪問、 学力向上に係る 訪問、 教職員研修を 実施し 、 「 川越市小・ 中学生学
  力向上プラ ン 」 で示す授業ス タ ン ダード の定着を さ ら に進め授業改善を 図り ま し
  た。 授業改善のモデル授業を 新たに小学校外国語、 中学校数学で作成し ま し た。
・ 今後も 、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 を 活用し た授業改善が進むよ う 、 訪
　 問によ る 指導等に加え指定学校研究も 活用し 、 継続し て指導に取り 組みま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗はあま り 順調ではあり ま せん。
・ 正答率の経年変化では上昇傾向が見ら れま すが、 小学校「 国語・ 算数」 中学校「 数
　 学」 で全国の正答率を 上回っ ていま せん。
・ 今後も 、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 を 活用し た授業改善を 継続し て進め
　 る と と も に、 調査結果の分析を 教育委員会と 各小・ 中学校と で多角的に行い課題解
　 決に取り 組みま す。

実　 　 績　 　 値

指標１

指標２

重 点 施 策
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 8 2 .7 8 1 .8 8 8 .3 7 9 .6 9 4 .4 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 4 3 .3 4 5 .2 4 6 .1 5 4 .5 6 0 .8 7 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
小2 　 － — 7 2 .0 8 6 .8 8 3 .1 1 0 0
小4 　 － — 7 4 .4 8 7 .3 8 1 .6 1 0 0
小6 　 － — 7 7 .1 9 0 .4 8 6 .1 1 0 0
中3 　 － — 8 7 .8 9 3 .0 9 0 .7 1 0 0

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 中学校卒業段階でＣ Ｅ Ｆ Ｒ のＡ 1レ ベル以上を 達成し た生徒の割合は昨年度に比べ
　 て6. 3ポイ ン ト 向上し ま し た。 今後も 目標値達成のために継続的に指導助言を 行い
　 ま す。
・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会を 活性化さ せ、 授業の充実・ 改善に資する ための
　 教材・ 指導資料等を 作成し 、 各学校に配布し て活用を 図る と と も に、 本市の実態に
　 合っ たよ り 良い英語教育の在り 方について検討を 進めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調ですが令和5年度の実績値が令和4年度よ り も 減少し ている ため、
　 今後の取組には改善が必要です。
・ 各学校で学習者用コ ン ピ ュ ータ の使用機会が昨年度と 同程度確保さ れた結果、
　 肯定的な回答が多く 見ら れたと 考えら れま す。
・ 全対象において、 令和4年度と 比較する と 実績値が低下し ている こ と から 、
　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器の効果的な活用に併せ、 令和4年度に作成し た「 情報モラ ル・
　 情報セキュ リ ティ 指導カリ キュ ラ ム 」 「 プロ グラ ミ ン グ教育指導プラ ン 」 を 基に、
　 各校で継続し て情報活用能力の向上を 図り ま す。

【 項目】
児童生徒の情報活用能力の状況

【 説明】
「 川越市情報活用能力育成系統表」 の到達度を 測る た め、
質問紙によ る 調査を 小2、 小4、 小6、 中3の各学年末におい
て 実施する 。 その結果が4段階中上位2段階にあ た る 「 肯定
的」 「 やや肯定的」 な回答と な る 割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

％

指標６

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 英語教育推進訪問や外国語科に係る 研修会など の機会に、 授業における 英語指導助
　 手の活用場面について例を 挙げて具体的に助言し ま し た。 ま た、 各校の英語指導助
　 手の活用状況を 示し たリ ーフ レ ッ ト を 個別に配布し 、 各校の状況に応じ た助言を 行
　 いま し た。
・ 小学校は全学校が全項目について「 75％以上の授業で行った（ 行う ） 」 と 回答し
　 ま し た。 中学校での英語指導助手の活用状況を さ ら に高める ために、 主に英語教育
　 推進訪問にて各学校に指導助言を 行っ ていき ま す。
【 設問の変更】
　 英語教育実施状況調査に基づき 指標に係る 実績値を 算出し ていま すが、 令和4年度の
  調査から 設問内容が変更と なり 、 英語指導助手の活用状況について、 「 75％以上の
  授業で行っ た（ 行う ） 」 と 回答し た学校の割合と なり ま し た。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 項目】
英語指導助手を 授業中に「 積極的に
活用し た（ する ） 」 と 回答し た学校
の割合

【 説明】
市立小・ 中学校における 英語教育実施状況調査（ 文部科学
省） において 、 英語指導助手を 、 教員や児童生徒と のやり
取り 、 発音指導等で「 積極的に活用し た （ する ） 」 と 回答
し た 学校の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
生徒の英語力の状況

【 説明】
英語力について、 中学校卒業段階でＣ Ｅ Ｆ Ｒ （ ヨ ー
ロ ッ パ言語共通参照枠） のＡ 1レ ベル以上（ 実用英語
技能能力検定3級相当以上） を 達成し た生徒の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標４

指標５

施策 １ 　 確かな学力の育成
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総合評価

B

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 研修や学校指導訪問等で具体的な考え方を 示し ながら 、 授業ス タ ン ダード を よ り よ
　 いも のへと 変え、 多く の学校で活かさ れる こ と が必要である 。
・ 現在は教職員のなり 手が少ないため、 校種間連携を よ り 推進し 、 様々な人材を 様々
　 な形で活用し ていく 中で、 学校文化を 開かれたも のにし ていく 必要がある 。
・ 校種間で連携を 図る こ と で、 地域と の交流を 活発にする 一助と なる と 考える 。
　 各学校で工夫し て取り 組んでいただき たい。
・ 学校運営協議会においては、 地域と 学校のつながり について議論する 場を 設ける こ
　 と で、 よ り 早く 課題を 発見し 、 解決につなげら れる と 考える 。
・ リ ーディ ン グＤ Ｘ 事業においては、 整備し たＩ Ｃ Ｔ 機器について、 中の機能を さ ら
　 に活用し ていく こ と ができ る よ う に、 モデル校での内容をし っ かり と 共有し 、 引き
　 続き 取り 組んでいただき たい。
・ 情報活用能力の育成に関する 教育やＩ Ｃ Ｔ に関する 施策について、 し っ かり と 進め
　 ており 評価でき る 。

施策 １ 　 確かな学力の育成

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗はおおむね順調であり 、 評価も おおむね良好です。
　 特に、 指標４ に係る 英語指導助手の活用や指標５ の「 生徒の英語力の状況」 につい
ては、 高い実績値と なり 、 英語教育に係る 確かな学力の育成についての取組が順調に
進んでいま す。
　 し かし 、 指標２ に係る 正答率については、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 を
活用し た授業改善によ り 、 正答率の経年変化では上昇傾向が見ら れま すが、 実績値に
現れてはいま せん。 ま た、 指標３ に係る 校種間連携教育についても 、 児童生徒の交流
や活動を 再開する こ と ができ ま し たが、 目標値に対し て進捗が順調ではあり ま せんで
し た。 引き 続き 、 目標達成に向けた取組を 進めま す。
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

・ 授業ス タ ンダード の理解や定着によ る 授業改善が進んでいま す。
・ 学力向上プラ ン に係る 研修会を 通し て各学校の取組を 共有し ていま す。
・ 理科実験助手の実験準備や観察補助等によ り 、 理科の学習時における 個別指導の充実につ
　 ながっ ていま す。

・ 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 の定着を 各学校や各教員の経験年数等の実態に応じ て
　 進める こ と で、 学校間の格差を 埋める こ と が課題です。
・ 学校指導訪問や学力向上に係る 学校訪問によ る 各学校の実態に応じ た授業改善が必要です。
・ 派遣回数に制限のある 中、 各学校における 理科実験助手の有効活用に向けて、 活用の好事例
　 を 周知し ていく 必要があり ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 各調査分析から 、 児童生徒の目線に立っ た授業改善や個に応じ た指導への活用が進んでいま
　 す。

・ 埼玉県学力・ 学習状況調査において、 県から 提供さ れる 分析シート を 効率的に使用し て分析
  を 行い、 その分析結果の効果的な活用が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

施 策 の 内 容

・ 各学校に担当指導主事等を 配置し 、 埼玉県学力・ 学習状況調査等の分析から 、 各学校の実態
　 に応じ た課題解決を 図り 、 授業改善に活用し ま す。
・ 全国学力・ 学習状況調査と 埼玉県学力・ 学習状況調査において、 小中連携校ご と に、 実態に
　 合っ た分析を 行いま す。
・ 川越市中学生学力調査の結果分析によ り 、 学力向上・ 指導力向上及び進路指導の充実を 図り
　 ま す。

・ 各学校における 各種調査分析を 進める こ と によ る 授業改善への指導助言を 行いま す。
・ 川越市中学生学力調査の結果分析を 基に学力向上及び進路指導の充実を 図り ま す。
・ 各校が行っ ている 調査分析活用の好事例を 周知し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 分析実施校　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 川越市中学生学力調査の進路指導への活用　 22校（ 市立中学校全校）
・ 指導主事等によ る 訪問指導

細 施 策 ①主体的・ 対話的で深い学びの視点から の授業改善の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 学校指導訪問　 27回
・ 学力向上プラ ン に係る 研修会　 3回（ 学力向上推進教員研修会）
・ 学力向上に係る 学校訪問と 研究授業の実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 理科実験助手派遣　 小学校16校　 中学校6校　 派遣回数440回
・ 教科担任制モデル校研究　 小学校12校
　 （ 福原　 山田　 川越第一　 名細　 霞ケ関西 大東東 霞ケ関 川越 高階南 寺尾 芳野 月越）

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 指定学校研究によ り 授業改善へのモデル校研究に取り 組みま す。
・ 学力向上プラ ン を 活用し 、 学力向上に係る 研修会・ 授業研究を 充実さ せま す。
・ 各種調査結果の分析によ る 各学校の実態にあっ た授業改善への指導助言を 行いま す。

細 施 策 ②各種調査結果の分析・ 活用

施 策 の 内 容

・ 主体的・ 対話的で深い学びの視点から の授業改善を 推進する ため、 「 川越市小・ 中学生学力
　 向上プラ ン」 で示す授業ス タ ン ダード の定着と 、 よ り 一層の浸透を 図り ま す。
・ 学校指導訪問によ り 教員一人ひと り の指導力向上を 図り 、 学校の教育力向上を 目指し ま す。
・ 学力向上に係る 研修会を 充実さ せ、 令和2年度から 同4年度ま での3カ年計画で授業ス タ ン
　 ダード 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン」 を 確立し 、 教員の指導力を 向上さ せま す。 ま
　 た、 各学校の「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 」 の取組について共有を 図り ま す。
・ 市立小・ 中学校に理科教育に係る 支援員（ 理科実験助手） を 配置し 、 実験・ 実習の準備や補
　 助を 行い、 体験的な学習及び個別指導など の充実を 図り ま す。
・ 小学校高学年での教科担任制導入を 積極的に進めら れる よ う 、 モデル校研究など を 通し て、
　 教科担任制の導入を 図り ま す。

(1 )学力向上の推進
担当課

教育指導課

担当課

教育指導課

その他の関連指標：指標１

その他の関連指標：指標１
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

関連指標

指標６

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 児童生徒一人ひと り に応じ たき め細やかな教育活動を 推進する ため、 オールマイ ティ ーチャ
　 ーを 配置し 、 少人数指導やティ ーム ・ ティ ーチン グなど の指導の充実を 図り ま す。
・ オールマイ ティ ーチャ ーによ る 支援によ り 、 児童生徒の学ぶ意欲と 自己肯定感を 高める 、 安
　 定感と 活力のある 学級づく り 、 自分自身を 素直に表現でき 、 自分や相手と 素直に向き 合える
　 学級づく り を 推進し ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 児童生徒の実態や学校の状況を 踏ま え、 課題解決に向けた、 よ り 効果的な活用ができ る よ う
　 に校長に指導し ま す。
・ 学校を 訪問し て、 教科指導方法や児童生徒への関わり 方について、 オールマイ ティ ーチャ ー
　 に対し 直接指導する など し て、 指導力向上へと つなげま す。
・ 各学校における 効果を 検証し ながら 、 オールマイ ティ ーチャ ー配置事業の拡充を 進めま す。

細 施 策 ④Ｉ Ｃ Ｔ 活用の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 学校管理課】
・ オールマイ ティ ーチャ ー配置　 13校13名（ 小学校4校、 中学校9校）
　 ※中学校は、 国語2名、 社会2名、 英語2名、 数学2名、 通級1名
【 教育指導課】
・ 指導方法の工夫改善（ 教科指導充実加配） によ る 実施時数
　 小学校　 31校　 総実施時数　 21, 533時間
　 中学校　 22校　 総実施時数　 12, 580時間

現 状 ・ 課 題

・ 各学校ご と に課題を 明確化し 、 解決に向けた目標を 設定し ま し た。 その上で、 効果的な活用
　 と なる よ う 計画を 立てていま す。 そのため、 実態に応じ た、 き め細やかな指導ができ ていま
　 す。

・ 各学校の課題の解決を 図っ ていく ために、 継続的な配置を 行う 必要があり ま す。

細 施 策 ③少人数指導の推進

施 策 の 内 容

・ 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズや学習状況に応じ た個別学習を 推進し ま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た双方向型の授業を 推進し ま す。
・ 児童生徒一人ひと り の考えを 共有し 、 多様な意見にも 触れら れる よ う にし ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 授業等で使用する 雛形を 掲載し た「 ｅ -授業テン プレ ート 集」 の充実及び市立学校全校への周
　 知と Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用に向けた授業改善を 図り ま す。
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業において作成さ れた事例を 市立小・ 中学校の実践へと つなげ
　 る ため、 事例の周知を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ ｅ -授業テン プレ ート 集の拡充・ 周知
・ 川越Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ポータ ルサイ ト の拡充・ 周知
・ ク ラ ウ ド サービ ス を 通し た課題配信　 54校（ 市立小中学校全校）
・ オン ラ イ ン会議シス テムを 使用し た同時双方向型オンラ イ ン 学習の実施
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業実施（ 小・ 中学校　 各1校）

現 状 ・ 課 題

・ 個別最適化さ れた学びや考えの共有ができ る Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し 、 児童生徒一人ひと り の教育的
　 ニーズに合わせた授業実施を 図る ために取組を 進めていま す。

・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し たよ り 個別最適化さ れた学習の充実に向けた事例の創出及び周知が求めら れ
　 ていま す。

教育指導課

(1 )学力向上の推進
担当課

学校管理課・ 教育指導課

担当課

その他の関連指標：指標１・指標２

その他の関連指標：指標１
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 学級閉鎖や出席停止時における 同時双方向型オン ラ イ ン 学習の実施等の学びの保障
・ 家庭にネッ ト ワ ーク 環境がない児童生徒に対する モバイ ルＷｉ －Ｆ ｉ ルータ ーの貸与（ 貸与
　 台数延べ27台）
・ 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 【 家庭学習版】 」 によ る 家庭学習の啓発

現 状 ・ 課 題

・ 学級閉鎖や出席停止時、 その他必要に応じ て家庭にネッ ト ワ ーク 環境がない児童生徒に対
　 し て、 通信契約を 行っ たモバイ ル　 Ｗｉ －Ｆ ｉ ルータ ーを 貸与し ま し た。

・ 家庭における Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 含めた家庭学習の実施に向け、 家庭にネッ ト ワ ーク がない場合に
　 おける 家庭学習でのＩ Ｃ Ｔ 活用について事例の創出及び周知が必要です。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 幼児教育振興審議会 3回
・ 「 子ど も のよ り よ い成長を 考える 研修会」 を 開催（ 対面）
・ 幼保小連絡懇談会  6会場で実施
・ 市内全園・ 市立小学校へ「 川越市と き も 学びのプロ セス 」 を 配布
・ 川越市幼保小連携モデル指定校・ 園に小学校4校、 幼保4園を 指定し 研究を 推進
・ 架け橋期カリ キュ ラ ム を 4事例作成

施 策 の 内 容

・ 幼児期の終わり ま でに育っ てほし い姿を 、 学校・ 園において共有し 、 それぞれの教育・ 保育
　 に生かすと と も に、 就学前の幼児期の育みや学びを 小学校に受け継ぎ、 次の段階である 児童
　 期の学びと 育ちに発展さ せま す。 そのこ と で、 「 小1プロ ブレ ム」 の解消や学力向上を 図り
　 ま す。
・ 川越市幼児教育振興審議会にて園・ 小学校の連携の在り 方や各年の研究実践について話し 合
　 い、 研究主題の設定や研修会の開催など を 通じ て、 園・ 小学校の円滑な接続と 幼児教育の充
　 実を 図り ま す。
・ 園・ 市立小学校の教職員等へ教育委員会主催の研修会を 開催し 、 幼児教育の充実を 図り ま
　 す。

施 策 の 内 容

・ Ｉ Ｃ Ｔ を 日常的・ 効果的に活用し た家庭学習を 推進し ま す。 ま た、 長期にわたる 臨時休業を
　 実施し た場合に、 家庭にネッ ト ワ ーク 環境がなく 、 かつ経済的に支援が必要な家庭に対し
　 て、 モバイ ルＷｉ －Ｆ ｉ ルータ ーを 貸与する など し て、 家庭でＩ Ｃ Ｔ を 活用し た学習を 実施
　 でき る よ う にし ま す。
・ 各種調査の結果分析から 課題を 把握し 、 「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン」 に家庭学習の
　 進め方を 掲載し 、 家庭学習の充実を 図る と と も に、 家庭学習に取り 組む意識についても 高め
　 ていき ま す。

成 果 実 績

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 幼児期及び小学校の9年間を 見通し た資質・ 能力を 育成し ま す。
・ 幼保小連携モデル校を 指定し 、 研究の成果を 周知し ていき ま す。
・ 「 川越市と き も 学びのプロ セス 」 を 配布し 学びの連続性を 踏ま えた取組を 行いま す。

現 状 ・ 課 題

・ 園・ 学校で幼児期の終わり ま でに育っ てほし い姿の共有が進んでいま す。
・ 市内全園・ 市立小学校の教職員等への研修会等を 開催し 、 幼児教育の充実を 図っ ていま す。

・ 学びの連続性を 踏ま え、 ど のよ う に幼保小の連携を 深め、 共通理解を 図っ ていく かが課題
　 です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ Ｉ Ｃ Ｔ 活用を 含めた家庭学習の方向性を 示し た「 川越市小・ 中学生学力向上プラ ン 【 家庭学
  習版】 」 を 各小・ 中学校へ周知し 、 家庭学習の充実を 図り ま す。
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業において作成さ れた事例を 市立小・ 中学校の実践へと つなげ
　 る ため、 事例の周知を 図り ま す。

細 施 策 ①幼稚園・ 保育園・ 認定こ ど も 園・ 小学校の連携

細 施 策 ⑤家庭学習の充実

各種連携会議の参加者数
（ 名）

201 225 221

(1 )学力向上の推進
担当課

教育指導課

(2 )校種間連携の推進
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

その他の関連指標：指標１・指標２
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 小学校と 中学校が連携し 「 中1ギャ ッ プ」 の解消を 図り ま す。
・ 各ブロ ッ ク の小学校と 中学校が、 小中連携計画書に基づいた連携を 図り ま す。
・ 教科等について9年間の系統性を 踏ま えた学習を 推進し ま す。
・ 小中連携研究委嘱校の研究成果を 生かし 、 教育課程の連携を 更に推進さ せ、 小中一貫教育の
　 充実を 図り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 特に中学校における 英語教育推進訪問においては、 外国語科主任の同席を 依頼し 、 各学校の
　 実態に応じ て具体的に指導助言を 行う と と も に、 各校における 外国語科部会を 充実でき る よ
　 う 支援し ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 校種間連携の在り 方については、 埼玉県の『 小中一貫教育推進ガイ ド 』 や他市町村の事例等
　 を 参考に引き 続き 研究を 進めていき ま す。
・ 各中学校区における 小学校と 中学校が、 小中連携計画書を 作成し 、 それに基づいた連携を 図
  り ま す。
・ 交流や活動がよ り 活発化する よ う 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用する 等の工夫について情報提供する と と も
　 に、 複数の小学校から 進学する 中学校区においては、 連携が更に進むよ う 、 具体的な目標を
　 設定する など 指導助言を 行いま す。

細 施 策 ①英語指導助手の配置事業の充実

施 策 の 内 容

・ 英語によ る コ ミ ュ ニケーショ ン 能力の育成を 図り 、 「 聞く こ と 」 「 話すこ と 」 等の技能を 伸
　 ばすため、 市立小学校、 中学校、 高等学校及び特別支援学校に配置さ れている 英語指導助手
　 の活用方法の充実を 図り ま す。
・ 英語指導助手を 対象と し た研修会や全学校への英語教育推進訪問を 実施し 、 外国語活動・ 外
　 国語科の指導方法の工夫・ 改善、 児童生徒と のよ り よ い接し 方等について、 英語指導助手の
　 資質向上を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 英語指導助手配置日数 小学校3, 266日 中学校1, 646日 高等学校125日 特別支援学校17日
・ 英語指導助手研修会 12回
・ 英語教育推進訪問 56校（ 市立学校全校）
・ 英語指導助手配置人数 31名

現 状 ・ 課 題

・ 各校の学級数に応じ て英語指導助手を 計画的に配置し ま し た。 配置日数は前年度と ほぼ同水
　 準です。 各校における 英語指導助手の活用状況も 改善し ま し た。
・ 全市立学校を 対象に実施し た英語教育推進訪問や、 英語指導助手研修会を 通し て、 英語指導
　 助手の資質向上を 図り ま し た。

・ 各校において、 外国語科主任を 中心に、 英語指導助手を 授業内のよ り 多く の場面で効果的に
　 活用する こ と ができ る よ う にする ための指導及び支援が必要です。

(3 )グロ ーバル化に対応する 教育の推進
担当課

細 施 策 ②小中連携、 小中一貫教育の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 各中学校区の小学校と 中学校によ る 計画書の作成と 取組
・ 校種間連携教育研修会の開催 1回（ 6月）
・ 市立小中学校全校から の報告を 取り ま と め、 電子データ にて報告書を 市立小中学校全校へ送
　 付
・ 小中合同研修会等に指導主事等を 派遣し 、 小中一貫教育の実施に関し て助言
・ 校長会と 連携し 、 校種間連携がよ り 充実する よ う 、 小中学校合同研修会等を 全市同一日に実
　 施

学校管理課

現 状 ・ 課 題

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と で、 教員同士の交流や児童生徒の
　 交流が再開し てき ま し た。

・ 今後は、 複数の小学校から 進学する 中学校区等の校種間連携の在り 方について検討し ていく
　 必要があり ま す。

(2 )校種間連携の推進
担当課

教育セン タ ー
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 授業等で使用する 雛形を 掲載し た「 ｅ -授業テン プレ ート 集」 の充実及び市立学校全校への周
　 知と Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用に向けた授業改善を 図り ま す。 （ 施策１ －( １ ) －④　 再掲）
・ 児童生徒に身に付けさ せたい情報活用能力リ ス ト の市立学校全校への周知と 効果的な活用を
　 図り ま す。 （ 施策１ －( １ ) －④　 再掲）
・ 「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 「 プロ グラ ミ ン グ教育指導プラ ン 」 の
　 活用を 含めた実践事例を リ ーディ ン グＤ Ｘ ス ク ール事業を 通じ て創出し ていき ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 優れた取組を 行っ ている 教員の授業を 通し て研究協議を 行う など 、 英語教育に係る 研修の機
　 会を 充実さ せま す。
・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会を 活性化さ せ、 本市の英語教育の充実に向けて様々な教員
　 の意見を 踏ま えて議論を 行いま す。

細 施 策 ①情報活用能力の育成

施 策 の 内 容
・ 児童生徒の情報活用能力を 育成する ために、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た学習活動の実施に係る 指標を
　 設定し 、 各学校においてＩ Ｃ Ｔ を 活用し た学習活動を 推進し ま す。
・ 児童生徒のプロ グ ラ ミ ング 的思考等の育成を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 「 情報活用能力の育成」 のための年間指導計画の改善
・ 「 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た年間指導計画例」 を 基に各学校で作成し た年間指導計画に基づく 授業
　 実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 令和5年度Ｇ Ｉ Ｇ Ａ プロ グラ ミ ン グ教育研修会（ オン デマンド ）  1回
・ リ ーディ ングＤ Ｘ ス ク ール事業実施（ 小・ 中学校　 各1校）

現 状 ・ 課 題

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器の基本的な操作に関わる ス キ ル等についてはど の学年においても あ る 程度の定着
　 が見ら れ、 学習においてＩ Ｃ Ｔ 機器を 使用する こ と の困難さ は減少し ていま す。

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器の基本的な操作に関わる ス キ ルのある 程度の定着が図ら れたこ と から 、 効果的な
　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器の活用を 推進する こ と が課題です。
・ 「 プロ グラ ミ ン グ 教育指導プラ ン」 に基づき 、 児童生徒の発達段階に応じ てプロ グ ラ ミ ン
　 グ的思考について着実に育成し ていく 必要があり ま す。

(4 )学校教育の情報化の推進
担当課

教育指導課

細 施 策 ②小学校・ 中学校英語教育の充実

施 策 の 内 容

・ 外国語教育の小学校中学年での導入や高学年での教科化に伴い、 外国語活動・ 外国語科にお
　 ける 授業等の充実・ 改善を 図る ため、 外国語活動・ 外国語科研究委員会等において教材・ 指
　 導資料等を 作成し 、 各学校に配布し て活用し ま す。
・ 小学校・ 中学校間における 円滑な学びの接続を 行う ために、 市立小・ 中学校の外国語活動・
　 外国語科の授業を 担当する 教員等を 対象と し た研修、 授業公開、 合同研修等を 実施し 、 教職
　 員の外国語の指導力向上を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会 5回
・ 小・ 中学校外国語活動・ 外国語科指導力向上研修会 2回
・ 外国語活動・ 外国語科授業ス タ ンダード 研修会 2回

現 状 ・ 課 題

・ 外国語活動・ 外国語科研究委員会で作成し た教材・ 指導資料等を 、 学校に配布し ま し た。
・ 小・ 中の接続を 主題と し た研修、 授業公開、 合同研修を 行い、 順調に進捗し ま し た。

・ 各研修会の質を 向上さ せ、 教職員の外国語の指導力のさ ら なる 向上を 図る 必要があ り ま す。
・ 児童生徒が外国語でコ ミ ュ ニケーショ ン を 図る 資質・ 能力を 着実に育成する ため、 本市の実
　 態に合っ たよ り 良い英語教育の在り 方について検討し ていく 必要があり ま す。

(3 )グロ ーバル化に対応する 教育の推進
担当課

教育セン タ ー
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

関連指標

指標６

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教職員の希望や状況に応じ て、 個人のニーズに合っ た研修を 実施する こ と でＩ Ｃ Ｔ 活用指導
　 力を 育成し ま す。 （ 管理職研修・ 校内リ ーダー養成研修・ 指導力に応じ た研修）
・ 川越市Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ポータ ルサイ ト を 活用し 、 教職員が情報を 取得し やすい環境を Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス
　 ク ール運営支援センタ ーを 用いて整備し ていき ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 の市立小中学校全校へのさ ら なる 周知
　 と 効果的な実施を 図り ま す。

細 施 策 ③教育の情報化に関する 推進体制の充実

施 策 の 内 容
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 日常的・ 効果的に活用する ため、 教員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上に努める と と も
　 に、 Ｉ Ｃ Ｔ 支援員を はじ めと し た専門的な知識を 有し た外部人材を 継続的に活用し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール運営支援セン タ ー訪問支援員によ る 訪問支援  延べ938回訪問
・ 問い合わせ窓口の整備  延べ2, 460件相談
・ Ｉ Ｃ Ｔ の活用に苦手意識を 持っ ている 教職員に対する 対面によ る フ ォ ロ ーアッ プ研修  1回

現 状 ・ 課 題

・ 教育の情報化についての質問や課題への対応等に専門人材を 活用し て取り 組んでいま す。
・ 個々の教職員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上を 図る ため、 研修等を 実施し ていま す。

・ 様々な学校の状況に合わせ、 ニーズに合っ た支援体制を 整備し ていく 必要があ り ま す。
・ 教職員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力に差がある 中で、 必要な情報にアク セス でき る 環境が必要です。

担当課

教育指導課

細 施 策 ②情報セキュ リ ティ ・ モラ ルに関する 資質・ 能力の育成

施 策 の 内 容
・ Ｉ Ｃ Ｔ の間違っ た利用が、 個人や社会に経済的・ 精神的損害を 与える こ と を 児童生徒が理解
　 し 、 正し い情報活用方法を 学ぶなど 、 新たな情報倫理上の課題に対応でき る 情報セキュ リ テ
　 ィ や情報モラ ルに関する 資質・ 能力の育成を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 全教職員を 対象と し た情報モラ ル・ セキ ュ リ ティ 研修  1回
・ 「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 周知

現 状 ・ 課 題

・ 研究指定校において「 情報モラ ル・ 情報セキュ リ ティ 指導カ リ キュ ラ ム 」 の周知を 行いま し
　 た。

・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器の基本的な操作に関わる ス キ ルについてある 程度の定着が見ら れる 中で、 安全に
　 活用を 進める ために情報モラ ル教育・ 情報セキュ リ ティ 教育を 年間指導計画に位置付け、 実
　 施し ていく こ と が必要です。

教育指導課

(4 )学校教育の情報化の推進
担当課
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【 施策】 　 １ 　 確かな学力の育成

【 施策の柱】
関連指標

指標６

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ やネッ ト ワ ーク 機器、 大型提示装置など 学校に整備さ れた既存のＩ Ｃ
　 Ｔ 機器等の継続し た運用・ 保守を 行いま す。
・ 国の計画で示さ れている 内容に基づき 、 新規に整備する Ｉ Ｃ Ｔ 機器やネッ ト ワ ーク について
　 検討し ま す。

細 施 策 ④Ｉ Ｃ Ｔ 環境の整備

施 策 の 内 容
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 日常的・ 効果的に活用し た学習活動を 実現する ために、 高速大容量の通信ネッ ト ワ
　 ーク や情報端末の保守整備、 教職員や児童生徒のアカウ ン ト 管理等、 Ｉ Ｃ Ｔ 環境を 継続的に
　 充実さ せていき ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 1校につき 1回線の1Ｇ ｂ ｐ ｓ ベス ト エフ ォ ート 回線の維持・ 管理　 54校（ 市立小中学校
  全校）
・ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ール運営支援セン タ ーの業務委託によ る 通信回線の維持・ 管理

現 状 ・ 課 題

・ 1校につき 1回線の1Ｇ ｂ ｐ ｓ ベス ト エフ ォ ート 回線の維持・ 管理を 実施し ていま す。

・ 教育に必要と さ れる 情報量の更なる 増加やセキュ リ ティ 強化のための、 通信回線の帯域増強
　 と 機器の構成改善が課題です。

(4 )学校教育の情報化の推進
担当課

教育指導課
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 7 8 .6 — 7 4 .0 7 9 .5 8 1 .4 9 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 2 .6 8 8 .9 8 3 .3 8 3 .3 9 5 .8 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
冊 5 9 .3 6 0 .6 5 8 .1 5 6 .7 5 8 .5 6 5 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
冊 8 .4 1 0 .2 1 0 .4 8 .6 7 .9 1 5 .0

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

【 項目】
自分にはよ いと こ ろ がある と 考える
児童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、
「 自分にはよ いと こ ろ がある 」 と 回答し た児童生
徒の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
「 規律ある 態度」 達成度80％以上の
項目数の割合

【 説明】
埼玉県学力学習状況調査　 質問紙調査において、
達成率が80％以上であ っ た項目数の割合（ 対象
小・ 中学生）

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 各学校において、 すべての教育活動を 通じ て、 自己存在感や自己肯定感、 それら
　 に裏付けら れた自己有用感など を 育んでいき ま す。

指標１

指標２

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）

指標４

【 項目】
生徒一人あ たり の読書冊数

【 説明】
川越市小江戸中学生読書手帳活用状況調査に記入
さ れた平均読書冊数

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ こ こ 数年、 コ ロ ナ禍の影響で激減し ていま し たが、 例年と 比べ大幅に増加し ま
　 し た。 規律ある 態度が児童生徒に身に付いてき ている こ と が分かり ま す。
・ 児童生徒の規律ある 態度の向上のため、 引き 続き 、 学校訪問等によ る 学校への支援
　 や、 保護者会等における 家庭への啓発に努めま す。

実　 　 績　 　 値

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 令和4年度よ り も 実績値が上昇し たも のの、 今後よ り 一層の改善を 目指し ま す。
・ 「 読書紹介文コ ン ク ール」 や「 小江戸読書名人賞」 「 小江戸小・ 中学生ビ ブリ
　 オバト ル」 等、 児童が本を 手に取る 機会と なる よ う な取組を 継続的に行いま す。
・ 各取組について、 各校の学校司書と の連携を 図り ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗はあ ま り 順調ではあ り ま せん。
・ 2年連続で実績値が減少し ており 、 今後の取組には改善が必要です。
・ 「 読書紹介文コ ン ク ール」 や「 小江戸読書名人賞」 「 小江戸小・ 中学生ビ ブリ オバ
　 ト ル」 等、 生徒が本を 手に取る 機会と なる よ う な取組を 継続し ま す。
・ 図書廃棄を 適切に進める こ と で、 学校図書の蔵書の入れ替えを 計画的に行い魅力あ
　 る 図書館づく り を 進めていき ま す。

指標３

【 項目】
児童一人あ たり の読書冊数

【 説明】
川越市小江戸読書マラ ソ ン 実施状況調査における
実施期間中の平均読書冊数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

担当課評価

重 点 施 策
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 5 .9 — 9 7 .2 9 6 .8 9 6 .6 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
小 0 .7 8 0 .8 8 1 .1 7 1 .6 5 2 .2 7 0 .3 9
中　 3 .6 3 .8 4 .9 5 .6 6 .2 1 .8

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 8 1 .0 — 7 6 .2 7 4 .6 7 3 .5 8 5 .0

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調ですが、 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ている
　 ため、 今後の取組には改善が必要です。
・ 児童生徒のいじ めについての理解を 深める ため、 教育活動全体を 通じ て、 継続
　 的に指導し ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調ではあり ま せん。
・ 近年児童生徒を 取り 巻く 社会環境の変化に加え、 不登校の背景や要因が多岐に
　 渡っ ている ため、 数値が上昇し ている と 考えら れま す。
・ 「 不登校児童生徒支援プラ ン 」 に基づき 、 不登校児童生徒を 受け入れる 環境と 体
　 制が少し ずつ整備さ れていま す。
・ 各学校へ「 校内学習室」 の設置を 推進し 、 不登校や教室に入り づら い児童生徒の
　 教室以外での学校内の居場所と 、 多様な教育機会の確保に努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調ですが、 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ている た
　 め、 今後の取組には改善が必要です。
・ 近年の気候変動によ る 熱中症の危険性から 、 体育科授業を はじ めと する 体育的活
　 動が十分に行えなかっ たこ と や、 令和5年度から 部活動の朝練習を 中止し たこ と
　 によ り 、 児童生徒の運動機会が減少し たと 考えら れま す。
・ 今後も 、 児童生徒がよ り 多く の体育的活動に取り 組める よ う に学校を 支援し ま す。

【 項目】
不登校児童生徒の割合

【 説明】
年間30日以上の欠席（ 病気・ 経済的理由等を 除
く ） の児童生徒の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

％

【 項目】
新体力テス ト の目標値達成児童生徒
の割合

【 説明】
埼玉県が設定する 、 新体力テス ト 指標のＡ 、 Ｂ 、
Ｃ を 達成し た児童生徒の割合（ 小・ 中学校平均
値）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標６

指標７

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

【 項目】
いじ めは、 ど んな理由があ っ ても い
けないと 考える 児童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、 「 い
じ めは、 ど んな理由があ っ ても いけない」 と 回答し た
児童生徒の割合（ 対象： 小学校第6学年・ 中学校第3学
年）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標５
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総合評価

B

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 学校は1つの社会であり 、 指標１ と 指標２ の背後にある 、 学校生活がき ちんと 行え
　 る こ と も 大切だと 考える 。
・ 中学生の読書量については、 本のページ数にも よ る ため、 単に冊数のみを 指標と
　 する こ と は今後改善の必要がある と 考える 。
・ 1冊全部読み切る こ と の他に、 様々な文献に触れる こ と も 必要だと 考えている 。
　 ビ ブリ オバト ルのよ う に、 自分の好き な部分を 語る こ と のでき る よ う な取組も 継
　 続し ていただき たい。
・ 学びの場が多様化し ている 。 同年代と 接する 場と なる 学校だけを 考える のではな
　 く 、 今後は様々な対応を 考える 必要がある 。
・ 不登校である 自分のこ ど も に対し て、 元気に学校に毎日行っ てほし いと 切実に思
　 っ ている 保護者は大勢いる 。 そのよ う な気持ちにも 応える 取組であ っ てほし い。
・ こ ど も たちの居場所づく り も 課題であり 、 校内学習室の設置など は良い取組だと
　 考える 。
・ オンラ イ ン の活用は、 今後、 こ ど も 一人ひと り の興味に合わせたこ ど も の可能性
　 を 広げる 手段と なる と 考える 。
・ 新体力テス ト の実績値について、 コ ロ ナ禍の期間を 踏ま える と 、 目標値を 達成す
　 る 児童生徒の割合が回復する のはさ ら に先だと 考える 。 運動する 機会や時間数そ
　 のも のが減っ ている 中で、 対応の工夫が必要だと 考える 。
・ 不登校については課題が多く ある ため、 し っ かり と 意識し て取り 組んでいただき
　 たい。

施策 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗はおおむね順調であり 、 評価も おおむね良好です。
　 特に、 指標１ の「 自分にはよ いと こ ろ があ る と 考える 児童生徒の割合」 と 、 指標２
の「 「 規律ある 態度」 達成度80％以上の項目数の割合」 については高い実績値と な
り 、 豊かな心と 健やかな体の育成についての取組が順調に進んでいま す。
　 し かし 、 実績値が後戻り し た指標も あり ま す。 指標４ に係る 一人あ たり の読書冊数
については、 学校図書の蔵書の入れ替えを 計画的に行い魅力ある 学校図書館づく り を
進め、 指標６ に係る 不登校児童生徒への対応については、 校内学習室設置を 推進し 、
教室以外での学校内の居場所と 多様な教育機会の確保に努める など 、 引き 続き 、 それ
ぞれの指標の目標達成に向けた取組を 進めま す。
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

施 策 の 内 容
・ 埼玉県学力・ 学習状況調査の質問紙調査及び市で実施し ている 「 規律あ る 態度」 の調査の結
　 果を 分析する と と も に、 毎年度継続し て本人・ 保護者・ 学校が共有・ 活用する こ と で、 学校
　 と 家庭が連携し 、 児童生徒一人ひと り の規律ある 態度の育成に努めま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 学期ご と の生徒指導推進訪問の実施　 56校（ 市立学校全校）
・ 学校の実態に合っ た指導のための担当指導主事によ る 訪問・ 支援　 56校（ 市立学校全校）

現 状 ・ 課 題

・ 調査結果によ る と 「 規律ある 態度」 の調査では、 「 時刻を 守る 」 「 身の回り の整理整頓を
　 する 」 「 ていねいな言葉づかいを 身に付ける 」 「 生活のき ま り を 守る 」 の質問項目は、 ど
　 の学年においても 80％以上の達成率を 示し ていま す。

・ 本市の課題及び重点について、 学校に周知徹底を 図る 必要があ り ま す。

細 施 策 ①道徳教育の充実

施 策 の 内 容

・ 児童生徒の豊かな心を 育成する ため、 道徳科の全体計画及び年間計画に基づき 、 道徳教育
　 推進教師を 中心と し た指導体制を 強化し 、 道徳教育の充実を 図り ま す。
・ 「 考え議論する 道徳」 の授業を 実践する ため、 教員研修を 推進し ま す。
・ 道徳科の授業を 保護者や地域に公開する など 、 家庭・ 地域と 連携し た道徳教育を 推進し ま
　 す。

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 学校指導訪問を 通し た教員への指導　 27回実施
・ 道徳教育研修会や学校指導訪問等を 通し ての指導力の向上
・ 道徳教育研修会の実施( 初任者研修・ 中堅教諭等資質向上研修・ 道徳科授業ス タ ン ダード 研
　 修会） 　 延べ286名参加

現 状 ・ 課 題

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 道徳教育研修会や学校指導訪問等を 通し て、 児童生徒の道徳性を 養い、 道徳的な判断力、 心
　 情、 実践意欲・ 態度を 育てる ための指導力の向上を 図っ ていま す。

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 教員一人ひと り の授業力を さ ら に高める 必要があ り ま す。 特に経験年数の少ない教員の、 道
　 徳教育への理解や指導技術に課題があ り ま す。

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

教育指導課・ 教育センタ ー

担当課

教育指導課

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 教育指導課・ 教育セン タ ー】
・ 道徳教育研修会や学校指導訪問等において、 中心発問の設定の仕方等具体的な授業づく り
　 についての指導を 通し て、 実践的指導力の向上を 図る と と も に、 道徳科における 「 主体的・
　 対話的で深い学び」 の実現を 図り ま す。

細 施 策 ②規律ある 態度の育成の推進

・ 学校だよ り やホーム ページ、 保護者会等の機会を 通し て情報提供や啓発活動を 行い、 学校と
　 家庭が連携し て児童生徒の規律あ る 態度の育成に努めま す。
・ 指導主事等が学校を 訪問し た際には、 本市及び各学校の課題を 把握し 、 その課題に即し た支
　 援を 行いま す。
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

小学校6年生を 対象と し た市
立博物館等での学習の実施校
数（ 校）

32 32

施 策 の 内 容

・ 各教科、 特別の教科道徳、 外国語活動、 総合的な学習の時間、 特別活動を 通し て、 日本及び
　 川越の伝統文化の理解や国際理解教育を 推進し ま す。
・ 児童生徒によ る 地域行事への積極的な参加や市内教育施設の利用を 通し て、 川越の歴史、 人
　 物等の魅力を 体感する 活動を 推進し ま す。
・ 文化ス ポーツ 部主催の「 子ど も 文化芸術体験事業」 の活用や市立美術館と の連携事業を 通し
　 て、 児童生徒の文化芸術体験の充実を 図り ま す。

成 果 実 績

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 日本及び川越の伝統文化への理解や国際理解教育の更なる 推進を 図り ま す。
・ 授業実践や研修を 通し 、 好事例を 全市立学校で共有する など し て、 川越市ふる さ と 学習
　 の推進を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 市立博物館及び美術館における 学習の実施　 32校（ 市立小学校全校）
　 ※小学校3、 6年生で実施

現 状 ・ 課 題

・ 本市の歴史や文化等に係る 充実し た学びが進んでいま す。

・ 博物館・ 美術館学習に向けた事前学習及び事後学習の充実が課題です。
・ 各学校の実態にあ っ た伝統や文化に関する 教育の実践を 行う 必要があり ま す。

32

細 施 策 ③伝統や文化に関する 教育の充実
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 読書活動を 通し て児童生徒が言語を 学び、 表現力を 高め、 感性を 磨き 、 想像力を 豊かなも の
　 にし ていく 過程で、 豊かな情操を 育成し ま す。
・ 保護者に対し て、 読書活動に関する 情報提供を 行い、 家庭における 読書習慣の重要性につい
　 て共通理解を 図り ま す。
・ 引き 続き 、 小江戸読書マラ ソ ン や、 小江戸中学生読書手帳によ り 、 読書活動を 推進し ま す。
・ 図書や図書館への興味・ 関心を 持たせる ため、 市立図書館職員の学級訪問を 通じ て、 読書活
　 動の推進に努めま す。
・ 小・ 中学生に薦めたい図書のリ ーフ レ ッ ト を 作成し 、 児童生徒が読書に親し む環境の充実に
　 努めま す。
・ 市立小学校・ 中学校・ 特別支援学校に学校司書を 配置し 、 学校図書館の充実を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 中央図書館】
・ 令和5年3月「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 策定
・ 小学校3年生に対し 、 学級訪問及び学級招待を 実施（ 小学校32校、 92学級、 2, 829名参加）
・ 小学校1年生に対し 、 学級訪問を 実施（ 10校、 30学級、 875名参加）
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト 配布　 小学生用　 4回、 中学生用　 1回
【 教育指導課】
・ 小江戸読書マラ ソ ン の配布　 小学校児童
・ 小江戸中学生読書手帳の配布　 中学校生徒
・ 読書啓発リ ーフ レ ッ ト の作成・ 配布　 小学校新1年生保護者
・ 小江戸読書名人賞　 1, 889名受賞
・ 読書紹介文コ ン ク ールの実施　 190作品提出
・ 小江戸小・ 中学生ビ ブリ オバト ルの開催
・ 学校司書配置によ る 学校図書館の充実　 54校配置（ 市立小中学校全校）

現 状 ・ 課 題

【 中央図書館】
・ 学級訪問及び学級招待を 実施し 、 読書活動の推進を 図っ ていま す。
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト を 配布し 、 周知を 行っ ていま す。
【 教育指導課】
・ 読書マラ ソ ン や読書手帳の取組、 読書紹介文コ ン ク ールやビ ブリ オバト ルを 実施し 、 読書活
　 動の推進が図れていま す。

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、 学級訪問及び学級招待の他、 こ ど も が
　 本に親し むための機会を 幅広く 提供する 必要があ り ま す。
【 教育指導課】
・ 質問調査の「 読書が好き ですか」 の問いで、 全国平均よ り 小学校は若干ではあ る が低い結果
　 と なっ ており 、 さ ら に楽し く 読書に親し める 環境の充実を 図っ ていく こ と が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

細 施 策 ④読書活動の充実

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

中央図書館・ 教育指導課

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づく こ ど も の読書活動を 推進する ため、 他機
　 関と の連携を 図る と と も に、 引き 続き 学級訪問及び学級招待を 実施し ま す。
【 教育指導課】
・ 小江戸読書名人賞、 読書紹介文コ ン ク ール、 小江戸小・ 中学生ビ ブリ オバト ルを 引き 続き 実
　 施し 、 児童生徒が読書に親し む環境のよ り 一層の充実を 図り ま す。

その他の関連指標：指標４
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

施 策 の 内 容
・ 校外の自然体験や農業体験を 通し て、 学校における 体験学習活動の充実を 図り ま す。
・ 市立小・ 中学校児童生徒を 対象に、 福祉体験、 異文化体験、 農業園芸体験等、 地域や学校の
　 実態に応じ た特色ある 教育活動を 創造し 、 実施し ま す。

成 果 実 績

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 実施校　 小学校： 32校   中学校： 22校

現 状 ・ 課 題

・ 学校の実態に応じ て、 驚き や感動を 体験でき る 特色ある 教育活動を 実施し ま し た。

・ 小・ 中学校の連携や、 地域人材の活用など 地域に根ざし た学校づく り の推進が必要です。

現 状 ・ 課 題

施 策 の 内 容

・ 「 川越市いじ め防止等のための基本的な 方針」 に沿っ て 、 いじ めの未然防止、 早期発見、 早期対
　 応する と と も に、 学校の「 学校いじ め対策委員会」 の機能を 充実さ せ、 いじ めの積極的な認知、
　 組織的な対応の徹底を 図り ま す。
・ Ｓ Ｎ Ｓ 等を 通し て発生する いじ めの防止対策、 学校指導体制や相談体制の整備、 いじ め相談窓口
　 の周知に努めま す。
・ 児童生徒が自ら いじ め問題について考え 、 いじ め問題に正面から 向き 合い、 「 いじ めは絶対に許
　 さ な い」 と いう 雰囲気を 学校全体に醸成でき る よ う に努めま す。
・ 児童生徒一人ひと り の自分に自信を 持つ自己肯定感や自分は役に立っ ている と いう 自己有用感を
　 育み、 学級、 学年への所属感が高ま る よ う な学校経営に努め、 いじ め防止を 推進し ま す。
・ 定期的にア ン ケ ート 調査や教育相談等を 実施する こ と によ り 、 児童生徒及び保護者が日頃から い
　 じ めを 訴え やすい機会や場を 作り ま す。
・ 教職員の生徒指導力の向上、 いじ め問題対応等の資質能力の向上を 推進する と と も に、 専門性を
　 生かし た関係職員・ 機関と の連携や調整を 積極的に推進し ま す。
・ 児童生徒の代表がいじ めの未然防止等について話し 合う 、 川越市小・ 中学校児童生徒連絡協議会
　 等を 活用し 、 いじ めの未然防止に自発的に取り 組む児童生徒の育成に努めま す。

細 施 策 ①いじ め防止対策の推進

細 施 策 ⑤体験活動の充実

令和4年度 令和5年度

課 題 解 決 の
た め の 取 組

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 生徒指導推進訪問や各種研修会を 通し て学校の生徒指導上の諸課題を 共有し 、 いじ めの認
　 知・ 認定、 初期対応の徹底や早期解決、 解消に向けて指導助言し ていき ま す。
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会で作成し た授業用ツ ールを 、 年度当初等に活用し ま
　 す。

(1 )豊かな心を 育む教育の推進
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度

・ 福祉体験、 異文化体験、 農業園芸体験等、 地域や学校の実態に応じ 、 地域人材の活用も 含め
　 た特色あ る 教育活動と なる よ う 工夫し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

体験活動実施校数（ 校）
小学校： 11
中学校：  9

小学校： 19
中学校： 16

小学校： 32
中学校： 22

(2 )生徒指導の充実
担当課

教育指導課

・ 児童生徒の命に関わる 深刻化、 重篤化する いじ め事案は発生し ていま せん。
・ いじ めの認知件数は小・ 中学校と も に増加し ていま す。 軽微な事案も 積極的にいじ めと 捉え
　 て対応し ている 結果と 認識し ていま す。

・ 児童生徒について、 いじ めに対する 理解を 深める 必要があり ま す。

・ 生徒指導推進訪問　 毎学期訪問（ 56校×3回）
・ 「 いじ めアン ケート 」 の実施　 2回
・ 川越市いじ め問題対策委員会の開催（ 第三者によ る 川越市のいじ め対応等への指導助言）
　 3回
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会の開催（ いじ め未然防止のための授業用ツ ール作成）
　 5回
・ 「 ス ト ッ プいじ め」 リ ーフ レ ッ ト の配布　 56校（ 市立学校全校）
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標６

現状

課題

関連指標

指標６

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ さ わやか相談員配置 22校( 市立中学校全校)
・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカー配置 7名（ 拠点型配置（ 学校） 5名、 派遣型配置2名）
・ 教育セン タ ー第一分室（ リ ベーラ ） 臨床心理士配置 1名
・ 教育支援室（ つばさ 教室） での指導・ 支援を 受けた生徒 9名
・ 教育支援室（ 小学生学習支援室） での指導・ 支援を 受けた児童 8名
・ 学生によ る 不登校児童生徒支援事業　 17名の学生が延べ148回活動
・ 川越市いじ め・ 不登校対策検討委員会によ る 「 校内教育支援セン タ ー（ 校内学習室） 活
　 用事例集」 を 作成

現 状 ・ 課 題

・ 不登校児童生徒数は年々増加傾向にあ り ま す。
　 （ 小学校R4 290名→R5 389名、 中学校R4 491名→R5 546名）
・ コ ロ ナ禍で事業を 中止し ていた「 学生によ る 不登校児童生徒支援事業」 を 再開し ま し た。
・ 校内学習室については、 小学校が32校中26校、 中学校が22校中20校で設置し ま し た。
・ 市立学校全校56校中50校が、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ーを 活用し ま し た。

・ 校内学習室を 全校に設置する と と も に、 活動内容を さ ら に充実さ せる 必要があ り ま す。
・ 増え続ける 不登校児童生徒の居場所づく り と 学びの機会の確保が急務です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 校内学習室を 各校訪問し て取組内容を 把握し 、 効果的な取組について指導助言を 行いま す。
・ 家庭、 校内学習室、 教育支援室等において一人一台端末を 活用し 、 オン ラ イ ン で授業を 受け
　 たり 、 所属する ク ラ ス と のつながり を 作っ たり する こ と ができ る よ う にし ま す。

施 策 の 内 容

・ 小・ 中学校における 不登校問題の解消に向けて、 「 いき いき 登校サポート プラ ン 」 を 推
　 進し 、 学校、 家庭、 多様な立場の専門家、 地域が連携し 、 一体と なっ た取組を 進めま す。
・ いじ め・ 不登校対策検討委員会において、 協議内容や成果物を 基に不登校問題の未然防止
　 や早期発見・ 早期対応に向け、 具体的な取組を 推進し ま す。
・ 学校・ 家庭及び福祉関連機関と の連携や、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用など によ り 、 不登校や不登校傾向
　 にあ る 児童生徒の支援の充実を 図り ま す。
・ 臨床心理士やス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー等の専門家を 活用し た相談体制の充実を 図る こ
　 と で、 不登校児童生徒や保護者を 支援し 、 不登校解消を 目指し ま す。
※「 いき いき 登校サポート プラ ン 」 については、 令和4年度から 「 不登校児童生徒支援プ
　 ラ ン 」 に名称を 変更し ていま す。

細 施 策 ②不登校対策の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ さ わやか相談員によ る 年間の相談件数 13, 502件（ 解決し た件数の割合 68. 6％）
・ 面接相談、 電話相談、 いじ め相談直通電話、 いじ め相談電子窓口の相談延べ件数 3, 334件
・ 臨床心理士によ る 相談延べ件数 187件

細 施 策 ③教育相談の充実

施 策 の 内 容

・ 全市立中学校配置のさ わやか相談員の資質向上を 図る と と も に、 特色あ る さ わやか相談室づ
　 く り を 推進し 、 不安や悩みを 持つ児童生徒が相談し やすい教育相談体制を 推進し ま す。
・ ス ク ールカ ウ ン セラ ーや教育セン タ ー第一分室（ リ ベーラ ） の臨床心理士など 、 専門的知識
　 を 有する 人材を 活用し た教育相談体制の充実及び教職員研修会や保護者向けセミ ナー等での
　 活用の周知を 図る と と も に、 リ ベーラ 、 教育セン タ ー第二分室の他、 教育セン タ ーや川越市
　 民サービ ス ス テーショ ン を 活用し 、 幅広く 、 児童生徒、 保護者、 学校に寄り 添う 教育相談を
　 行いま す。

現 状 ・ 課 題

・ さ わやか相談員が、 いじ め・ 不登校・ 友人関係・ 心身の悩み等、 多様な相談に応じ ま し た。
・ 市内全域から の相談者を 受け入れやすく する ため、 教育相談支援員によ る 面接相談を 、 教育
　 セン タ ー第一分室（ リ ベーラ ） の他に、 川越市民サービ ス ス テーショ ン （ 月曜日） 、 教育セ
　 ン タ ー第二分室（ 水曜日） 、 教育セン タ ー（ 木曜日） で開設し ていま す。

・ 中学校における さ わやか相談員の活用は周知さ れていま すが、 小学校でのさ わやか相談員の
　 活用については、 学校によ っ て差があ り ま す。
・ 相談内容が多様化・ 複雑化し 、 緊急性の高い相談や学校と の連携が必要な相談が増えていま
　 す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教育相談に係る 研修での情報提供を 通し て、 小学校支援を 含めたさ わやか相談室及びさ わや
　 か相談員の活用を 図り ま す。
・ 緊急性が高い相談については、 引き 続き 臨床心理士が即時対応でき る よ う にし ま す。 ま た、
　 教育相談支援員等が臨床心理士から ス ーパーバイ ズを 受ける こ と で、 専門性を 要する 相談に
　 対応でき る よ う にし ま す。

(2 )生徒指導の充実
担当課

教育センタ ー

担当課

教育センタ ー
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 薬物乱用についての児童生徒の知識理解が進んでいま す。
・ 学校における 感染症対策に関し て、 各学校へ適宜適切な情報発信を 行っ ていま す。

・ 性に関する 指導、 薬物乱用防止教室についての保護者の積極的な参加と 家庭や地域へのさ ら
　 なる 啓発が必要です。
・ 女子ト イ レ に設置し た生理用品を 児童生徒が正し く 使用でき る よ う に、 各学校における 保健
　 指導を 引き 続き 継続し ていく 必要があ り ま す。
・ 感染症対策についての対応と 基本的な対策の継続を 図る 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 性に関する 教育や薬物乱用防止教室について学校だよ り やホ ーム ページ等の活用によ り 家庭
　 や地域への啓発を 充実さ せま す。
・ 女子ト イ レ に設置し た生理用品を 児童生徒が正し く 使用でき る よ う に、 各学校における 保健
　 指導を 引き 続き 継続し ていき ま す。
・ 感染症発生時及び日頃の基本的な感染症対策について、 児童生徒の実態に応じ て対応でき る
　 よ う 指導を 行いま す。

細 施 策 ①学校保健活動の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 関係機関と の食物アレ ルギー・ ア ナフ ィ ラ キシー対応に係る 情報共有と 各学校への通知
　 （ 通年）
・ 発達段階に応じ た薬物乱用防止教室の実施　 1回　 56校（ 市立学校全校）
・ 生理用品を 女子ト イ レ に一定期間設置し 現状を 把握する ための取組　 56校（ 市立学校全校）
・ 学校に対する 適切な換気やマス ク の着脱についての指導　 56校（ 市立学校全校）

(3 )健康の保持増進と 体力向上の推進
担当課

教育指導課

施 策 の 内 容

・ 食物アレ ルギー・ アナフ ィ ラ キシー対応については、 教職員研修の実施や関係機関と の連携
　 によ り 学校における 対応の充実を 図り ま す。
・ 発達段階に応じ た性に関する 教育及び指導、 最新の情報を 取り 入れた薬物乱用防止教育の保
　 健教育を 推進し ま す。
・ 基本的な感染症対策を 継続する と と も に、 児童生徒及び教職員の感染症に対する 意識が低下
　 し ないよ う 指導徹底し 、 学校における 感染及び感染拡大のリ ス ク を 低減し 、 児童生徒の健康
　 の保持増進と 健やかな学びの確保に努めま す。
・ 学校における 感染症対策に関し て、 家庭・ 地域に適宜適切な情報発信を 行い、 理解・ 協力を
　 得て、 学校教育活動を 柔軟かつ効果的に推進し ま す。

薬物乱用防止教室の実施校数
56校

（ 市立学校全校）
56校

（ 市立学校全校）
56校

（ 市立学校全校）

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

細 施 策 ③食育の推進

施 策 の 内 容

・ 児童生徒が、 食に関し て正し い知識と 望ま し い食習慣を 身に付け、 生涯にわたっ て健康に生
　 き る ための力を 育むこ と を 目的と し た食育を 進めま す。
・ 研修会等を 実施し 、 各学校の食育推進リ ーダーを 育成し ま す。
・ 食に関する 指導を 推進する ため、 栄養教諭や各学校の食育推進リ ーダーを 中心と し た指導体
　 制の整備を 推進し 、 学校・ 家庭・ 地域への啓発や情報提供など の充実を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 教育指導課】
・ 小学校低学年では学級活動、 小学校高学年およ び中学校では家庭科の時間を 中心と し た、
　 食育指導の実施
・ 栄養教諭によ る 食に関する 指導の実施回数： 76回
【 学校給食課】
・ 「 食に関する 指導」 の実施 32校（ 市立小学校全校） 　 対象 小学校2年生　 延べ5, 344名
・ 学校から の依頼によ る 各授業への給食指導（ 道徳や家庭科など ） の実施　 165回　 15, 761名

細 施 策 ②「 いのちの教育」 の推進

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ がん教育における 川越市で作成し たリ ーフ レ ッ ト の配付（ 市立小学校6年生、 市立中学校2年
　 生） 及び、 それを 活用し た各学校での指導の実施
・ 性に関する 指導における 学習指導要領に基づく 指導の実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 性に関する 指導における 市内関係機関の講師を 活用し た指導の実施 ( 市立中学校20校）
・ 市内関係機関と 連携し た救命教育における 指導の実施（ 市立小学校11校　 市立中学校4校）

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ がん教育や救命教育、 胸骨圧迫及びＡ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法の指導について、 外部指導
　 者等と 連携を 図り 、 児童生徒の実態に応じ た授業改善を 行いま す。
・ 引き 続き 、 性に関する 指導について、 市内関係機関と 連携し たり 、 体力向上推進委員会にお
　 いてよ り 効果的な指導方法を 研究し たり する こ と で、 指導を 充実さ せま す。

現 状 ・ 課 題

・ 社会科や家庭科、 体育科、 特別活動等、 教育課程に位置付けた計画的な「 食に関する 指導」
　 を 市立小学校全校で実施し ていま す。

・ 研修会等の機会を 捉えて、 食に関する 指導の重要性を 高めていく こ と が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 教育指導課】
・ 掲示物や配布物を 活用し 、 家庭・ 地域への啓発や情報提供を 行いま す。
【 学校給食課】
・ 今後も 、 市内全小学校2年生を 対象に「 食の大切さ 」 を 伝える 授業を 実施し ま す。

教育指導課・ 学校給食課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

食に関する 指導を 実施し た小
学校数（ 校）

32 32 32

施 策 の 内 容

・ 全教育活動を 通し て命の大切さ に関する 指導を 行い、 自他の生命を 尊重でき る 児童生徒を 育
　 成し ま す。
・ がんについての正し い理解と 、 健康と 命の大切さ について主体的に考える こ と ができ る 児童
　 生徒を 育成し ま す。
・ 救急救命に関する 知識や、 胸骨圧迫、 Ａ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法が実践でき る 児童生徒を
　 育成し ま す。
・ 市内関係機関と 連携し 、 各学校で性に対する 正し い知識を 理解さ せ、 全ての児童生徒が互い
　 に理解・ 尊重でき 、 命を 大切にする 指導に取り 組んでいき ま す。

(3 )健康の保持増進と 体力向上の推進
担当課

教育指導課

担当課

・ がん教育や救命教育、 胸骨圧迫及びＡ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法の指導等によ り 、 児童生徒
　 の知識理解が進んでいま す。
・ 性に関する 内容についての児童生徒の知識理解が進んでいま す。

・ がん教育や救命教育、 胸骨圧迫及びＡ Ｅ Ｄ 使用など の心肺蘇生法の指導等における 効果的な
　 外部講師の活用と 各学校の実態に応じ た授業改善が必要です。
・ 性に関する 指導については、 児童生徒の発達段階を 踏ま える こ と 、 保護者の理解を 得る こ
　 と 、 各教科における 指導と 個別指導の連携を 密にし て指導する こ と に配慮し 、 学校教育全体
　 を 通じ て、 引き 続き 指導を 充実さ せる 必要があり ま す。
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【 施策】 　 ２ 　 豊かな心と 健やかな体の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標７

現状

課題

細 施 策 ④体力向上の推進

現 状 ・ 課 題

・ 体育科授業を はじ めと する 体育的活動に取り 組みま し た。

・ 新体力テス ト 指標のＡ 、 Ｂ 、 Ｃ を 達成し た児童生徒の割合が小学校で72. 5％（ 令和4年
　 度比＋1. 4ポイ ン ト ) と なり 回復傾向にあ っ たが、 中学校で74. 4％( 令和4年度比-3. 7ポイ
　 ン ト ) と なり 、 体力の低下傾向が見ら れま す。
・ 思い切り 運動ができ る よ う になり 、 ｢運動が好き ｣と 回答する 児童生徒が増えま し たが、
　 コ ロ ナ禍によ り 制限のかかる 活動が3年間続いたため体力は低下傾向にあり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ ト ッ プアス リ ート ふれあ い事業を 実施し 、 運動好き な児童の育成を 図り ま す。
・ 新体力テス ト の実施、 結果の分析、 情報提供を 行い、 各学校の体力課題の解決が図れる よ
　 う にし ま す。
・ 児童生徒体力向上推進委員会において、 効果的な指導方法の研究を 行い、 児童生徒が主体
　 的に運動でき る 授業の推進を 図り ま す。

(3 )健康の保持増進と 体力向上の推進
担当課

教育指導課

施 策 の 内 容

・ 新体力テス ト の結果を 小学校段階から 毎年度継続し て本人・ 保護者・ 学校が共有し 、 活用す
　 る こ と で、 児童生徒一人ひと り の成長を 支え、 一人ひと り の体力を 確実に伸ばす教育を 推進
　 し ま す。
・ 児童生徒体力向上推進委員会を 中心と し て授業研究会を 行う と と も に、 市立小・ 中学校にお
　 ける 体力アッ プ運動を 推進し ま す。
・ 近隣大学と の連携によ る 「 ト ッ プアス リ ート ふれあ い事業」 等の実施を 通し て、 児童生徒の
　 運動への関心を 高め、 運動好き な児童の育成を 図り ま す。
・ 生徒の豊かな人間性を 育み、 体力向上にも 資する よ う 「 川越市立中学校の部活動の在り 方に
　 関する 方針」 等を 基に、 部活動を 実施し ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 新体力テス ト を 実施　 55校（ 市立小中学校全校、 市立高等学校）
・ 児童生徒体力向上推進委員会実施（ 体育活動部2回、 保健安全部2回、 全体会1回）
・ 運動部活動の大会の開催
　 （ 主な大会　 通信陸上大会、 学校総合体育大会、 新人体育大会）
・ ト ッ プアス リ ート ふれあ い事業　 6校
　 （ 中央小、 今成小、 芳野小、 高階北小、 寺尾小、 名細小）
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 7 7 .6 — 7 5 .1 7 5 .4 7 5 .0 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 4 .3 — 9 4 .4 9 5 .4 9 5 .7 1 0 0

施策 ３ 　 自立する 力の育成

【 項目】
将来の夢や目標はある と 回答し た児
童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、 「 将
来の夢や目標はある 」 と 回答し た児童生徒の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
人の役に立つ人間になり たいと 思う
児童生徒の割合

【 説明】
全国学力・ 学習状況調査　 質問紙調査において、 「 人
の役に立つ人間になり たいと 思う 」 と 回答し た児童生
徒の割合

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】
教育指導課

・ 進捗はおおむね順調ですが令和5年度の実績値が令和4年度よ り も 減少し ている た
　 め、 今後の取組には改善が必要です。
・ 社会体験やキャ リ ア教育講演会等を 通じ て、 引き 続き 、 進路指導・ キャ リ ア教育
　 の推進に取り 組んでいき ま す。

指標１

評価理由

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 児童生徒が、 社会体験やキャ リ ア教育講演会等を 通じ て、 様々な職業について学
　 ぶと と も に、 人の役に立つこ と の喜びを 感受でき る よ う にし ていき ま す。
・ 引き 続き 、 児童生徒が主体的に目的意識を も っ て進路選択を行う こ と ができ る よ
　 う 、 特別活動（ 進路指導・ キャ リ ア教育含む） 研修会を 通し て教職員の指導力を
　 高めていき ま す。

指標２
実　 　 績　 　 値

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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総合評価

Ｂ

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 主権者教育については、 現在の取組だけでは足り ないと 感じ ている 。
　 ど こ ま でやる のか、 何ができ る のかと いう 問題はある が、 民主主義社会に生き る
　 者と し て、 政治に係る 教育は必要である と 考えている 。
・ キャ リ アパス ポート に、 夢だけでなく 自分の強み等も 記入でき る 欄を 設けてはど
　 う か。 記入し やすい内容が増える こ と で、 パス ポート がよ り 身近になり 、 ま た、
　 道徳の授業等の他の教育にも 活用し やすく なる のではないか。
・ 義務教育後のこ ど も たちについて、 関心が薄く なっ てし ま う 。
　 教育委員会を 超える 範囲である こ と は承知し ている が、 こ ど も たちの義務教育後
　 の状況にも 関心を 持っ て対応を 考えていただき たい。
・ 環境教育について、 近年Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 等、 環境への取組も 変化し てき ている ため、 教
　 職員の研修で好事例を 発表さ せる 等の取組を 実施する こ と で、 今後も エコ チャ レ
　 ン ジス ク ールの活動を 広げていただき たい。

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗はおおむね順調であり 、 評価も おおむね良好です。
　 特に、 指標２ の「 人の役に立つ人間になり たいと 思う 児童生徒の割合」 について
は、 高い実績値を 保っ ており 、 児童生徒が人の役に立つこ と の喜びを 感受でき る よ う
にする ための取組が順調に進んでいま す。
　 し かし 、 指標１ の「 将来の夢や目標はある と 回答し た児童生徒の割合」 については
実績値が減少し ま し た。 引き 続き 、 社会体験やキャ リ ア教育、 講演会等を 通じ て、 自
立する 力の育成のための取組を 進めま す。
　 ま た、 施策の柱のう ち、 主権者教育、 環境教育、 消費者教育についても 、 児童生徒
が現代的な社会問題に意欲的に関わっ ていける よ う に、 総合的な学習の時間を 活用す
る など し て教科横断的に取り 組みま す。

施策 ３ 　 自立する 力の育成
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【 施策】 　 ３ 　 自立する 力の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

細 施 策 ②小学校・ 中学校・ 高等学校の系統的なキャ リ ア教育の充実

施 策 の 内 容

・ 児童生徒が主体的に、 目的意識を 持っ て自分の進路選択ができ る よ う 、 発達段階に応じ た進
　 路指導・ キャ リ ア教育の充実に努めま す。
・ 児童生徒が自分自身のキャ リ ア発達を 継続的に記録し 、 「 キ ャ リ ア・ パス ポート 」 を 作成、
　 蓄積する こ と で、 見通し と 振り 返り を 行う こ と ができ る 機会の充実を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 「 キ ャ リ ア・ パス ポート 」 を 作成　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 中学卒業後、 進学先の高等学校と 「 キャ リ ア・ パス ポート 」 を 共有し 系統的なキャ リ ア教育
　 を 実施　 22校（ 市立中学校全校）
・ 小・ 中学校教職員を 対象にし た進路指導・ キャ リ ア教育研修会を 1回実施

施 策 の 内 容
・ 川越市中学生社会体験事業を 実施し 、 地域の事業所等での体験活動を 通し て勤労観や職業観
　 を 養う 機会の充実を 図り ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 社会体験事業を 令和元年度以来、 4年ぶり に再開　 20校実施

現 状 ・ 課 題

・ 生徒は、 社会（ 職場） 体験を する こ と で、 学校ではでき ない経験を 積み、 社会で働く こ と
　 の厳し さ や成し 遂げたと き の喜びを 味わっ ていま し た。 ま た、 勤労観・ 職業観について学
　 ぶこ と ができ ていま す。

・ 事業の実施時期と 生徒の希望にあっ た事業所の確保のために、 各学校の状況について情報共
　 有し ていく 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 進路・ キャ リ ア教育を 充実する ために、 令和6年度も 社会体験事業を 実施し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 各学校において発達段階に応じ た進路指導・ キャ リ ア教育を 実施し 、 「 キャ リ ア・ パス ポー
　 ト 」 の作成及び蓄積を 行い、 校種間における 系統的な接続を 行う こ と ができ ていま す。

・ 「 キ ャ リ ア・ パス ポート 」 を よ り 活用でき る 方法の研究が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 「 キ ャ リ ア・ パス ポート 」 を 一助と し て、 児童生徒が見通し を も っ て自分の進路選択に向け
　 て、 校種間や学年間での取組の共通理解を 充実さ せる よ う 校長会等で周知を 図り ま す。

担当課

教育指導課

(1 )進路指導・ キャ リ ア教育の充実
担当課

教育指導課
細 施 策 ①地域・ 関係機関と 連携し た社会体験活動の充実
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【 施策】 　 ３ 　 自立する 力の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

・ 将来、 社会に関心を 持ち、 よ り よ い社会の在り 方を 主体的に考え判断し 、 社会の中で協調、
　 自立でき る 児童生徒を 育成する ため、 主権者と し ての自覚を 培う 教育の推進を 図り ま す。
・ 児童生徒が社会で起き ている 事柄に興味・ 関心を 持ち、 社会の形成に参画する 基礎を 培う た
　 め、 現実の具体的な事象を 模擬的に取り 上げたり 、 議論を 通し て多面的・ 多角的に考えさ せ
　 たり でき る よ う 、 児童生徒の発達の段階に応じ た取組の充実を 図り ま す。
・ 児童生徒に税の意義や役割を 正し く 理解さ せる ために、 地域や関係機関等と 連携し 、 租税に
　 関する 教育に取り 組んでいき ま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 学習指導要領に示さ れた指導内容に基づき 、 社会科、 技術・ 家庭科、 道徳、 特別活動、 総合
　 的な学習の時間を 中心に各学校で指導　 54校（ 市立小中学校全校）
・ 川越税務署と の連携によ る 租税教室の実施
　 （ 小学校： 32校　 中学校： 17校　 特別支援学校： 1校）

現 状 ・ 課 題

・ 各学校において、 学習指導要領に示さ れた指導内容を 各教科・ 領域で指導する こ と で、 主権
  者教育を 実施し ていま す。 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と で、 実施
　 校数が大幅に改善し ま し た。

・ 児童生徒に税の意義や役割を 正し く 理解さ せる ために、 地域や関係機関等と 連携し た主権者
  教育の実施を 進める こ と が必要です。 中学校での実施校増を 進めま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 環境教育研修会 1回
・ エコ チャ レ ン ジス ク ール認定校数 56校（ 市立学校全校）

現 状 ・ 課 題

・ 児童生徒が環境問題解決のため主体的に活動でき る よ う 「 市制施行100周年記念事業川越こ ど
　 も 環境宣言2022」 の趣旨を 踏ま えた研修を 実施し ま し た。
・ 包括連携協定を 締結し た武州ガス ・ 東京ガス によ る 学校への出前授業等で、 環境教育を 推進
　 し ていま す。
・ エコ チャ レ ン ジス ク ール認定事業において、 全市立学校を 3グループに分け、 1年目に実施計
　 画を 立案し 実施、 2年目は実施状況を 環境政策課と 訪問し 認定、 3年目は3年間の取組のま と
　 めを 行っ ていま す。
・ エコ チャ レ ン ジス ク ール認定事業において、 優良な取組を 行っ ている 学校の報告を 研修会等
  を 通し て広めていま す。
・ 毎年1年目の該当校に環境教育研修会を 実施し ていま す。

・ 児童生徒が主体と なっ て、 進んでエコ チャ レ ン ジス ク ール認定事業に取り 組める 工夫が必要
　 です。
・ 各校の取組内容が形骸化し てき ていま す。
・ 各校のよ い取組を 共有する こ と が必要です。
・ エコ チャ レ ン ジス ク ール認定事業を き っ かけにし て、 各校の各教科等を 通じ た横断的・ 総合
　 的な環境教育を さ ら に充実さ せていく 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ エコ チャ レ ン ジス ク ール認定事業において、 令和6年度よ り 各グループのGoogl e Cl assr oom
　 を 作成し 、 3年間1サイ ク ルで運用し ま す。
・ Googl e Cl assr oomを 活用し 、 各校の取組を 共有する と と も に、 環境に関する 最新の情報を
　 教育セン タ ーと 環境政策課よ り 各校に提供し ま す。
・ 児童生徒が環境問題解決のため主体的に活動でき る よ う に改訂し たエコ チャ レ ンジス ク ール
　 認定事業の実施要綱及びマニュ アルを 各校に周知し ま す。
・ 包括連携協定を 締結し た武州ガス ・ 東京ガス によ る 学校への出前授業等で、 環境教育を 推進
　 し ま す。
・ エコ チャ レ ン ジス ク ール認定事業に係る 訪問審査において、 教科横断的・ 総合的な環境教育
　 について指導助言を 行いま す。

成 果 実 績

細 施 策 ②環境教育の推進

施 策 の 内 容

・ 未来の環境の保全・ 創造を 担う 児童生徒を 育成する ため、 発達段階に応じ て関係機関や地域
　 と 連携し た体験活動の充実を 図る こ と で環境教育を 推進し ま す。
・ 環境マネジメ ン ト シス テム の考え方を 取り 入れ、 環境にやさ し い学校づく り に全員で創意工
　 夫し ながら 取り 組む川越市エコ チャ レ ン ジス ク ール認定制度を 推進し ま す。

エコ チャ レ ンジス ク ール認定
校数（ 校）

56 56 56

担当課

教育セン タ ー

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

・ 市内の優れた指導事例等を 共有する こ と で、 効果的な指導実践を 広めていき ま す。
・ 関係機関等と 連携し ながら 主権者教育及び租税に関する 教育の啓発を 進めま す。

細 施 策 ①主権者教育の推進

施 策 の 内 容

(2 )主体的に社会の形成に参画する 力の育成
担当課

教育指導課
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【 施策】 　 ３ 　 自立する 力の育成
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 消費者被害が低年齢化し ている こ と から 、 児童生徒が、 自立し た消費者と し て適切な対応を
　 取る こ と ができ る よ う 、 発達段階に応じ た消費者教育の充実を 図り ま す。
・ 川越税務署や民間企業等、 関係機関と 連携し ながら 主権者教育及び租税に関する 教育の啓
　 発を 進めま す。

令和５ 年度の
主 な 実 績

・ 消費者教育に関連する 教育活動
　 小学校： 3～5年生の社会科、 5、 6年生の家庭科、 道徳　 32校（ 市立小学校全校）
　 中学校： 社会科（ 公民的分野） 、 技術・ 家庭科（ 家庭分野） 、 道徳 22校（ 市立中学校全校）
・ 川越税務署と の連携によ る 租税教室の実施
　 （ 小学校： 32校　 中学校： 17校　 特別支援学校： 1校）

現 状 ・ 課 題

・ 学習指導要領に基づいて、 主に社会科、 家庭科等の教科において、 将来、 自立し た消費者と
　 し て安心安全な消費生活を 営める 児童生徒の育成に努めていま す。 市立小学校の租税教室開
　 催希望は100％と なっ ていま す。

・ 学習指導要領に基づき 、 自立し た消費者と し て、 児童生徒の身近な消費生活における 課題を
　 解決する 力を 養っ ていく こ と が必要です。
・ 租税に関する 教育を 、 地域や関係機関等と 連携し 進めていき ま す。

担当課

教育指導課

(2 )主体的に社会の形成に参画する 力の育成

細 施 策 ③消費者教育の推進

施 策 の 内 容
・ 消費生活に関する 知識を 習得し 、 将来、 適切な意思決定や消費行動ができ る 自立し た消費者
　 と し て、 安心し て安全な消費生活を 営める よ う 、 発達段階に応じ 、 教科や特別活動等あら ゆ
　 る 学校活動を 通し て消費者教育の推進を 図り ま す。
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 1 .1 6 9 .0 7 7 .8 8 3 .3 8 8 .9 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 4 .8 8 1 .2 7 5 .9 8 0 .8 7 3 .1 7 5

施策 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進

【 項目】
特別支援学級設置率

【 説明】
市立小・ 中学校の特別支援学級設置率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
特別支援教育に係る 教職員研修達成
度

【 説明】
特別支援教育に係る 管理職等研修会を はじ め、 特
別支援教育に係る 7講座の達成度の平均（ 5段階評
価）

指標１

指標２

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 「 川越市特別支援教育の推進に関する 計画」 に基づき 、 計画的に特別支援学級を 設
　 置し ていま す。
・ 令和6年度から 、 小学校は特別支援学級が全校設置と なり ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗は順調ですが令和5年度の実績値が令和4年度よ り も 減少し ている ため、 今後の
　 取組には改善が必要です。
・ 各学校の諸課題を 明確にする こ と によ り 、 諸課題に対し 計画的・ 意図的な対応が図
　 れま し た。
・ 「 授業規律」 に関し ては全ての配置校において「 向上し た」 と 回答があり ま し た。
・ 学校においては、 教員数が増えたこ と によ り 、 児童生徒・ 保護者への丁寧な対応が
　 図れま し た。 今後も 計画的な配置を 進める と と も に、 臨時講師の効果的な活用や指
　 導力向上について支援し ていき ま す。

指標３

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗は順調です。
・ 効率的・ 効果的に研修を 実施する ため、 研修内容に応じ て、 対面・ 集合型研修の
　 他、 オン ラ イ ン 研修( 同時双方向型・ オン デマン ド 型) を 実施し ま し た。
・ 研修内容や方法を 工夫し 、 教職員が児童生徒の個別のニーズに対応でき る 指導力
　 を 身につけら れる よ う な研修の実施に努めま す。

実　 　 績　 　 値

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
臨時講師（ オールマイ ティ ー
チャ ー） 配置の効果調査において
「 向上」 と 回答し た割合

【 説明】
臨時講師配置の効果調査において「 向上」 と 回答
し た割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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総合評価

Ａ

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 個に応じ た指導や支援を 必要と する 児童生徒が年々増加し ていま すが、 保護者や管
理職を 含めた教職員が、 特別支援教育への理解を 深め、 特別支援学級の設置を 計画的
に進める こ と で、 多様なニーズに対応し た教育の推進に係る 取組が順調に進んでいま
す。
　 し かし 、 指標３ に係る 臨時講師（ オールマイ ティ ーチャ ー） 配置の効果について
は、 実績値が減少し ま し た。 「 授業規律」 に関し ては全ての配置校において「 向上し
た」 と 回答があり 、 学校においては、 教員数が増えたこ と によ り 、 児童生徒・ 保護者
への丁寧な対応が図れている こ と から 、 今後も 計画的な配置を進め、 目標達成に向け
た取組を 進めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 多様なニーズに対応し た教育の推進のために、 正規の教職員以外の多様な形態の人
　 材を 多数配置し ている こ と は評価でき る が、 配置し て終わり ではなく 、 配置し た人
　 材の活用の方法も 含めて、 適切に支援する 取組も 必要である 。
・ 課題である 人材確保は、 人材を 探すこ と と 、 予算を 確保する こ と の2つの視点が必
　 要である 。
・ オールマイ ティ ーチャ ーについて、 指導力のある 教職員を 育てる こ と は非常に大変
　 だと は思う が、 人材確保だけでなく 、 現在の教職員の質の向上も 必要である 。
・ 総合評価について、 順調に進捗し ている 旨の記載と なっ ている が、 施策全体と し て
　 は課題がま だま だある 。
・ 指標になっ ていないが、 川越市においては外国人児童生徒の支援の問題が今後さ ら
　 に重大な問題になっ てく る 可能性がある 。 現に、 各学級には多く の外国人児童生徒
　 も 在籍し ている ため、 次期計画における 指標に加える こ と を検討する 等、 今後の川
　 越市の教育を デザイ ン し ていただき たい。

施策 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
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【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 学級運営支援員配置　 38名
・ 特別支援教育支援員配置　 62名
・ 特別支援学級の新設準備　 4校（ 芳野小・ 川越西小・ 大東西中・ 高階西中）
・ 発達障害・ 情緒障害通級指導教室担当者への巡回相談　 10回（ 12名）

現 状 ・ 課 題

・ 難聴・ 言語障害通級指導教室及び発達障害・ 情緒障害通級指導教室に通級する 児童生徒は、
　 前年度よ り 増加し ていま す。
・ 特別支援学級に入級する 児童生徒も 、 年々増加し ていま す。

・ 児童生徒の個別の教育的ニーズに応じ た指導・ 支援を 充実さ せる 必要があり ま す。
・ 学校の状況に応じ た学級運営支援員や特別支援教育支援員の配置が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 特別支援教育に係る 研修を 一層充実さ せ、 学校全体の特別支援教育に関する 理解を 深め、 教
　 職員の専門性を 向上さ せる と と も に、 教育的ニーズに応じ た支援を 行う こ と ができ る よ う に
　 し ま す。
・ 各校に在籍する 配慮が必要な児童生徒の状況に応じ た的確な支援が行える よ う に、 指導・ 助
　 言を 行い、 学級運営支援員や特別支援教育支援員の効果的な配置に努めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 就学相談者　 366名
・ 延べ就学相談実施件数 777件
・ 就学支援委員会の意見と 就学先が合致し た割合 87. 1％
・ 通常の学級、 特別支援学級及び特別支援学校の意見が出さ れたう ちで、 経過観察が必要と
　 なっ た者　 127名（ 意見と 異なる 就学を し た児童生徒44名を 含む）
・ 就学相談セミ ナー 3回

現 状 ・ 課 題

・ 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズに応じ て、 就学相談を 進めていま す。
・ 就学相談セミ ナーでは、 特別支援学級やそれぞれの特別支援学校等の様々な学びの場の特徴
　 や就学相談の進め方を 保護者に丁寧に伝える と と も に、 個別に相談に応じ ていま す。

・ 就学児の情報を 収集する こ と が困難なケース があり ま す。
・ 就学相談の件数が年々増加し ている と 同時に、 児童生徒の教育的ニーズが多様化し てき てい
　 ま す。
・ 就学支援委員会の意見と 異なる 就学を し た児童生徒についても 、 各学校や各関係機関と 密に
　 連携し 、 引き 続き 保護者と の信頼関係を 築き ながら 、 就学相談を 進める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

成 果 実 績

・ 療育支援課の巡回相談担当と 連携し 、 就学児の情報を 得ら れる よ う にし ま す。
・ 必要に応じ て園や学校に観察訪問を 実施し 、 今後の就学相談に活用し ていき ま す。
・ 保護者や児童生徒の思いを 丁寧に聞き 取り 、 児童生徒にと っ てよ り よ い支援の場を 共に決定
　 でき る よ う 助言を し ま す。

細 施 策 ②就学支援の充実

施 策 の 内 容

・ 児童生徒一人ひと り の教育的ニーズに応じ て、 柔軟に学びの場を 選択し たり 、 支援方法を 相
　 談し たり でき る よ う に継続的な就学相談を 行い、 個に応じ た支援に努めま す。
・ 川越市児童発達支援センタ ーや就学前施設、 学校、 保護者等と 情報を 共有し 、 切れ目のない
　 支援を 行いま す。

担当課

教育セン タ ー

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

就学支援委員会の意見と 就学
先が合致し た割合（ ％）

84. 9 87. 2 87. 1

(1 )特別支援教育の充実
担当課

細 施 策
教育セン タ ー

①一人ひと り のニーズに応じ た指導や支援の充実

施 策 の 内 容

・ イ ン ク ルーシブ教育シス テムの構築を 推進し 、 全ての児童生徒が十分に共に学ぶこ と や個に
　 応じ た指導・ 支援が受けら れる よ う に環境の整備に努めま す。
・ 通常の学級に在籍する 軽度言語・ 聴覚障害や発達障害等のあ る 子ど も に対し て、 通級指導教
　 室を 活用し 、 障害に応じ た支援の充実を 図り ま す。
・ 市立小・ 中学校に設置し ている 特別支援学級の児童生徒一人ひと り の実態や障害の特性等に
　 応じ た指導・ 支援の充実に努めま す。
・ 特別支援学級の全校配置に向けて、 今後も 計画的な配置を 進めていき ま す。
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【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市特別支援教育推進委員会によ る 特別支援教育啓発資料「 よ さ さ がし 」 を 作成
・ 川越市教育委員会免許法認定講習（ 特別支援教育） 　 6講座12日間　 延べ受講者数650名
・ 特別支援教育に係る 研修　 35回　 ・ 発達障害セミ ナー　 18名
・ 特別支援学級・ 特別支援学校授業公開参加者　 196名

現 状 ・ 課 題

・ 特別支援教育に係る 研修を 多く 実施し 、 教職員の特別支援教育への理解を 深めら れる よ う に
　 し ま し た。
・ 川越市教育委員会免許法認定講習（ 特別支援教育） を 初めて開催し 、 多く の教職員の特別支
　 援教育の専門性を 高める こ と ができ ま し た。

・ 教職員や児童生徒、 市民の特別支援教育への理解を さ ら に深める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 児童生徒の自己肯定感を 高める ため、 「 よ さ さ がし 」 を 各学校に配布し て周知する と と も
　 に、 「 みんななかよ く 」 「 共に生き る 」 を 授業でよ り 効果的に活用でき る よ う にし ま す。
・ 川越市教育委員会免許法認定講習（ 特別支援教育） の積極的な受講を 促し 、 教職員の特別
　 支援教育についての理解を 深めら れる よ う にし ま す。
・ 発達障害セミ ナーの内容を 充実さ せたり 、 パン フ レ ッ ト 「 川越市の特別支援教育」 を 市内
　 公共施設に置いたり する など し て、 市民への特別支援教育の理解・ 啓発を 図り ま す。

施 策 の 内 容

・ 子ど も たちの心の教育・ 学力向上・ いじ めの未然防止等、 各学校における 様々な課題に応
　 じ 、 オールマイ ティ ーチャ ーを 配置し 、 課題解決を 図り ま す。
・ 問題を 抱えた児童生徒や保護者が、 学校、 家庭、 地域、 関係機関と 連携し て課題解決を 図れ
　 る よ う にする ため、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーの配置を 進めていき ま す。
・ 一人ひと り のニーズに応じ た支援の実現のために学級運営支援員や特別支援教育支援員の計
　 画的な配置を 進めていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

【 学校管理課】
・ オールマイ ティ ーチャ ー配置　 13校13名（ 小学校4校、 中学校9校）
【 教育セン タ ー】
・ ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカ ー配置 7名
・ 学級運営支援員配置 38名
・ 特別支援教育支援員配置 62名

現 状 ・ 課 題

【 学校管理課・ 教育セン タ ー】
・ 個に応じ た指導・ 支援を 必要と し ている 児童生徒は、 年々増加し ていま す。
・ 学級運営支援員、 特別支援教育支援員を 必要と し ている 学校も 増えていま す。

【 学校管理課・ 教育セン タ ー】
・ 学級運営支援員、 特別支援教育支援員を 必要と し ている 学校から 配置要望は増加し ていま
　 す。 よ り 多く の学校への配置、 そのための人材確保が課題と なっ ていま す。
・ オールマイ ティ ーチャ ー、 ス ク ールソ ーシャ ルワ ーカーのニーズが多様化し ており 、 対応
　 する ためによ り 専門性を 高める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 学校管理課・ 教育セン タ ー】
・ 各学校の現状や川越市全体のバラ ン ス を 考慮し 、 オールマイ ティ ーチャ ー、 ス ク ールソ ー
　 シャ ルワ ーカー、 学級運営支援員、 特別支援教育支援員の計画的かつ効果的な配置を 進めま
  す。
・ 多様化する ニーズに対応する ため、 事例検討など の研修を 通し て専門性を 高めま す。

施 策 の 内 容

・ 小学校5年生に「 みんななかよ く 」 、 中学校1年生に「 共に生き る 」 と いう パン フ レ ッ ト を 活
  用し た授業を 行い、 教職員、 児童生徒の特別支援教育への理解と 啓発の推進を 図り ま す。
・ 管理職や特別支援教育コ ーディ ネータ ーに対する 特別支援教育に係る 研修を 充実さ せ、 校内
　 でケ ース 会議を 開く と と も に、 組織でよ り よ い支援の在り 方を 考え、 実践し ていき ま す。
・ 保護者・ 地域・ 関係機関向けのセミ ナーの開催や特別支援学級授業公開を 積極的に行い、 よ
　 り 多く の方の特別支援教育の理解と 啓発に努めま す。

細 施 策 ①多様化する 学校課題を 解決する 事業の推進

細 施 策 ③特別支援教育の理解・ 啓発の推進

(1 )特別支援教育の充実
担当課

教育セン タ ー

(2 )一人ひと り の状況に応じ た支援
担当課

学校管理課・ 教育センタ ー
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【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 学校から の要請に基づき 語学指導補助員を 派遣
　 日本語指導が必要な児童生徒131名に対し 語学指導補助員を 派遣 23名
　 語学指導補助員の派遣回数 1, 217回
・ 就学手続き の際における 日本語教室等の情報提供
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ 翻訳機能活用についての学校への助言

現 状 ・ 課 題

・ 外国籍の児童生徒数は増加し ていま す。

・ 語学指導補助員や日本語指導員の派遣を 希望する 学校は多く 、 日本語指導が必要な児童生徒
　 が複数おり 、 語学指導補助員の派遣回数を 増やし てほし いと いう 要望も 増えている ため、 各
　 学校への派遣回数を 増やすと と も に、 一人ひと り の支援時間を 確保する こ と が課題と なっ て
　 いま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 語学指導補助員の拡充を 進める と と も に、 配置を 工夫する など し て、 各学校への語学指導補
　 助員の派遣を 進めま す。
・ 日本語指導資格を 持つ語学指導補助員など の人材確保に努めま す。

972 1, 158 1, 217

施 策 の 内 容

・ 各学校に在籍する 外国籍児童生徒のう ち、 特に日本語指導が必要と さ れる 児童生徒に対し
　 て、 語学指導補助員、 日本語指導員（ 中国語） の派遣を 推進し 、 日本語指導や学校生活への
　 適応指導の支援等、 個に応じ た教育の充実を 図り ま す。
・ 日本語指導を 必要と する 児童生徒に対し て、 母国語での支援及び母国語に関わら ず支援でき
　 る 人材の確保を 図り ま す。
・ 関係機関や庁内関係課と 連携し 、 日本語教室等の周知等を 図り ま す。
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ によ る 翻訳機能の活用や、 来日後の日本語指導体制の研究を 進めま
　 す。

成 果 実 績
項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

語学指導補助員派遣回数（ 回）

細 施 策 ②外国人児童生徒支援の充実

(2 )一人ひと り の状況に応じ た支援
担当課

学校管理課
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【 施策】 　 ４ 　 多様なニーズに対応し た教育の推進
【 施策の柱】

関連指標

－

現状

課題

令和５ 年度の
主 な 実 績

【 教育総務課】
・ 育英資金新規貸付決定者数　 入学準備金 12名　 学資金 13名
・ 大学奨学金新規支給決定者数　 5名
【 教育財務課】
・ 新入学児童生徒学用品費等の実施数
　 小学校新1年生285名、 中学校新1年生396名
・ 就学援助認定者数　 小学校2, 540名、 中学校1, 409名
・ 就学援助の判断基準に関する 他市状況の把握

施 策 の 内 容

・ 経済的な理由によ り 就学が困難な児童生徒の保護者に対し て必要な援助が行き 渡る よ う 、 引
　 き 続き 就学援助制度の周知を 行う と と も に、 国や他自治体の動向等を 踏ま え、 認定基準を 含
　 めた適正な制度の在り 方について検討を 行い、 就学援助制度を 推進し ていき ま す。
・ 高等学校、 大学等への進学に対する 支援は、 国及び埼玉県の制度の拡充を 考慮し た上で、 貸
　 付型の育英資金制度の見直し も 含め、 経済的支援を 真に必要と し ている 方のための制度設計
　 を 行いま す。

(2 )一人ひと り の状況に応じ た支援

成 果 実 績

現 状 ・ 課 題

【 教育総務課】
・ 国及び埼玉県における 高等学校や大学への進学に係る 補助制度が充実し ていく 中、 育英資
　 金や大学奨学金の申請者数は減少傾向にあり ま す。
【 教育財務課】
・ 就学援助の認定者数は減少し てき ていま すが、 支給単価は年々上昇し ていま す。

【 教育総務課】
・ 大学奨学金制度は、 篤志家や企業、 ふる さ と 納税など 寄附を 原資と し た川越市大学奨学金
　 基金を 財源と し ていま す。 今後は基金の残高状況を 考慮し つつ、 国等における 高等教育等
　 への支援の動向を 見据えながら 、 制度を 運用し ていく 必要があり ま す。
【 教育財務課】
・ 支給単価が年々上昇し ていく なか、 制度を 維持し ていく ためには、 就学援助の定期的な判
　 断基準の見直し を 行う 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 教育総務課】
・ 多く の方に大学奨学金制度に理解や関心を 寄せていただく ため、 引き 続き 、 制度の周知を
　 工夫し ていく と と も に、 今後の制度運用を 検討し ていき ま す。
【 教育財務課】
・ 他市における 状況調査や、 基準の見直し 後の影響等を 考慮し 、 就学援助の定期的な判断基準
　 の見直し について引き 続き 検討を 進めま す。

細 施 策 ③教育機会均等化のための支援
担当課

教育総務課・ 教育財務課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

就学援助認定者数（ 名） 4, 337 4, 183 3, 949
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
— 4 .1 — 4 .4 4 .5 4 .4 4 .5

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 7 7 .7 7 7 .2 7 8 .2 7 8 .0 7 3 .4 3 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 8 5 .7 9 4 .9 8 9 .0 8 9 .7 9 0 .8 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — 7 .2 5 2 .7 4 9 .1 4 3 .6 1 0 0

施策 ５ 　 教育の質を高める 環境の充実

指標１

【 項目】
研修目標達成度（ 5段階評価）

【 説明】
経験者研修及び専門研修ご と の研修目標達成度の
平均（ 5段階評価）

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 担当課】
学校管理課

教育セン タ ー

実　 　 績　 　 値

担当課評価

・ 進捗は順調です。
・ 「 埼玉県　 校長及び教員と し ての資質向上に関する 指標」 を 踏ま え、 キ ャ リ ア ス
　 テージに応じ た資質能力を 育成する よ う 計画に沿っ て 研修を 実施し ま し た。
・ 今後は、 教職員の主体的な学びを 支援する ため、 教職員のニーズに応じ た研修内容
　 について検討し ま す。 ま た、 働き 方改革等の観点から 、 研修効果を 担保し た上で、
　 研修のオン ラ イ ン 化（ 同時双方向型・ オン デマン ド 型） を さ ら に進めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育セン タ ー

・ 進捗はあ ま り 順調ではあり ま せん。
・ セン タ ー的機能を 活用し ている 学校が限ら れていま す。
・ 市立特別支援学校から の積極的な情報発信と と も に、 セン タ ー的機能を 活用する
　 こ と によ り 得ら れる 効果等を 、 各学校に周知し ていき ま す。

【 項目】
市立特別支援学校のセン タ ー的機能
を 活用し た学校の割合

【 説明】
各市立小・ 中・ 高等学校（ 小32校、 中22校、 高1
校） が市立特別支援学校のセン タ ー的機能を 活用
し た割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標４

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗はあ ま り 順調ではあり ま せん。
・ 時間外在校等時間数の削減に向け、 各学校では、 行事等の精選、 日課表の工夫等の
　 取組を 行っ ていま す。
・ 今後は、 本市の「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 保護者や地域の方
  の理解を 得ながら 、 具体的な改善策を 講じ ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

【 担当課】
市立川越高等学校

・ 進捗は順調です。
・ 年度によ り 実績値に変動はあり ま すが、 生徒や保護者の意見を 聞き 、 良好な学
　 校運営に努めたこ と によ り 実績値は高い状況です。
・ 引き 続き 、 目標値を 目指し て、 生徒や保護者の意見を 聞き 、 良好な学校運営に努
　 め、 市立川越高等学校の満足度向上を 図り ま す。

指標２

指標３

【 項目】
勤務時間を 除いた在校等時間数が、
月45時間ま たは年360時間を 超えた
教職員の割合

【 説明】
勤務時間を 除いた在校等時間数が、 月45時間ま た
は年360時間を 超えた教職員の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
市立川越高等学校の生徒、 保護者の
満足度

【 説明】
生徒、 保護者への学校評価ア ン ケート における
「 入学し て（ さ せて） よ かっ た」 と 回答し た割合

単位
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総合評価

Ｂ

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗はおおむね順調であり 、 評価も おおむね良好です。
　 特に指標１ の「 研修目標達成度（ 5段階評価） 」 については、 実績値と し て高い水準
を 保っ ており 、 キャ リ ア ス テージに応じ た資質能力を 育成する よ う 計画に沿っ て研修
を 実施する こ と ができ ま し た。
　 し かし 、 指標２ の「 勤務時間を 除いた在校等時間数が、 月45時間ま たは年360時間を
超えた教職員の割合」 については、 目標値に対し て進捗が順調ではあ り ま せんでし
た。 令和4年度に策定し た「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 効率的な働
き 方を 推進し ている と こ ろ ですが、 引き 続き 、 保護者や地域の方の理解を 得ながら 具
体的な改善策を 講じ 、 教育の質を 高める 環境の充実のた めの取組を 進めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 勤務時間を 意識し た働き 方の推進の検討にあっ ては、 検討に参加する 教職員を 固定
　 する こ と なく 、 幅広い意見が出る よ う に工夫する 必要がある 。 ま た、 出た意見を 迅
　 速に活かすこ と のでき る 体制も 考えていかなければな ら ない。
・ 教職員の勤務時間について、 仕事量が多いこ と が勤務時間に影響し ている と 感じ て
　 いる 。 働き 方改革だけに焦点を 当てて施策を 進める のではなく 、 県に働き かけなが
　 ら 職員を 増やすと いう 取組も 考える こ と が必要である 。
・ 事務負担軽減にあっ ては、 地域の人材を 活用し ていく こ と も 必要だと 考える 。 地域
　 も 含め、 みんなでこ ど も を 育てていく と いう 環境づく り が必要であ る 。
・ 部活動の地域連携は、 大学と し ても 貢献でき る 部分である と 考えている 。
　 部活動に関心を 持つ学生も 多いため、 積極的な活用を 検討し ていただき たい。
・ 市立川越高等学校の進路指導力向上について、 今後は受験の方法も 多様化し 、 生徒
　 一人ひと り に合わせた指導が必要と なる 。 教職員の負担も 考慮し た対応の工夫が求
　 めら れる 。
・ 現在、 特別支援学校のセン タ ー的機能を 活用する 学校が限ら れてし ま っ ている と の
　 こ と だが、 こ ど も のこ と についての不安を 、 専門的な 視点で助言し ても ら いたいと
　 感じ ている 現場の先生や保護者は多いため、 工夫し な がら さ ら に活用についての周
　 知を し ていただき たい。

施策 ５ 　 教育の質を高める 環境の充実
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標１

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 経験者研修　 11講座　 504名　 　 専門研修　 21講座　 285名
・ 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現に向け、 川越授業ス タ ン ダード を 活用し た授業づく
　 り に関する 研修の実施（ 全経験者研修）
・ 特別支援学校教諭2種免許状に必要な 単位を 取得可能にする ため、 「 免許法認定講習（ 特
　 別支援教育） 」 を 新たに開設

現 状 ・ 課 題

・ 県の「 校長及び教員等の資質向上に関する 指標」 に基づき 、 教職員のキ ャ リ ア ス テ ージに応
　 じ た研修内容を 計画、 実施する こ と によ り 、 おおむね順調に進捗し て いま す。
・ 「 ふる さ と 学習推進研修会」 において、 児童生徒のふる さ と 川越への愛着・ 誇り 等を 育成す
　 る 学習の推進を 行っ て いま す。 ま た、 全教職員を 対象と し たＩ Ｃ Ｔ に関する 研修を 実施し 、
　 Ｉ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上を 図っ ていま す。

・ 本市の喫緊の教育課題の解決に向けた研修を 、 引き 続き 実施する 必要があ り ま す。
・ 教職員が各自のキャ リ アス テ ージにおいて求めら れる 資質能力を 身に付けら れる よ う に、 研
　 修内容を さ ら に工夫する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 本市の課題であ る 学力向上、 Ｉ Ｃ Ｔ 活用、 ふる さ と 学習を 最重点と し て、 研修を 実施し ま
　 す。
・ 各教職員が必要な学びを 主体的に行い、 資質向上を 図る こ と ができ る よ う にする ため、 教職
　 員のニーズを 把握し 、 研修計画に反映さ せ、 実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 中堅教諭等資質向上研修　 全7回　 55名
・ 臨時的任用教員研修 8回（ ①全員参加 3回、 ②経験年数1～2年目及び希望者のみ参加 5回）
　 194名（ 内②は64名）
・ かわご え ミ ド ルリ ーダー研修　 全9回　 参加者（ 小・ 中） 7名
　 研修評価達成度平均（ 5段階評価） 4. 9

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 中堅教職員は、 県の「 校長及び教員と し ての資質向上に関する 指標」 の深化・ 中核期に該当
　 する こ と を 踏ま えて 、 研修の指導者に実践経験豊富な 講師や大学教授等を 選定し 、 よ り 質の
　 高い研修と なる よ う にし ま す。 ま た、 「 川越市教職員キ ャ リ ア アッ プデザイ ン シ ート 」 を 活
　 用し 、 管理職と の対話を 通し て、 中堅教職員が主体的に自身の資質向上に取り 組める よ う に
　 し ていき ま す。
・ 臨時的任用教員研修では従来の対面・ 集合型研修、 オン ラ イ ン 研修（ 同時双方向型） に加え
　 て、 オン ラ イ ン 研修（ オン デマン ド 型） を 新たに取り 入れ、 臨時的任用教員が必要なと き に
　 何度でも 研修動画を 見ら れる よ う にし て いき ま す。 ま た、 研修内容を すぐ に実践に生かせる
　 よ う にする ためにすべての研修を 10月ま でに実施し ま す。

細 施 策 ①教職員研修の充実

施 策 の 内 容

・ 教職員の経験段階に応じ 、 初任者研修、 中堅教諭等資質向上研修や管理職研修など を 核と し
　 た経験者研修の充実を 図り ま す。
・ 学習指導要領への対応や様々な教育課題に対応する ため、 教員の専門的ス キ ルを 高め、 授業
　 改善につながる 専門研修の充実を 図り ま す。
・ 教育者と し ての使命感、 責任感を 持ち、 指導力のあ る 意欲的な 教員を 育成する ための研修を
　 充実さ せる と と も に、 服務規律を 守り 、 倫理観の向上を 図る ための研修を 実施し ま す。

細 施 策 ②中堅教職員・ 臨時的任用教員の育成

施 策 の 内 容

・ 若手・ 中堅教職員の教育に対する 識見を 高め、 資質・ 能力の向上を 図り 、 学校運営の推進者
　 と なる 人材を 育成し て いき ま す。
・ 臨時的任用教員研修において 、 教職員の資質向上に関する 指標を 基と し た研修を 経験年数に
　 合わせて 計画し 、 臨時的任用教員の授業力を 育成し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 中堅教職員に対し て は、 学年組織マネジ メ ン ト や人事評価制度等、 学校の中核を 担う 人材を
　 育成する 研修を 実施し ま し た。 研修参加者について、 教務主任・ 学年主任等のミ ド ルリ ー
　 ダーを 担う 者が増加し ていま す。
・ 臨時的任用教員に対し ては、 全員参加の研修が3回、 経験年数1～2年目及び希望者のみ参加
　 の研修が5回あ り ま す。 研修内容については、 県の「 校長及び教員と し ての資質向上に関す
　 る 指標」 に基づき 、 教員と し ての使命感を 高め、 実践的な指導力を 養う 研修を 実施し ま し
　 た。

・ 学年主任や教務主任等の若年化を 踏ま え て、 中堅教職員が学校運営の推進者と なれる よ う 研
　 修内容を 工夫し 、 よ り 主体的に研修に参加でき る よ う 改善し て いく 必要があ り ま す。
・ 2月の臨時的任用教員研修で実施し た「 家庭と の連携の在り 方」 「 学年・ 校務分掌等におけ
　 る 組織の一員と し て の在り 方」 など の研修内容については、 すぐ に教育実践に生かせる よ う
　 にする ため、 研修の実施時期など 研修計画を 見直し て いく 必要があ り ま す。

(1 )教職員の資質向上
担当課

教育セン タ ー

担当課

学校管理課・ 教育センタ ー
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 校長会等において、 在校時間記録シス テ ム の具体的な 活用方法を 周知し ま す。
・ 学校における 働き 方改革に関する 取組について 、 市ホ ーム ページや各学校の学校運営協議会
　 等で、 保護者や地域の方の理解が得ら れる よ う 、 周知に努めま す。
・ 本市における 「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 教職員の働き 方改革を 進めま
　 す。
・ 部活動においては、 外部指導員を 活用し た指導体制を 整えて いき ま す。

細 施 策 ③教職員研修の効果的な実施

施 策 の 内 容
・ 教職員の負担軽減及び新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大防止のため、 対面型・ オン ラ イ ン 型の
　 研修方法によ り 、 研修内容に適し た時期で研修を 実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 対面・ 集合型研修　 156回（ 全研修の66％）
・ オン ラ イ ン 研修（ 同時双方向型・ オン デマン ド 型） 　 79回（ 全研修の33％）

現 状 ・ 課 題

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と で、 各研修において感染対策を 理由
　 と し た、 研修形態等の変更措置を 取る 必要がな く なり ま し た。
・ 対面集合型研修、 オン ラ イ ン 研修の全研修数に対する 割合は、 令和4年度と 同程度です。

・ 「 学校における 働き 方改革基本方針」 に基づき 、 教職員の負担軽減の観点から 研修の在り 方
　 や内容について検討する 必要があ り ま す。
・ オン ラ イ ン 研修（ 特にオン デマン ド 型） における 、 研修効果を よ り 高める ための研修内容、
　 研修方法について検討する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

担当課

学校管理課①勤務時間を 意識し た働き 方の推進

施 策 の 内 容

・ 教職員の働き 方について見直す機会と な る よ う 、 在校時間記録シス テ ム によ り 把握し たデー
　 タ を 定期的に学校へ提供し 、 管理職を 含めた教職員の意識改革を 図り ま す。
・ 「 ふれあ いデー」 の設定を 推進し ま す。
・ 保護者や地域に対し て 、 学校における 働き 方改革に関する 取組を 理解し ても ら う よ う 周知
　 し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 在校時間記録シス テ ム 更新によ り 、 教職員が月の途中でも 時間外在校等時間を 把握でき る
　 形式に変更
・ 在校時間等の客観的な データ を 参考にし た各学校における 取組（ 日課表の工夫、 行事の精
　 選、 ノ ー残業デー等の取組等）
・ 市立学校全校での「 ふれあ いデー」 の設定
・ 学校現場の教職員が参加する 負担軽減検討委員会を 2回開催

現 状 ・ 課 題

・ 定例校長会において 、 在校時間記録シス テム によ る 職員の勤務状況把握、 状況に応じ た教職
　 員への働き かけについて周知し ていま す。 その結果、 教員の意識も 高ま り 、 効率的な働き 方
　 を 各学校で工夫し 、 月80時間超の教員は減少傾向にあ り ま す。

・ 全体的に長時間勤務は改善傾向にあ る が、 各学校において在校時間が長い教職員が一定数い
　 ま す。 特に、 中学校の教職員は、 週休日の部活動への従事時間が大き く 影響し て いる 現状が
　 あ り ま す。

・ 専門研修（ 希望し て 受講する 研修） の数を 増やすこ と で、 教職員が自身のキ ャ リ ア アッ プに
　 適し た研修を 選択し て 受講でき る よ う にし ま す。
・ 教職員の負担軽減のため、 情報伝達が主な内容であ る 研修はオン ラ イ ン 研修オン デマン ド 型
　 にする な ど 、 オン ラ イ ン 研修の割合を 増加さ せま す。
・ 経験者研修における 各種提出物等を 削除する こ と で、 教職員の負担軽減を 進めま す。
・ オン デマン ド 型研修参加者の振り 返り 等を 基に、 研修内容や研修方法について改善を 図り 、
　 よ り 充実し た研修を 実施し ま す。

細 施 策

(1 )教職員の資質向上
担当課

教育セン タ ー

(2 )教職員の働き 方改革
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

細 施 策 ②事務負担軽減への取組

(2 )教職員の働き 方改革
担当課

学校管理課・ 教育指導課

令和5 年度の
主 な 実 績

【 学校管理課】
・ 統合型校務支援シス テ ム を 活用し た学校から の提出物の削減を 実施
・ グ ループウ ェ ア を 活用し た調査等の回答方法の簡素化（ 回覧レ ポート やア ン ケ ート 機能の積
　 極的な活用）
・ 市立中学校において 、 部活動指導を 補助する 地域人材登録 　 19校90名
・ 市立川越高等学校において、 部活動外部指導者導入事業によ る 外部指導者　 4名
【 教育指導課】
・ 市立中学校部活動指導員配置　 6校8名

現 状 ・ 課 題

【 学校管理課】
・ 統合型校務支援シス テ ム やグ ループウ ェ ア を 活用し て 、 調査の簡素化、 提出物の削減を 図る
　 こ と ができ ま し た。 更なる 事務の効率化に向けて、 研究を 進めていく こ と ができ ま し た。
【 教育指導課】
・ 専門性が必要な部活動において、 指導準備の助言等を 受ける こ と で、 部活動顧問の負担軽減
　 が図ら れていま す。
・ 市立中学校において 、 始業前の活動（ 朝練習） を 原則行わな いよ う にし 、 部活動顧問の負担
　 軽減が図ら れていま す。

【 学校管理課】
・ 統合型校務支援シス テ ム やグ ループウ ェ ア について、 一部の職員における 活用だけではな
　 く 、 よ り 多く の職員が活用でき る よ う にする 必要があ り ま す。 ま た、 更なる 事務の効率化
　 のための方策を 検討する 必要があ り ま す。
【 教育指導課】
・ 部活動の意義を 理解し 、 適切に指導を する こ と ができ る 人材及び報酬に係る 財源の確保が必
　 要です。
・ 多感な時期の中学生を 指導する ため、 外部指導者と 学校と の連携の在り 方の整理が必要で
　 す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 学校管理課】
・ グ ループウ ェ ア を 活用し た事務の簡素化に向けた方法を 、 教育委員会内に広めていき ま す。
・ 統合型校務支援シス テ ム を 活用し て、 不登校及び不登校傾向と 思われる 児童生徒調査等、
  学校の事務負担軽減につながる 取組を 広げていき ま す。
【 教育指導課】
・ 国や県の動向を 確認し ながら 、 部活動指導員を 含めた外部指導員を 活用し た指導体制を 整え
　 る と と も に、 予算措置等についても 国や県に働き かけていき ま す。

施 策 の 内 容

・ 統合型校務支援シス テ ム を 活用する など 、 国や県、 市で求める 調査報告について効率化が図
　 れる よ う 検討を 進めま す。
・ 学校と 教育委員会と が負担軽減について と も に研究する 場を つく り 、 働き 方改革を 推進し ま
　 す。
・ 学習指導案や教材等を 関係者で共有し 、 教員の教材づく り 等の授業準備に掛ける 時間を 削減
　 し 、 事務の効率化を 図り ま す。
・ 教育委員会から の調査・ 照会業務の適正化（ 縮減） を 行い、 事務負担の軽減を 図り ま す。
・ ス ク ールカ ウ ン セラ ーやス ク ールソ ーシ ャ ルワ ーカ ーなど 、 専門性を 持つ多様な 職員と 教員
　 が協働し 、 「 チーム 学校」 と し ての組織体制強化を 図る こ と で、 教員一人ひと り の負担軽減
　 を 図り ま す。
・ 部活動の意義や発達段階を 踏ま えた指導が行え る よ う 、 外部指導者の活用を 含めた地域と 連
　 携し た活動を 推進し 、 部活動顧問の負担軽減と 持続可能な運営体制の構築に努めま す。
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標２

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 各学科（ 普通科・ 情報処理科・ 国際経済科） 35人の少人数学級編成を 維持
・ 普通科の生徒の大学・ 短大・ 専門学校等への進学率　 91％
・ 情報処理科、 国際経済科は全商検定3種目以上1級合格者　 50名
・ 部活動の充実を 図る ための部活動外部指導者を 導入　 4名計800時間
・ 生徒の個別支援に対する ス ク ールカ ウ ン セラ ーを 配置　 9回
・ 学校改革を 進める ため川越市立川越高等学校教育審議会を  2回開催

現 状 ・ 課 題

・ 10月1日時点の県内中学校3年生対象進路希望状況調査で、 市立川越高等学校普通科を 希望す
　 る 倍率は3. 79倍（ 県内1位） と な り ま し た。
・ 全商検定や日商検定の取得者が県内の商業系高校の中でト ッ プク ラ ス の実績を 収めま し た。

・ 学校改革を 進める ために積極的に本市の教育に参画し よ う と する 人材を 確保し 、 教科指導、
　 進路指導、 生徒指導な ど 質の高い教育を 実践する こ と が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教育審議会の意見を 参考に、 公募によ り 採用し た校長の高いリ ーダーシッ プのも と 、 一人
　 ひと り の希望する 進路に向けた確かな学力や技能等を 培う 実学教育を 重視し 、 将来、 職業
　 を 通じ て 社会に貢献でき る 人材の育成を 目指し 、 生徒の社会的自立を 促し ていき ま す。

施 策 の 内 容

・ ス ト レ ス チェ ッ ク を 実施し 、 高ス ト レ ス 者が産業医と 面談でき る 体制を 整えま す。
・ ス ト レ ス 状況を 把握でき る よ う 、 セルフ チェ ッ ク シス テム の活用を 推進し ま す。
・ 様々な問題、 課題に対し て、 教職員一人で悩み、 問題を 抱え 込むこ と のないよ う 、 気軽に相
　 談でき る 支援体制を 構築し ま す。

細 施 策 ①市立川越高等学校の活性化・ 特色化の推進

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 産業医と の面談日を 1日設定（ 面談実施者　 4名）
・ ス ト レ ス チェ ッ ク 実施対象者1, 549名、 実施者1, 355名（ 87％）

現 状 ・ 課 題

・ 産業医と の面接希望者に対し 、 面接の場を 設定し 実施する こ と ができ ま し た。

・ ス ト レ ス チェ ッ ク は本人の希望によ り 実施する も のですが、 自身のス ト レ ス 状況を 把握でき
　 る よ う 、 更に実施率を 高める 必要があ り ま す。 学校において は、 相談し やすい体制を 構築し
　 ていく 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ ス ト レ ス チェ ッ ク を 実施し 、 産業医と の面接を 希望する 者に対し て、 面接の場を 設定・ 充実
　 さ せていき ま す。
・ ス ト レ ス チェ ッ ク の実施率が高ま る よ う に、 対象職員への働き かけを 校長に促し ま す。
・ 校長会等で、 相談し やすい相談体制を 構築する よ う 周知し ま す。

施 策 の 内 容

・ ア メ リ カ ・ オレ ゴ ン 州にあ る ノ ース ・ セーレ ム 高校と の国際交流を 通じ て、 グロ ーバル化に
　 対応し たコ ミ ュ ニケ ーショ ン 力を 身に付け、 川越や日本のこ と を き ち んと 伝える こ と のでき
　 る 国際人を 育てま す。
・ 本市唯一の市立高校と し て、 異校種や家庭・ 地域と の連携を 図り ながら 、 創立100周年に向け
  て、 時代の要請と 市民の期待に応える 魅力あ る 学校づく り を 進めま す。
・ 一人ひと り の希望する 進路に向けた確かな学力・ 技能等を 培い、 人生や社会の未来を 切り 拓
　 く こ と のでき る 力を 育みま す。
・ 普通科と 商業に関する 学科（ 情報処理科・ 国際経済科） の3学科併置校と し て の特色を 生かし
　 た教育活動の充実を 図り ま す。
・ こ れま での取組を 継続し 、 部活動の活躍を 通し て学校の魅力を 一層高めま す。
・ 多様な学びの機会を 創造する ため、 市内4大学及び女子栄養大学と の連携、 地元企業や関係機
　 関と の連携を 推進し ま す。
・ 市立川越高等学校のホ ーム ページを よ り 充実さ せ、 教育活動の内容や成果に関し て 適時に適
　 切な情報を 発信し ま す。

細 施 策 ③悩みを 抱える 教職員のための支援体制づく り
担当課

学校管理課

(2 )教職員の働き 方改革

担当課

市立川越高等学校

(3 )魅力ある 市立川越高等学校づく り の推進
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

関連指標

指標３

現状

課題

細 施 策 ③中学校・ 市立川越高等学校連携の推進

施 策 の 内 容

・ 市立川越高等学校の取組を 市立中学校に広く 周知する ために、 引き 続き 研究委嘱校を 設定
　 し 、 支援し ていき ま す。
・ 商業に関する 学科と の連携な ど 、 市立川越高等学校の特色を 生かし た連携方法について、 研
　 究し ていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 本校にて 生徒会の生徒によ る 高校生活紹介（ オン ラ イ ン 参加を 含む）
（ 川越第一中、 高階中、 高階西中、 大東西中、 霞ケ 関中、 川越西中、 鯨井中）
・ 管理職が中学校へ訪問する 進路ガイ ダン ス
（ 城南中（ 中3保護者対象） 、 霞ケ 関西中（ 中2生徒対象） ）
・ 管理職が中学校へ訪問する 学校説明会
（ 福原中（ 中3生徒保護者対象） ）

現 状 ・ 課 題
・ 様々な形態によ り 市内中学校10校と の校種間連携を 行いま し た。

・ 市立川越高等学校の取組を 広く 周知する ため、 希望する 多く の中学校と の校種間連携を 進め
　 る こ と が重要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 年度当初に中高連携の計画を 周知する こ と によ り 、 中学校側が連携の趣旨を 理解し た上で申
　 し 込むこ と ができ る よ う にし 、 希望する 多く の中学生にと っ て 有益な 取組と なる よ う に校種
　 間連携を 進めま す。

現 状 ・ 課 題

・ 総合型選抜を 活用する 生徒が多く 、 一般選抜で受験する 生徒は少ない状況です。
（ 法政大、 明治学院大、 獨協大、 武蔵大、 日本大、 東洋大、 駒澤大、 専修大等）

・ 一般選抜に向けての対策と 多様化する 選抜方法への対応が求めら れま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た情報収集と その活用方法について、 教職員のス キ ルに差があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 生徒一人ひと り に合わせた指導と し て進学補習、 面接指導、 小論文指導等を 実施し ま す。
・ 教員がＩ Ｃ Ｔ を 適切に活用でき る よ う 、 引き 続き 研修等を 実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 市立高等学校教員進学指導力向上研修を 活用し た、 民間教育機関の研修を 受講　 2名
・ 教員を 対象にGoogl e f or  Educat i on研修、 i Pad利活用研修等を 実施　 4回
・ 探究活動等、 生徒が主体的に学べる よ う に1学年全生徒がタ ブレ ッ ト 端末を 所持　 280台

細 施 策 ②進路指導力向上のための教職員研修の充実

施 策 の 内 容

・ Soci et y5. 0時代に対応し た教育を 実施する ため、 全て の教員がＩ Ｃ Ｔ を 適切に活用でき る こ
　 と を 目指し ま す。
・ 教員を 大学進学予備校や民間教育機関の研修等に参加さ せ、 その成果を 校内に普及さ せる こ
　 と で大学等への進学指導力の向上を 目指し ま す。

(3 )魅力ある 市立川越高等学校づく り の推進
担当課

学校管理課・ 市立川越高等学校

担当課

市立川越高等学校
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 教科別の指導「 国語」 「 数学」 の習熟度別授業の実施
・ 産業現場等における 実習（ 現場実習） 、 「 職業」 の計画的な 実施
・ 卒業生ア フ タ ーフ ォ ロ ーの実施　 55件（ 企業訪問　 47件・ 電話相談 8件）
・ 教育活動に合わせた学習者用コ ン ピ ュ ータ の活用
　 ※年間を 通し て8割程度の活用（ 主に理科・ 進路・ 道徳・ 外国語な ど ）

現 状 ・ 課 題

・ 授業や実習、 卒業生へのア プロ ーチについては例年通り に実施し ていま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た授業について学校研究と し て 取り 組み、 教職員の指導ス キ ルを 向上さ せる
　 よ う 努めていま す。
・ 卒業後社会の一員と な る ために、 必要な ス キルについて体験を 通し て 学び、 生き る 力の育成
　 （ Ｓ Ｓ Ｔ 週間・ 自立活動） を 図っ ていま す。

・ 習熟度別や少人数での指導な ど 、 生徒の実態や状況に合わせて 指導形態を 変えて いる が教
　 室が少な い状況です。
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ のさ ら なる 活用を 深める 必要があ り ま す。
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ の教職員用の端末については、 学年2台であ る ため、 活用が活発にな
　 ればなる ほど 、 教材研究等に支障が出て き ていま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 黒板や教室の大き さ な ど に課題があ る も のの、 特別教室を 普通教室の代わり に利用し ていき
　 ま す。
・ 教員間で効果的な端末利用を 工夫する と と も に、 引き 続き 端末の台数を 増やすこ と も 検討し
　 ま す。

成 果 実 績
保護者アン ケート で「 入学さ せ
てかなり よ かっ た」 「 入学さ せ
てよ かっ た」 と 答えた割合
（ ％）

97. 7 95. 8

施 策 の 内 容

・ 市立特別支援学校の教育活動が円滑に進めら れる よ う にする ために、 教育環境の整備・ 充実
　 に向けた支援体制の充実を 図り ま す。
・ 卒業後「 ひと り だち する 生徒」 を 目指し 、 基礎的な知識、 理解の定着を 図る と と も に、 個人
　 及びグ ループで適切に作業に取り 組める 能力の育成を 図り ま す。
・ 生徒一人ひと り に応じ た進路指導、 援助を 計画的、 組織的、 継続的に推進し ま す。
・ 卒業後の職場定着のために、 卒業後3年間支援し ま す。
・ Ｉ Ｃ Ｔ 機器に触れ、 活用する 力を 育成し ま す。

細 施 策 ①市立特別支援学校の整備・ 充実

細 施 策 ④市立川越高等学校教育環境の整備・ 充実

施 策 の 内 容

・ 施設・ 設備面から も 教育力の維持向上を 目指し 、 よ り 安全で快適な教育環境を 整備する た
　 め、 計画的に改修を 進めま す。
・ 情報活用能力の育成や「 主体的・ 対話的で深い学び」 を 実現する ため、 Ｉ Ｃ Ｔ 環境を 一層整
　 備し ていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 地歴準備室等空調設備改修工事
・ 校舎D棟外壁等改修工事設計業務委託
・ エレ ベータ ー改修工事( R5～R6債務負担行為）
・ 視聴覚室音響設備修繕工事

現 状 ・ 課 題

・ 「 川越市立川越高等学校大規模改修方針」 に基づき 、 ま た、 創立100周年に向けて学校運営
　 に大き な 影響がないよ う に計画的に改修工事を 実施し ていま す。

・ 学校運営に影響がな いよ う に改修工事を 行う こ と が課題です。
・ 情報処理実習室等で使用し て いる 端末の更新及び、 ネッ ト ワ ーク の環境整備が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 学校運営に支障が生じ ないよ う 計画的に改修工事を 行いま す。
・ 授業等、 学校運営に支障が出ないよ う に、 適正な機器更新及びネッ ト ワ ーク の環境整備を 進
　 めま す。

100

市立川越高等学校

(4 )市立特別支援学校の充実
担当課

市立特別支援学校

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

担当課
(3 )魅力ある 市立川越高等学校づく り の推進
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【 施策】 　 ５ 　 教育の質を 高める 環境の充実
【 施策の柱】

関連指標

指標４

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ー及び教頭によ る 学校訪問での教育相談等 38件
・ 夏季休業中及び年度末の市立特別支援学校職員によ る 中学校訪問 22校( 市立中学校全校)
・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ー及び管理職が、 市の研修会で講師と し て講義・ 演習を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 市立小・ 中・ 高等学校に対し て、 特別支援教育の理解、 校内環境の整備と 学習・ 生活上の
　 配慮、 教材・ 教具等の作成活用等についてアド バイ ス を 行っ て いま す。

・ セン タ ー的機能を 活用し ている 学校が限ら れて いま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 教職員向け研修会や校長会等を 通じ て、 市立小・ 中・ 高等学校へセン タ ー機能の積極的な
　 活用を 促し ていき ま す。
・ 市立特別支援学校の特別支援教育コ ーディ ネータ ーが、 セン タ ー的機能の充実に専念でき
　 る よ う にし ま す。

細 施 策 ②市立特別支援学校のセン タ ー的機能の充実

施 策 の 内 容
・ 市立特別支援学校が、 保護者に対する 相談活動や小・ 中学校等へのセン タ ー的な 役割を 担え
　 る よ う 支援体制の充実を 図り ま す。

担当課

教育セン タ ー

(4 )市立特別支援学校の充実
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 8 .6 6 9 .0 6 9 .9 7 4 .9 7 6 .2 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 3 2 .5 3 5 .0 3 8 .0 3 9 .3 3 9 .3 5 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 2 .5 9 3 .8 9 3 .4 9 3 .7 9 4 .6 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — — 8 4 .2 8 5 .5 8 6 .7 1 0 0

指標１

指標２

指標３

指標４

施策 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 項目】
大規模改造工事進捗率

【 説明】
市立小・ 中学校の大規模改造工事の進捗率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
ト イ レ 改修工事進捗率

【 説明】
市立小・ 中学校のト イ レ 改修工事の進捗率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
小学校における 学校図書館図書標準
達成率

【 説明】
各市立小学校における 学校図書館図書標準の平均
の達成率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）

担当課評価

【 担当課】

教育指導課

・ 進捗は順調です。
・ 令和4年度の実績値よ り 学校図書館図書標準達成率が上昇し ていま す。 今後は、 廃
　 棄数の上限を なし と し たこ と で、 各学校における 蔵書の充実を 図り 、 よ り 魅力的
　 な図書館づく り を 進めま す。
・ 川越市小・ 中学生読書推進事業に、 市立図書館から 学校への図書貸出を 位置付け、
  学校図書館の図書の補完に努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

学校給食課

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度3学期に小学校6年生・ 中学校3年生の約1, 200名を 対象と し たアン ケート
　 を 実施し た結果、 回答者の8割以上が「 おいし かっ た」 と 回答し ていま す。
（ 回答者865名のう ち、 750名が「 と ても おいし かっ た」 「 おいし かっ た」 と 回答）

現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

【 項目】
給食がおいし いと 感じ ている 児童生
徒の割合

【 説明】
市立小学校6年生及び市立中学校3年生のう ち、 給
食がおいし いと 感じ ている 児童生徒の割合

単位

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育財務課

・ 進捗はおおむね順調です。
・ コ ロ ナ禍等の影響によ り 、 工事の一部を 取り やめていた期間がある ため、 当初の
　 目標達成時期に遅れが生じ ていま す。 ま た、 令和2年に川越市個別施設計画（ 公共
　 施設編） が定めら れたこ と によ り 、 更新の検討対象と なった学校がある こ と から 、
　 計画見直し の検討が必要です。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

教育財務課

・ 進捗はおおむね順調です。
・ 令和4年度で全ての学校における 1系統目のト イ レ 改修工事が完了し ま し た。
・ 令和5年度は2系統目以降のト イ レ 改修の方針を 定め、 小学校1校、 中学校1校の設
　 計業務を 行いま し た。

実　 　 績　 　 値 目標値
（ Ｒ ７ ）

重 点 施 策
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 6 8 .7 7 8 .2 8 0 .3 8 7 .4 8 8 .8 9 0 .0

総合評価

Ａ

指標５

【 担当課】

教育財務課

・ 進捗は順調です。
・ 放課後児童支援員の基礎資格を 有し ている 者が速やかに認定資格研修の受講ができ
　 る よ う 、 計画的に受講枠を 確保し 、 有資格者数の割合を 増やすこ と ができ ま し た。
・ 今後も 、 引き 続き 放課後児童支援員の資格取得率の向上に取り 組みま す。

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 施設や設備については、 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に改修及
び修繕を 進めていま す。
　 し かし 、 依然と し て老朽化への対応や社会状況の変化への対応を 課題と し て捉えて
いる 施策が多く ある ため、 計画の見直し を 検討し ながら 今後も 取組を 進めま す。
　 併せて、 児童生徒の安全や安心の確保に係る 取組についても 引き 続き 進める こ と
で、 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実を 図り ま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 大規模改造工事やト イ レ の改修工事については、 現在は順調に進捗し ている が、 昨
　 今の資材単価の高騰や適正配置の問題と も 関連し て議論する 必要がある 。 ま た、 教
　 職員の養成についても 、 ベテラ ン 教職員と 若手教職員の間の中堅教職員がいなく な
　 る と 、 優れた教職員を 育てる のが難し く なっ てし ま う 。 こ のよ う にハード ウ ェ ア、
　 ソ フ ト ウ ェ アのいずれの視点でも 、 今後5年間、 10年間でど こ ま で何を する のかと
　 いう 立体的な視野を 持つ必要がある と 考えている 。
・ 学校図書館の充実については、 新し い図書への入れ替えをよ り 迅速に行う こ と で、
　 学校における 蔵書の充実を 図り 、 よ り 魅力的な図書館づく り を し ていただき たい。
・ 給食内容の充実については、 給食セン タ ーの職員が、 直接、 こ ど も たちに伝える こ
　 と で、 社会科も 含んだ学びの機会を 提供でき る と 考える ため、 例えば、 家庭科の実
　 習と の連携など も 進めていただき たい。
・ 学童保育室の利用児童数について、 全児童に占める 割合が20％と いう のは、 と ても
　 高い比率であり 、 こ れによ り 重大事故や重大事件の起こ る 可能性も と ても 高く なっ
　 てし ま う と 考える ため、 今後も ス ペース や人的な確保を 十分にし ていただき たい。

施策 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 項目】
放課後児童支援員の資格を 有する 職
員の割合

【 説明】
市立学童保育室で、 放課後児童支援員の資格を 有
し ている 職員の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 大規模改造工事
　 【 設計】 小学校1校、 中学校1校　 【 工事】 小学校1校、 中学校1校
・ ト イ レ 改修
　 【 設計】 小学校1校、 中学校1校　 【 工事】 実績なし
　 ※令和5年度よ り 、 2系統目以降のト イ レ 改修工事の設計を 行っ ていま す。

現 状 ・ 課 題

・ 大規模改造工事については、 進捗が当初の見込みよ り 遅れていま す。 ト イ レ 改修につい
　 ては、 令和5年度よ り 2系統目以降の工事設計業務を 進めていま す。

・ 大規模改造工事が当初の計画よ り 遅れている 事が課題である ほか、 更新の検討対象と
　 なっ た学校も ある こ と から 、 計画の見直し についても 課題と なっ ていま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 大規模改造工事の進め方については、 学校更新の検討と 並行し て検討を 進め、 計画の
　 見直し を 進めていき ま す。

施 策 の 内 容

・ 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に外壁改修や屋上防水の大規模改造工事を
　 推進し ま す。
・ 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に便器の洋式化や配管改修など のト イ レ 改
　 修を 推進し ま す。

細 施 策 ②小・ 中学校重要設備の更新

現 状 ・ 課 題

・ 重要設備（ 受変電、 受水槽、 エレ ベータ ーなど ） は使用年数に応じ た老朽化が進行し ていま
　 す。
・ 世界情勢の影響によ り 、 物流が不安定と なっ ており 、 資材調達の遅延など が懸念さ れま す。

・ 安定的な資材調達が課題と なっ ており 、 特に電気関連（ 受変電、 エレ ベータ ー関係）
　 の資材については年度内の資材調達が課題と なっ ていま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 資材調達の情報に注視する と と も に、 電気関連の資材が安定供給さ れる ま では、 受水槽
　 改修工事を 先行する こ と や、 受変電設備工事については、 十分な工期確保に努め、 エレ
　 ベータ ー改修工事では工期を 2カ年に設定する など の対応を 行いま す。

担当課

教育財務課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

受変電設備（ 校）
受水槽設備（ 校）

受変電　 2　 校
受水槽　 2　 校

受変電 　 3　 校
受水槽　 ―　 校

受変電 　 2　 校
受水槽　 ―　 校

施 策 の 内 容
・ 「 川越市小中学校施設整備計画」 に沿っ て計画的に耐用年数を 経過し た受変電設備等の重要
　 設備を 更新し ま す。

成 果 実 績

・ 受変電設備改修工事
　 【 設計】 実績なし 　 【 工事】 小学校1校、 中学校1校
・ 受水槽設備改修工事
　 【 設計】 実績なし 　 【 工事】 実績なし
・ エレ ベータ ー改修工事
　 【 設計】 実績なし 　 【 工事】 中学校1校（ 令和5～6年の債務負担行為で実施）

令和5 年度の
主 な 実 績

(1 )学校施設の整備・ 充実
担当課

教育財務課
細 施 策 ①小・ 中学校施設大規模改造工事の推進

その他の関連指標：指標２
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

指標３

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

【 中央図書館】
・ 市立図書館から 学校へ貸出し た団体貸出図書数
　 小学校4, 644冊、 中学校635冊、 高校229冊
・ 小学校3年生に対し 、 学級訪問及び学級招待を 実施（ 32校、 92学級、 2, 829名参加）
・ 小学校1年生に対し 、 学級訪問を 実施（ 10校、 30学級、 875名参加）
【 教育指導課】
・ 学校図書館図書標準　 小学校　 94. 6％（ 前年度比0. 9ポイ ント 増）
・ 学校図書館図書標準　 中学校 105. 6％（ 前年度と 同数）
・ 学校司書研修会の実施（ 年3回）

現 状 ・ 課 題

【 中央図書館】
・ 学校への団体貸出を 行い、 読書活動を 推進し ていま す。
・ 学級訪問及び学級招待を 実施し 、 読書活動を 推進し ていま す。
【 教育指導課】
・ 学校司書研修会を 行う こ と で学校図書館の充実を 図っ ていま す。
・ 中学校においては、 学校図書の計画的購入・ 廃棄によ り 学校図書館図書標準を 上回っ ていま
　 す。

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、 こ ど も が本に親し むための機会を 幅広
　 く 提供する 必要があり ま す。
・ 団体貸出図書数は前年度と 比較し て増加し ま し たが、 教育課程に沿っ た資料選定や定期的な
　 働き かけなど 、 学校図書館を 補う 役割を 担う 必要があり ま す。
【 教育指導課】
・ 小学校においては、 学校図書館図書標準を 下回っ ていま す。
・ 市立図書館から 学校への図書貸出を 推進する こ と が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 中央図書館】
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づく こ ど も の読書活動を 推進する ため、 学習
　 指導要領に基づく 教育課程に対応する 図書等の購入に努める と と も に、 利用が少ない中学校
　 に向けた団体貸出の周知に努めま す。
【 教育指導課】
・ 市立図書館と 市立学校と の連携を 推進し 、 図書館の図書の補完に努めま す。

現 状 ・ 課 題

・ 熱中症対策と し て、 早期に全学校特別教室の空調設備設置が望ま れま す。
・ 令和5年度から 令和7年度の3カ年で、 屋内運動場への空調設備を 設置し ま す。

・ 小学校特別教室への空調設備設置が課題と なっ ており 、 他の事業と の調整等によ り 、
　 計画的な整備を 進める 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 国庫補助や有利な地方債を 活用する こ と で財源の確保に努める と と も に、 学校運営に支障を
　 き たさ ない工期の設定等によ り 、 計画的な整備に努めま す。

担当課

中央図書館・ 教育指導課
細 施 策 ④学校図書館の充実

施 策 の 内 容

・ 児童生徒の読書活動を 推進する ため、 蔵書数を 含めた魅力あ る 学校図書館の充実を 図り ま
　 す。
・ 児童生徒の調べ学習及び読書活動推進等に向け、 市立図書館から 学校への図書貸出を 推進し
　 ま す。

細 施 策 ③小・ 中学校空調設備設置の推進

施 策 の 内 容
・ 特別教室への空調設備の導入を 推進し ま す。 ま た、 屋内運動場への空調設備については、 防
　 災上の観点を 含め様々な導入手法について検討し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 特別教室空調設備設置推進事業
　 【 設計】 中学校4校　 【 工事】 中学校4校
・ 体育館空調設備等整備事業（ 第1期） R5. 6～R6. 10　 継続事業
　 【 設計】 小学校7校、 中学校11校　 【 工事】 小学校7校、 中学校11校
・ 体育館空調設備等整備事業（ 第2期） R6. 3～R7. 6　 継続事業
　 【 設計】 小学校7校、 中学校11校　 【 工事】 実績なし

(1 )学校施設の整備・ 充実
担当課

教育財務課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

特別教室空調設備設置校数
（ 校）

― 2 4
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 子ど も たちが社会で自立でき る 力を 身に付ける こ と を 目標に、 切磋琢磨し て成長でき る 川越
　 市立小・ 中学校の在り 方を 検討し 、 新たな教育環境を 整えま す。
・ 川越市立小・ 中学校の適正規模・ 適正配置について、 保護者や地域住民等の意向を 把握し た
　 上で、 児童生徒数の推移、 及び、 小学校での35人以下学級編制に基づく 各学校における 学級
　 数を 踏ま えて基本と なる 方針を 策定し ま す。
・ 策定し た基本方針を 基に、 学校の分離・ 新設や統廃合等の可能性について、 地域社会の意見
　 等を 踏ま えて協議し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ イ ン フ ルエン ザ等によ り 、 急な学級閉鎖があり ま し たが、 適切に対応を 図り ま し た。
・ 学校給食食材の高騰対策については、 補正予算等の対応によ り 、 保護者負担を 軽減し
　 ま し た。

・ 物価高騰等に伴い、 学校給食食材の高騰が懸念さ れている 中で、 給食献立の工夫など
　 を 行う と と も に、 栄養価を 踏ま えた質と 量が確保さ れたおいし い給食の提供が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 地場産物を 活用し た新メ ニュ ーを 引き 続き 提供する など 、 伝統的な食文化についての理
　 解や地場産物への興味を 深める と と も に、 食材価格の動向に注視し 、 献立作成に取り 組
　 みま す。

細 施 策 ①小・ 中学校の適正規模・ 適正配置等の検討

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 将来人口推計に基づいた、 必要な学校数の検討
・ 検討委員会　 4回（ 5月、 8月、 11月、 2月） 実施
・ 学校の規模、 通学区域、 学校の統合等、 課題や問題点等を 調査研究する ための検討部会を
　 4回開催
・ 川越市立小中学校適正規模・ 適正配置審議会条例の制定

現 状 ・ 課 題

・ 小学校では35人の少人数学級編制を 令和7年度ま で順次進める こ と になっ ていま す。 ま た、
　 特別支援学級の新増設や少人数指導教室と し ての利用等によ り 余剰教室の効果的活用が進
　 む一方で、 空き 教室と なっ ている 学校も あり ま す。 学年の単学級化の進展が見込ま れる 学
　 校も あり ま す。

・ 学校の統合の議論は、 地域の実情や人口動態、 施設維持のコ ス ト 、 教育的効果、 防災、 市
　 全体の施設計画など 、 複合的な課題があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 10～30年後を 見据えて、 本庁及び各市民セン タ ー管内の地区ごと に調査・ 研究を 進め、 関係
　 課と の検討に取り 組みま す。
・ 令和6年度よ り 、 川越市立小中学校適正規模・ 適正配置審議会を 設置し 、 「 川越市立小中学
　 校の在り 方検討委員会」 で検討し てき た内容を 諮問事項と し 、 審議会において調査審議いた
　 だき 、 客観的な評価と し て得た答申を 踏ま え、 教育委員会と し ての基本と なる 方針を 策定し
　 ま す。

細 施 策

検討委員会の実施回数（ 回） 4

①給食内容の充実

施 策 の 内 容

・ 安全・ 安心でおいし い給食を 提供する と と も に、 栄養のバラ ンス が取れた給食を 提供し ま
　 す。
・ 学校給食で使用する 食材の安全確保に努めま す。
・ 地場産物の積極的な使用に努めま す。
・ 食物アレ ルギー対応食について、 安全で確実な実施体制を 保持し 、 内容の拡充を 図り ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

4 4

(3 )学校給食の充実
担当課

学校給食課

・ 学校給食の提供　 小学校189回　 中学校190回
・ 学校給食食材（ 青果） に占める 地場農産物の割合　 25. 2％（ 重量比）
・ アレ ルギー対応食の提供　 児童84名、 生徒12名（ R5. 5. 1時点)

(2 )小・ 中学校の適正規模・ 適正配置
担当課

学校管理課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 交通安全教育や防犯教育を 実施し 、 安全教育の推進が図れていま す。
・ 関係機関と 連携を 図り 、 通学路の整備が進めら れていま す。

・ 各学校の実態に応じ て作成さ れている 危機管理マニュ アルの見直し が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 児童生徒の交通事故が発生し ないよ う に、 交通安全指導を 継続的に行いま す。
・ 各学校で、 実践的な交通安全教室、 防犯教室を 実施し ていき ま す。

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

ス ク ールガード ・ リ ーダーの
平均年間活動回数（ 回）

256 219 220

細 施 策 ①安全教育の推進

施 策 の 内 容

・ 児童生徒、 地域の実態に応じ た安全教育を 保護者・ 関係機関と 連携し 推進し ま す。
・ 児童生徒の安全確保のため通学路安全点検の実施、 ス ク ールガード ・ リ ーダーの配置等、 地
　 域及び関係機関等と 連携・ 協働し 、 安全・ 安心の取組を 推進し ま す。
・ 各学校で児童生徒を 対象に、 不審者に遭遇し た場合の対応等、 実践的な防犯教室を 実施し 、
　 防犯意識の育成を 図り ま す。
・ 児童生徒を 対象と し た交通安全教室を 関係機関と 連携し 推進し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ ス ク ールガード ・ リ ーダー年間活動平均回数　 220回
・ 児童生徒の登下校の見守り のために青色回転パト ロ ールカーによ る 巡回　 55回
・ 各学校から の通学路改善要望を と り ま と め、 防犯・ 交通安全課に対応を 依頼 37件
・ 交通安全教育や防犯教育の実施　 54校（ 市立小中学校全校）
・ こ ど も の見守り 講習会実施参加者数　 82名参加

細 施 策 ②学校給食施設の整備

施 策 の 内 容
・ 施設の改修と 設備の修繕等を 計画的に推進し ていき ま す。
・ 今成学校給食セン タ ーは、 運営の手法も 含め、 計画的な建替え等を 検討し ていき ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 施設や設備の修繕等の件数　 86件（ 菅間67件、 今成19件）
・ 令和5年度から 川越市立菅間学校給食センタ ーボイ ラ 更新工事を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 経年によ る 突発的な修繕等が増加傾向にある ため、 継続的な保守点検を 行う と と も に、 計
　 画的な施設設備の整備を 実施し ていま す。

・ 継続的に学校給食を 提供する ため、 施設や設備の状況を 的確に把握する 必要があり ま す。
・ 施設や設備の老朽化や今後の児童生徒数の推移、 市の財政状況等を 踏ま え、 3つの学校給食
　 セン タ ーの機能を 総合的に勘案し 、 今後の方向性を 検討する 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

86

項目名（ 単位） 令和3年度

・ 引き 続き 、 安全で安心なおいし い学校給食の提供に努めま す。
・ 関係課会議で3つの学校給食セン タ ーの今後の方向性について検討する と と も に、 現状把握と
　 今後の改修費用の精査を 行いま す。

(4 )子ど も たちの安全・ 安心の確保
担当課

教育指導課

令和4年度 令和5年度

施設や設備の修繕等の件数
（ 件）

106 141

(3 )学校給食の充実
担当課

学校給食課
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

指標５

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 児童生徒の防災意識を 高める ための避難訓練の実施 56校（ 市立学校全校）
・ 地震や火災、 水害等を 想定し た避難訓練の実施によ る 防災マニュ アルの改善 56校（ 市立学校
　 全校）

現 状 ・ 課 題

・ 地域全体での安全教育を 実践し ている 学区において、 地域全体での安全体制の構築が図れ
  ていま す。
・ 避難訓練等の実施が、 児童生徒の防災意識を 高める こ と につながっ ていま す。

・ 地域全体での安全教育に関わる 実践事例を 、 全市立学校にさ ら に周知する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 引き 続き 、 研修会等で、 地域全体での安全教育に関わる 実践事例を 周知し 、 児童生徒の防災
　 意識のさ ら なる 向上を 図り ま す。

細 施 策 ②防災教育の推進

施 策 の 内 容

・ 地震や火災等を 想定し た避難訓練を 各学校の年間指導計画に位置付け、 児童生徒の防災意識
　 を 高め、 発達段階に応じ て自ら 危険を 回避する 能力の育成を 図り ま す。
・ 各学校において、 防災マニュ アルを 検証し 改善する と と も に、 それら を 的確に活用でき る よ
　 う 教職員の安全意識及び災害対応能力の向上を 図り 、 日頃から 児童生徒の命を 守る 防災体制
　 の強化を 図り ま す。
・ 各学校の地域実態等を 踏ま えた、 避難所運営・ 設営に係る マニュ アルを 作成し 、 地域と 連携
　 し た災害対応体制の構築を 推進し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 待機児童を 出さ ずに対応でき ている と いう 面では、 おおむね順調に進捗し ていま すが、 入室
  児童数が年々増加し ていま す。
・ 約3分の2の施設が建築から 20年以上経過し ていま す。 ま た、 35人学級の実施や特別支援学級
  の増加に伴い転用可能な教室が減少し ていま す。

・ 保育ス ペース 及び放課後児童支援員等の確保について課題があり ま す。
・ 老朽化が著し い施設の改修等を 行い保育環境を 維持・ 改善する 必要があり ま す。
・ 放課後児童支援員等の質及び意識の更なる 向上が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 狭あ い化、 老朽化し た学童保育室について川越市総合計画実施計画に位置付け、 余裕教室の
  転用、 設備の改修等を 行っ ていき ま す。
・ 引き 続き 幅広い方法で放課後児童支援員等の募集を 実施し 、 その確保に努める と と も に、 研
　 修受講機会の確保や、 業務のマニュ アル化等によ り 、 職員の質及び意識の更なる 向上に努め
　 ま す。
・ 民間放課後児童ク ラ ブの所管課（ こ ど も 育成課） と 情報交換を 密に行い、 連携を 図り ま す。

成 果 実 績

細 施 策 ③学童保育の充実

令和5年度

防災マニュ アルの改善実施校
数（ 校）

56 56 56

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 年度当初の学童保育室利用児童数 3, 505名（ 全児童に占める 割合： 約20％、 待機児童： 0名）
・ 狭あ い化対応 拡張 1室、 増室 1室
・ 空調設備設置・ 改修工事 7箇所
・ ト イ レ 改修工事　 2箇所
・ 正規職員採用数 5名
・ 放課後児童支援員認定資格研修の受講者数 19名

施 策 の 内 容

・ 就労等によ り 保護者が常時留守になっ ている 児童の放課後等の安全・ 安心を 確保し 、 健全な
　 育成を 図り ま す。
・ 放課後児童支援員及び補助員の確保及び質の向上を 図り ま す。
・ 学童保育室の整備、 改修等を 行い、 保育環境の改善を 図り ま す。
・ 民間放課後児童ク ラ ブを 所管する 関係課と 連携し 、 多様化する 保育ニーズに対応する ための
　 保育手法や負担の在り 方について検討し ま す。

(4 )子ど も たちの安全・ 安心の確保
担当課

教育指導課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度

担当課

教育財務課
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 教育セン タ ー、 教育センタ ー第一分室、 教育セン タ ー第二分室の老朽化し た部分等の緊急性
　 や必要性を 検討し 、 施設の改修と 設備の修繕等を 計画的に実施し ま す。
・ 教育セン タ ーは、 教職員研修の施設と し て対面型・ オン ラ イ ン型の研修内容が充実する よ う
　 に、 ま た地域に開かれた施設と し て利用し やすいよ う に整備運営に努めま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 対面・ 集合型研修 156回　 オン ラ イ ン 研修（ 同時双方向型・ オン デマン ド 型）  79回
・ 地域の方への施設開放利用者数 1階 13, 092名　 体育館及びグラ ウ ンド  15, 071名
　 施設利用団体数　 81団体
・ 教育セン タ ー第二分室の相談室2室のエアコ ン交換修繕を 実施
・ 学習者用コ ン ピ ュ ータ 接続のための無線LAN増設工事を 実施
・ 教育セン タ ー体育館の水回り の修繕を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 施設開放利用団体の新規登録が年々増えていま す。
・ 教育セン タ ーの全研修室で、 無線Ｌ Ａ Ｎ を 利用し た研修ができ る よ う になり ま し た。

・ 施設開放利用の予約が電話や来所によ る 予約のみになっ ている ので、 手続き に時間がかかっ
　 てし ま う 状況にあ り ま す。
・ 駐車場不足によ り 、 特に雨天時に参加者の多い教職員研修と 施設開放利用が重なる と 、 駐車
　 場が大混雑する 状況が起き ていま す。
・ 教育セン タ ー施設の老朽化等によ り 、 天井の雨漏り 、 体育館の照明切れ（ 水銀灯） 、 空調室
　 外機の故障、 ト イ レ の不具合等、 至る 所で修繕が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 施設開放利用の予約について、 イ ン タ ーネッ ト 上から でも 予約でき る よ う にし ま す。
・ 雨天時は乗り 合わせや公共交通機関を 利用し て来所する よ う 、 引き 続き 周知し ていき ま す。
・ 施設利用者が快適に利用でき る よ う 、 計画的に修繕を 進めま す。

細 施 策 ①教育センタ ー施設の整備・ 開放の充実

地域の方への施設開放利用者
数（ 名）

26, 545 30, 176 28, 163

(5 )教育セン タ ーの充実
担当課

教育セン タ ー

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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【 施策】 　 ６ 　 学びを 支える 教育環境の整備・ 充実

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題現 状 ・ 課 題

・ 情報モラ ル研修会においては、 教職員と 保護者が情報モラ ルに関する 今日的な教育課題につ
　 いて対面で話し 合い、 問題意識や課題を 共有し 、 解決方法を 考える こ と ができ ま し た。
・ 情報モラ ル教育に対する 関心が高ま り 、 各学校においても 児童生徒や保護者向けに講師を 呼
　 んで研修を 行っ ていま す。
・ 教職員と 保護者を 対象に不登校児童生徒への支援の方法を 学ぶ研修会「 不登校対策支援セミ
　 ナー」 を オン ラ イ ンで開催し 、 学校と の連携の仕方や、 児童生徒の心理面を 考慮し た関わり
　 方等について研修する こ と ができ ま し た。

・ Ｓ Ｎ Ｓ やイ ン タ ーネッ ト 環境の普及によ る いじ めや犯罪など のネッ ト 上のト ラ ブルから 児童
　 生徒を 守る ために、 教職員と 保護者が連携し 、 課題解決に向けてさ ら に家庭と の連携を 図っ
　 ていく 必要があり ま す。
・ 情報モラ ルについての研修会を 行っ ている 学校が増え、 本研修会の内容と 重複する と こ ろが
　 あり ま す。
・ 不登校対策支援セミ ナーでは教職員や保護者の参加人数が少なかっ たため、 研修内容や周知
　 方法等を 検討する 必要があ り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 情報モラ ル教育研修会を オンラ イ ン 研修（ 同時双方向型） に変更し 、 参加する 教職員と 保護
　 者は各校でオン ラ イ ン 講義を 受講後、 対面にて協議を 行う 形式にする こ と で、 問題意識や課
  題を 共有し 、 連携を 図れる よ う にし ていき ま す。
・ 情報モラ ル教育やネッ ト ト ラ ブル・ ネッ ト いじ めの未然防止教育を 推進し 、 児童生徒が安心
　 し てイ ン タ ーネッ ト を 利用でき る 環境づく り に努めま す。
・ 研修内容が重複し ないよ う にする ために、 各校の情報モラ ル教育に関する 研修の実施状況を
　 把握し ていき ま す。
・ 不登校対策支援セミ ナーでは、 教職員や保護者がそれぞれの立場から 不登校児童生徒への支
　 援について考えたり 、 よ り 有益な情報が提供さ れたり する よ う な研修内容にし 、 魅力ある 研
　 修会にし ていき ま す。

教育セン タ ー

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

細 施 策 ②教職員・ 保護者・ 地域と の連携研修の充実

施 策 の 内 容
・ 不登校児童生徒への対応や情報モラ ルの育成など の今日的な教育課題解決のために、 学校
　 や家庭・ 地域と 連携し た研修の充実を 図り ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 「 保護者と 共に考える 情報モラ ル研修会」 回数 1回、 参加人数　 市立学校教職員53名、
  保護者62名
・ 保護者・ 教員向け「 不登校対策支援セミ ナー」 回数1回、 参加人数　 市立小・ 中学校
　 教職員9名、 保護者10名。

保護者と 共に考える 情報モラ
ル研修会参加者数（ 名）

114 114 115

担当課
(5 )教育セン タ ーの充実
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — — — 9 6 .1 9 8 .3 7 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
校 0 5 7 1 3 5 6 5 6

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
人 0 1 6 3 9 6 2 7 4 7 0

指標１

指標２

指標３ 現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

担当課評価

・ 進捗は順調です。
・ 目標値の70名は、 14地区の子ど も サポート 委員会において、 充て職を 除く 新規加入
  委員数が、 毎年1名ずつ増えていく こ と で達成する 積み重ねの目標値であり 、 令和
  5年度ま で着実に増えていま す。
・ 今後は、 今ま で子ど も サポート 委員会で行っ てき た事業内容について効果検証や見
　 直し を 行い、 よ り 効果的な取組を 展開し ていき ま す。

施策 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上

【 項目】
幼稚園・ 保育園家庭教育講座満足度

【 説明】
市内幼稚園・ 保育園の家庭教育講座受講者アン
ケート における 満足度の割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール導入校数

【 説明】
市立学校における コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール導入校
数

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】
地域教育支援課

・ 進捗は順調です。
・ 市立保育園18園、 幼稚園1園で、 保護者会等の機会を 利用し 開催さ れた家庭教育講座
　 に、 家庭教育講座登録講師を 派遣し ま し た。
・ 全市立保育園において、 家庭教育講座が開催さ れる よ う 支援し ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

学校管理課

・ 進捗は順調です。
・ 令和2、 3年度のモデル校に加え、 令和4年度の先行実施校の取組を 参考に、 令和5
　 年度には、 全市立学校に学校運営協議会を 設置する こ と ができ ま し た。
・ 今後は、 継続的に参画でき る 人材の確保等、 各コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの取組が
　 充実する よ う 支援を 進めていき ま す。

実　 　 績　 　 値

【 担当課】
地域教育支援課

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
各地区子ど も サポート 委員会新規加
入委員数

【 説明】
各地区子ど も サポート 委員会への新規加入委員数

単位
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総合評価

Ａ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 特に指標２ の「 コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール導入校数」 については、 令和5年度から は全
市立学校に学校運営協議会を 設置する こ と ができ 、 目標を 達成し ま し た。
　 全ての指標について目標を 達成し ていま すが、 今後は、 継続的に参画でき る 人材を
確保する 等、 各コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの取組が充実する よ う 支援を 行う と と も に、
今ま で子ど も サポート 委員会で行っ てき た事業内容について効果検証や見直し を 行
い、 よ り 効果的な取組を 展開する こ と で、 家庭・ 地域の教育力の向上を 図り ま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 学校運営協議会は、 設置し たこ と の効果がき ちんと 出る こ と が必要である 。 他校の
　 好事例を 共有し ながら 、 導入し たあと の運用を し っ かり と 管理する こ と が必要であ
　 る 。
・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールについては、 地域に理解が進むこ と で、 外部人材の確保
　 や地域のコ ミ ュ ニティ の活性化にも つながる 、 大き な可能性がある と 考えている 。
　 こ の業務を １ つの課のみで行う のではなく 、 ワ ーキン ググループのよ う なも のを 作
　 り 、 他の課と の横の連携など も 考えていただき たい。
・ 放課後子供教室は、 継続し ていく こ と でこ ど も と 地域が密接に関わっ ていき 、 こ ど
　 も と 地域のよ い交流の場にも なっ ている ため、 新し く 実施し ていく 放課後子供教室
　 についても 、 他の取組を 情報共有し ながら よ り よ い取組になる よ う 引き 続き 取り 組
　 んでいただき たい。
・ 子ど も サポート 事業も 含めて、 同じ 人が関わっ ている こ と がよ く ある ため、 組織が
　 形骸化し ないよ う な仕組みづく り が大切だと 考えている 。
・ 公民館登録グループは需要がある 事を 実感し ており 、 誰一人取り 残さ ない市のサポ
　 ート を 考える と 、 公民館登録グループについては、 今後も 継続し ていただき たい。
・ 公民館登録グループでなく ても 、 事業の企画提案ができ る よ う にし た公民館の運営
　 を 考える こ と も 必要である 。

施策
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【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上
【 施策の柱】

関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 身近な地域や学校を はじ めと する 豊かなつながり の中で家庭教育が行われる よ う 、 指導者の
　 養成に努めま す。
・ 乳幼児の親や児童生徒の保護者を 対象に、 子ど も の成長・ 発達段階に応じ た家庭教育に関す
　 る 学習機会を 提供し ま す。
・ 小・ 中学校Ｐ Ｔ Ａ で実施し ている 家庭教育学級の企画運営に関する 情報提供等を 行う こ と
　 で、 家庭教育学級の充実を 図り 、 家庭教育の意義や役割に関し ての保護者の学びを 支援し 、
　 家庭での教育力の向上を 目指し ま す。
・ 家庭教育支援の更なる 充実のため、 関係機関と 連携・ 協力し ながら 今後の方策について研究
　 を 進めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 家庭教育講座登録講師研修会　 実施回数　 1回　 参加者数8名
・ 幼稚園・ 保育園家庭教育講座　 実施講座数　 19回　 実施保育園　 18園　 参加者数329名
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実施幼稚園　  1園　 参加者数 34名
・ 親の学習講座　 実施校数　 25校　 参加者数1, 918名
　 （ 市費講師の未派遣校　 2校　 参加者数149名を 含む）
・ 高等学校家庭教育講座　 参加者数130名
・ Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級運営講座　 参加者数74名

現 状 ・ 課 題

・ 保育園家庭教育講座は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と から 、 実施
　 園数が増加し ま し た。
・ 市内のＰ Ｔ Ａ が実施する 家庭教育学級を 支援する こ と で小・ 中学校児童生徒の保護者に対す
　 る 家庭教育の機会の提供を 行っ ていま す。

・ こ ど も の発達段階に応じ た家庭教育に関する 学習機会の提供には、 市内小・ 中学校Ｐ Ｔ Ａ が
　 実施し ている 家庭教育学級の充実が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級充実の支援策と し て、 Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級運営講座、 家庭教育学級講師
　 謝金支援事業に加え、 Ｐ Ｔ Ａ 家庭教育学級運営のためのマニュ アルの作成や事例紹介につい
　 て実施し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市Ｐ Ｔ Ａ 連合会
　 広報紙「 Ｐ 連かわごえ」 を 年2回発行（ 7月、 12月）
　 広報紙コ ンク ール（ 8月） を 開催　 Ｐ Ｔ Ａ 講演会（ 12月） 開催
・ 川越市子ど も 会育成団体連絡協議会
　 広報「 ひろば」 を 年3回発行（ 7月、 1月、 3月）
　 ジュ ニアリ ーダーを 養成・ 認定する ためのジュ ニアリ ーダース ク ール（ 5回） 、 ジュ ニアリ ー
　 ダーを 育成する ためのジュ ニアリ ーダー研修（ 8回） を 実施
　 新育成者研修会（ 2月） 、 川越市子ど も 会かる た大会（ 11月） を 実施

現 状 ・ 課 題

・ 川越市Ｐ Ｔ Ａ 連合会事業は、 開催方法等を 工夫し ながら ほと んど の事業を 実施し ま し た。
・ 川越市子ど も 会育成団体連絡協議会事業については、 感染症の影響を 受ける こ と なく 、 4年
　 ぶり に全ての事業を 実施する こ と ができ ま し た。 ジュ ニアリ ーダース ク ラ ブ登録者数につい
　 ては、 コ ロ ナ禍のため活動ができ なかっ た期間が影響し 、 登録者が減少する と と も に退会者
　 が増える など 全体数が減少し ま し た。

・ ジュ ニアリ ーダース ク ラ ブ登録者が減少し ている ため、 将来、 地域を 担っ ていく 人材を 育成
　 する 観点から も 、 登録者数の増加が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 川越市子ど も 会育成団体連絡協議会に対し 、 ジュ ニアリ ーダーの活動についての広報活動や
　 養成など の支援を 行いま す。

成 果 実 績

細 施 策 ②社会教育関係団体への支援

施 策 の 内 容
・ 子ど も たちの学びや体験活動の充実を 図る ため、 Ｐ Ｔ Ａ や子ど も 会育成会など の社会教育関
　 係団体の活動を 支援する と と も に、 時代や社会情勢の変化に応じ た活動の在り 方、 支援方法
　 を 、 関係機関と 協議・ 検討し ま す。

ジュ ニアリ ーダース ク ラ ブ登
録者数（ 名）

337 294 234

地域教育支援課

担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

Ｐ Ｔ Ａ 講演会参加者数（ 名） 80 146 159

①家庭教育の支援

(1 )家庭や地域の教育力向上
担当課

細 施 策

- 65 -



【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標２

現状

課題

施 策 の 内 容

・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの導入を 促進し 、 「 地域と と も にあ る 学校づく り 」 を 進める こ と
　 で、 学校と 地域の協働によ る 学校教育の充実を 図り ま す。
・ 学校運営協議会を 通し て、 地域の教育力を 有効に生かし 、 学習支援等の具体的支援を 得て、
　 教育活動の充実を 図り ま す。
・ 令和5年度に、 市立学校における 学校評議員制度を コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールへ移行し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 全市立学校56校に、 学校運営協議会を 設置
・ 教職員等を 対象にし た研修会（ 外部講師の招聘、 グループ協議） 　 1回
・ 管理職等を 対象にし た研修会（ 先行実施校校長によ る パネルディ ス カッ ショ ン ） 1回
・ かわごえミ ド ルリ ーダー研修会（ 講義、 グループ協議） 1回

現 状 ・ 課 題

・ 全市立学校56校に学校運営協議会を 設置し ま し た。
・ 各協議会において取組の推進状況に違いがあり ま す。

・ 引き 続き 、 保護者や地域住民に、 学校運営協議会の設置やその活動について周知を 行う 必要
　 があ り ま す。
・ 継続的に参画でき る 人材や地域と 学校を つなぐ コ ーディ ネータ ーの確保や発掘の必要があり
　 ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 地域と 学校を つなぐ コ ーディ ネータ ーの配置に向けた方策を 検討し ていき ま す。
・ 管理職を はじ めと する 学校職員や保護者並びに地域住民等を 対象と し た活動報告会や、 外部
  指導者によ る 研修等を 継続し ていく 予定です。

施 策 の 内 容

・ 地域の教育活動を 充実さ せる ため、 公民館ま つり 等を 開催し 、 発表の場を 提供する など 、 公
　 民館登録グループを 支援する と と も に、 公民館登録グループと 協力し 公開講座を 開催し ま
　 す。
・ ボラ ンティ ア養成講座など を 実施する こ と によ り 、 公民館活動を 通じ た地域の教育活動の担
　 い手の育成を 図り ま す。

細 施 策 ①コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの導入の推進

・ 公民館ま つり 　 17事業実施
・ 公民館登録グループの公開講座 85事業実施　 延べ参加者数 1, 919名
・ ボラ ンティ ア養成講座 8事業実施　 延べ参加者数 221名

現 状 ・ 課 題

・ 公民館ま つり は、 17事業実施する こ と ができ ま し た。
・ 登録グループの公開講座は、 令和4年度の67事業に比べ増えま し たが、 延べ参加者が減少し
　 ま し た。

・ 高齢化の進む登録グループが多く 、 年々登録数が減少し ている ため、 公民館活動の活性化に
　 懸念があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 公民館登録グループを 増やすための取組を 継続する ほか、 ボラ ン ティ ア養成講座など の登録
　 グループに限ら ない地域教育活動の担い手の発掘、 育成の取組について引き 続き 検討し ま
　 す。

令和5 年度の
主 な 実 績

学校管理課

細 施 策 ③地域の教育活動への支援

(1 )家庭や地域の教育力向上
担当課

中央公民館

(2 )家庭・ 地域と 学校の連携・ 協働
担当課
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【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 各学校において、 適切に学校評価が行われる よ う 、 年度当初に学校評価の実施時期や方法等
  を 周知し ま す。
・ 積極的に学校を 公開する と と も に、 評価者等には、 学校評価の評価項目を 事前に知ら せる な
　 ど 、 学校関係者評価が円滑に進むよ う な方法について情報提供を 行いま す。

細 施 策 ③学校評価の活用

施 策 の 内 容
・ 学校が設定し た目標の達成度や状況を 明ら かにし て、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルによ る 学校の自己評
　 価、 外部アン ケート の実施、 学校関係者評価など を 通し て、 教育活動等の成果を 検証し 、 学
　 校運営の改善と 充実を 図る と と も に、 地域に開かれた特色あ る 学校づく り を 目指し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 学校評価を 実施し た学校数 56校（ 市立学校全校）

現 状 ・ 課 題

・ 教職員によ る 自己評価、 児童生徒やその保護者など 外部アン ケート の実施、 学校関係者評価
  を 実施する など 、 全ての学校が適切に学校評価を 実施し ていま す。

・ 学校関係者評価の評価者等に対し 、 学校の方針や実際の教育活動等について、 よ く 知り 、
　 よ く 理解し ても ら う こ と が必要です。

担当課

学校管理課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

学校評価を 実施し た学校数
（ 校）

56 56 56

施 策 の 内 容

・ 小、 中、 特別支援学校が特色ある 学校づく り を 推進し ていく ため、 多様な体験活動が展開で
　 き る よ う に関係団体や地域住民と 連携し 、 各学校の学校教育活動の一層の充実を 図り ま す。
・ 地域人材を 活用し 、 専門的知識、 技能の習得、 地域に根ざし た教育等、 指導力の向上を 図り
　 ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 地域人材活用事業実施回数　 273回

現 状 ・ 課 題

・ 各学校において、 多様な体験活動が展開でき る よ う 地域住民等と の連携を 図っ ていま す。
・ 学校運営協議会の熟議を 通じ て、 地域住民が積極的に学校運営に参画し ている 学校が増
　 えていま す。

・ 教育活動の充実のため、 よ り 一層の外部人材の活用が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 地域人材活用事業の趣旨を 周知し 、 積極的な外部人材の活用を 図り ま す。
・ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールによ る 地域住民の学校運営への参画の事例を 周知し 、 よ り 一層の外
  部人材の活用が図れる よ う にし ま す。

細 施 策 ②外部人材の積極的活用

(2 )家庭・ 地域と 学校の連携・ 協働
担当課

学校管理課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

地域人材活用事業実施回数
（ 回）

167 268 273
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【 施策】 　 ７ 　 家庭・ 地域の教育力の向上
【 施策の柱】

関連指標

指標３

現状

課題

関連指標

－

現状

課題
現 状 ・ 課 題

・ 11校で放課後子供教室を 実施、 5校で試行実施し ま し た。
・ 市立川越高校、 県立川越初雁高校、 尚美学園大学と 連携し 、 学生ボラ ン ティ アの協力を 得ら
　 れま し た。

・ 各放課後子供教室の運営委員・ ボラ ン ティ アの確保が依然と し て、 不安定でし た。
・ 実施校が増えたこ と によ り 、 教育委員会の事務量と 、 各校に対し て行わなければなら ない支
　 援が増加し ま し た。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 持続可能な運営のため、 人材確保する ための情報収集に努めま す。
・ 各校の運営委員や事務局の事務負担軽減のため、 申込み等の手続き のオン ラ イ ン化等を 検討
　 し ま す。
・ 学生ボラ ンティ アの協力について、 引き 続き 、 近隣の高校・ 大学への働き かけを 行いま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 子ど も サポート 本部会議において、 専門部会を 設置し 、 事業の方向性の決定を 図り ま す。

細 施 策 ⑤放課後子供教室の推進

施 策 の 内 容
・ 放課後、 地域住民等の参画を 得て、 学習や体験・ 交流活動を 通じ 、 子ど も たちが地域の中で
　 安全・ 安心に過ご す放課後子供教室について、 試行的実施の結果を 踏ま え、 地域の実情に合
　 わせた導入を 推進し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 放課後子供教室 実施 11校 146回 延べ参加者数 3, 588名
・ 放課後子供教室 試行実施　 5校 6回 延べ参加者数 170名

担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

細 施 策 ④学校・ 家庭・ 地域の連携推進

施 策 の 内 容

・ 子ど も たちの豊かな人間性や社会性など 「 生き る 力」 を 育むため、 学校、 家庭、 地域及び社
　 会教育施設が連携・ 協力し 、 人と 人のネッ ト ワ ーク の構築を 図り ながら 、 地域の特色を 生か
　 し た体験活動や学校応援団活動など 、 地域ぐ る みで子ど も たちを 育てる 取組の充実を 図り ま
　 す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 子ど も サポート 委員会によ る イ ベン ト 型事業数 63件 参加者数 3, 354名
・ 子ど も サポート 委員会によ る 学校応援団活動数 140件 参加者数 7, 571名
・ 子ど も サポート 委員会開催数 110回 参加者数 1, 597名

現 状 ・ 課 題

・ コ ロ ナ禍で中止し ていた活動が再開さ れ、 前年度よ り 多く の事業数及び参加者数でし たが、
　 コ ロ ナ禍前ま でと はいき ま せんでし た。 社会情勢の変化に対応し 、 持続可能な事業にする た
　 め、 各地区が学校と 連携し 、 こ ど も 達の実態に即し て活動内容の改善を 行い始めていま す。

・ 社会情勢の変化に伴い、 事業の方向性、 活動内容の見直し を 図る 必要があり ま す。

(2 )家庭・ 地域と 学校の連携・ 協働
担当課

地域教育支援課

放課後子供教室実施校数
（ 校）

4 11 16

- 68 -



Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
事業 1 2 1 1 3 6 3 2 4 3 1 8

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ — — — 6 .5 9 .4 1 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
件 8 1 1 1 6 2 0 2 4 3 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 2 3 .2 1 3 .6 1 7 .6 1 7 .1 1 7 .1 3 0 .0

施策 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 項目】
新規の公民館事業の講座数

【 説明】
新規に企画し た公民館事業の講座数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
公民館講座新規参加者の割合

【 説明】
公民館講座に初めて参加し た者の割合

指標１

指標２

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

中央公民館

・ 進捗は順調です。
・ 青少年対象13事業、 子育て対象8事業、 成人対象19事業、 高齢者対象3事業と 、
　 様々な世代に事業を 実施する こ と ができ ま し た。
・ 令和2年度から 公民館事業の実施方法の見直し に着手し た結果、 新規事業への
　 取組環境が大幅に改善さ れま し た。 引き 続き 、 事業の改善を 図り ながら 新規に
　 企画ができ る よ う 努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

評価理由

【 担当課】

中央図書館

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度には4点の郷土資料を 撮影し 、 著作権等を 確認し て図書館ホーム ペー
　 ジに公開し ま し た。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

中央図書館

・ 進捗はおおむね順調ですが、 令和5年度の実績値が前年度のも のと 比較し て横
　 ばいな状態です。
・ 非来館型サービ ス である 電子書籍の利用登録者が増加し ていま す。
・ 小学校低学年の来館者は、 保護者と 一緒に事業に参加する 家庭が増加し ている
　 傾向にあり ま す。
・ 小・ 中学生の図書館利用のき っ かけと なる 、 読み聞かせや本を 紹介する 事業を
　 実施する こ と で、 小・ 中学生の図書館利用率増加に努めま す。

現在値
（ Ｒ １ ）

目標値
（ Ｒ ７ ）

【 項目】
小・ 中学生の図書館利用率

【 説明】
小・ 中学生の人口に対する 実利用者数（ 当該年度
中に1回以上の資料貸出者） の割合

単位

指標３

指標４

【 担当課】

中央公民館

・ 進捗は順調です。
・ 公民館事業の実施方法の見直し を 行っ た結果、 新規事業の取組が活性化さ れた
　 こ と や包括連携協定等を 活用し たこ と で、 住民のニーズをよ り 捉えら れる よ う
　 になっ たこ と が一つの要因で、 順調に進捗し ていま す。 引き 続き 、 事業の改善
　 を 図り ながら ニーズを 捉えた事業の実施に努めま す。

実　 　 績　 　 値

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
デジタ ルアーカイ ブの公開件数

【 説明】
市立図書館が所蔵する 郷土資料を 、 ホーム ページ
上で自由に閲覧でき る よ う にする ため、 デジタ ル
化し 公開し た件数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
点／年 8 2 3 3 9 2 5 0 2 2 8 5 1 5 1 0 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 9 7 .0 9 7 .3 1 0 0 1 0 0 9 6 .7 1 0 0

【 担当課】

博物館

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度は、 各展覧会での公開資料点数を 増やし 、 館蔵資料を 積極的に活用し た
　 ため高い実績値と なっ ていま す。
・ 今後も 展覧会で館蔵資料を 有効に活用する と と も に、 ホーム ページやＳ Ｎ Ｓ によ り
　 館蔵資料の魅力を 発信する など 新たな公開方法を 検討し 、 目標値を 達成でき る よ う
　 努めま す。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

博物館

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度の実績値が令和4年度の実績値よ り 減少し ていま すが、 高い水準を 保っ
　 ていま す。
・ 満足度向上のため、 引き 続き 、 市民のニーズを 取り 入れながら 、 魅力ある 事業の
　 実施に努め、 講座内容の向上に取り 組みま す。

【 項目】
博物館講座・ 教室受講満足度

【 説明】
受講者アン ケート において「 大変良かっ た」 「 良
かった」 と 回答のあっ た割合

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

指標６

実　 　 績　 　 値

担当課評価

施策 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 項目】
展覧会での館蔵資料の公開点数

【 説明】
展覧会で公開し た館蔵資料の点数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
指標５
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総合評価

A

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 特に指標１ と 指標２ に係る 公民館事業については、 高い実績値を 保っ ており 、 生涯
学習活動の推進のための取組が順調に進んでいま す。
　 し かし 、 指標４ の「 小・ 中学校の図書館利用率」 については、 近年、 現在値に対し
て実績値が下回る 状況が続いてま す。 図書館利用率を 増加さ せら れる よ う 、 令和4年度
に策定し た「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づいた取組を 進め、 実績値
の向上に努めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 小・ 中学生の図書館利用率が低いのは、 図書館自体の数が少ないこ と が原因の一つ
　 にある と 考える 。 図書館自体の数を 増やすのは難し いと 思う が、 地域連携や市内の
　 公共施設に図書を 分けて置く など 、 こ ど も たちが身近に図書に触れら れる 環境づく
　 り の取組も 進めていただき たい。
・ 公民館の事業について、 今後も 様々な世代が参加し やすい環境を 整えていく こ と も
　 必要である 。
・ 複合施設の中にある 公民館については、 他の業務が多岐にわたる ため、 公民館の業
　 務が後回し と なっ ている 印象を 受けている 。 学校と の連携も 少ないと 感じ ており 、
　 今後は公共施設と し て、 横のつながり も 意識し て取り 組んでいただき たい。
・ 公民館の講座開催等を 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人等の外部の団体に任せる など 、 団体を 活用し て
　 いく 工夫も 今後必要である 。
・ 公民館や博物館等の社会教育施設の改修は重要であり 、 施設が綺麗に更新さ れる こ
　 と で、 入館者の増加にも つながる と 考えら れる ため、 今後も 計画的に進めていただ
　 き たい。
・ 博物館と 学校と の連携は成功し てき たと 思う が、 今後は、 時代の変化も 踏ま えて川
　 越を 取り 巻く 環境にも 注視し ながら 、 観光客を 意識し た視点を 持っ て運営し ていく
　 こ と も 必要である 。

施策 ８ 　 生涯学習活動の推進
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 公民館運営協力委員会を 開催し 、 情報提供等を 行っ て意見を 聴取し 、 市民へのき め細かな学
　 習機会の提供に生かし ま す。
・ 公民館職員の研修を 実施し 、 社会教育活動指導者と し ての意識向上及び学習事業の主催者や
　 コ ーディ ネータ ーと し ての技術向上を 図り ま す。
・ 公民館事業の実施状況について、 公民館運営審議会等の協力を 得つつ、 自ら 点検及び評価を
　 行い、 その結果を 地域住民に対し て公表し ていき ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 令和5年度においても 全公民館職員を 対象に、 Ｓ Ｎ Ｓ 等を 活用し た事業の周知方法につい
　 てス キルアッ プを 図る 研修を 実施し ま し た。 事業改善のス キ ルを 習得する 研修を 引き 続き
　 実施し ていき ま す。

細 施 策 ①ラ イ フ ス テージにおける 課題や現代的課題の学習

施 策 の 内 容

・ 健康や環境、 防災、 多文化共生、 情報革新と いっ た社会情勢に応じ て変化する 課題に対応し
　 た講座等を 開催し 、 地域の特色と 社会の要請に応じ た学習機会を 提供し ま す。
・ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 公民館においても 地域と と も に取り 組んでいける よ う 、 課題解決に対応し た講座
　 を 実施し ま す。
・ 川越の自然、 歴史、 文化、 環境など を 学び、 地域に対する 関心を 高める ため、 地域学習事業
　 を 推進し ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

細 施 策 ②生涯学習活動の拠点と し ての公民館の運営

(1 )市立公民館の充実
担当課

中央公民館

担当課

中央公民館

・ ラ イ フ ス テージにおける 課題や現代的課題の学習の事業 286事業実施 延べ参加者数
　 28, 679名

・ 実施し た事業は令和4年度の293事業から 7事業減少し ま し たが、 延べ参加人数は9, 833人
　 増加し ま し た。 高校生対象の消費者教育や高齢者向けのス マホ講座など 、 各世代の現代
　 的課題に応じ た事業を 実施し ま し た。

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症が5類感染症へ移行し たこ と によ り 、 未実施の事業数は令和
　 4年度に比べ減少し たため、 今後は、 現役世代や新規受講者の増加を 図る こ と が課題と
　 なっ ていま す。

・ 事業実施において、 電子申請での申込、 抽選方式の採用、 土日平日夜間の事業開催等を
　 検討し 、 様々な世代がよ り 事業に参加し やすい環境を 整えていき ま す。

・ 公民館運営審議会 4回
・ 公民館運営協力委員会　 27回（ 14委員会）
・ 公民館職員研修 初任者研修 1回、 事業改善研修 1回
・ 事業の実施状況の公表 令和4年度公民館事業記録を 作成し 、 公表

・ 各公民館運営協力委員会において聴取し た意見を 参考に、 各館において実施事業の改善に
　 取り 組んでいま す。

・ 現在実施し ている 職員研修は、 関係法令等の知識習得を 主と し た初任者研修が中心と なっ
　 ており 、 実施事業の改善には研修を 通じ て職員を 育成する 必要があり ま す。
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【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標２

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 身近な学習施設、 地域活動の拠点と し て公民館を 整備し 、 地域の実情に合わせ、 施設の複合
　 化等を 検討し ていき ま す。
・ 地域の学習拠点と し ての機能を 発揮する ため、 公民館施設の修繕や施設設備の更新を 行い、
　 誰も が利用し やすい快適な施設環境を 提供し ま す。

地域教育支援課・ 中央公民館

令和5 年度の
主 な 実 績

【 地域教育支援課】
・ 川越市霞ケ関北公民館改築工事実施設計、 川越市霞ケ関北公民館建設予定地地質調査業務
　 委託
【 中央公民館】
・ 川越市霞ケ関公民館ほか空調設備改修工事
・ 川越市山田公民館男子ト イ レ 改修工事
・ 空調設備更新（ 6公民館）
・ 修繕実施件数　 101件（ 要望件数　 108件　 実施率94％）

現 状 ・ 課 題

【 地域教育支援課】
・ 令和4年度に基本設計、 令和5年度に実施設計及び地質調査を 行いま し た。 令和6年度よ り 市
　 民部地域づく り 推進課へ所管替えと なり 、 仮称霞ケ関北市民セン タ ー整備事業と し て、 整備
　 する こ と と なり ま し た。
【 中央公民館】
・ 大規模な空調工事と ト イ レ 洋式化改修工事を 各1件実施し ま し た。
・ 設備の古く なっ た空調を 6公民館について更新する こ と ができ ま し た。

【 中央公民館】
・ 施設の老朽化が進んでいる こ と から 、 今後も 突発修繕に対応し ながら 計画的な修繕を
　 進めていく 必要があり ま す。 （ 修繕実施率94％）

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 中央公民館】
・ 施設修繕については、 利用者の安全第一の部分（ ラ イ フ ラ イ ンや空調機） を 今後も 優先的に
　 実施する よ う に努めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 空き 部屋を 活用し た自主学習の場づく り のための取組　 4公民館　 延べ参加者数 2, 829名

現 状 ・ 課 題

・ 地域の実情に応じ て、 4公民館で試行的に実施し 、 延べ参加者数は令和4年度の825名から
　 大幅な増加と なり ま し た。

・ 事業の実施は使用率にも 影響さ れる こ と から 施設の使用率の高い施設では取り 組みづら い
　 状況です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 空き 部屋の活用を 試行的に実施し ながら 、 施設利用率によ ら ない図書コ ーナーやロ ビ ーと
　 いっ た共有ス ペース を 活用し た環境づく り を 進めま す。

細 施 策 ④公民館の設置及び既存公民館の整備

細 施 策 ③公民館を 活用し た子ど も の居場所づく り の推進

施 策 の 内 容
・ 行政と 地域の団体や住民等が連携・ 協働し 、 放課後、 子ど も たちが勉強やス ポーツ 、 文化活
　 動を 行える 居場所づく り を 推進し ま す。

(1 )市立公民館の充実
担当課

中央公民館

担当課
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【 施策の柱】
関連指標

指標３

現状

課題

関連指標

指標４

現状

課題

施 策 の 内 容

・ 市民の多様な学習活動に即し た講座や講演会等の事業を 推進し ま す。
・ 読み聞かせボラ ン ティ アや関係機関と 連携し 、 子ど も が読書に親し む環境づく り に努めま
　 す。
・ 図書や図書館への興味・ 関心を 持たせる ため、 市立図書館職員の学級訪問等を 通じ て、 読書
　 活動の推進に努めま す。
・ 小・ 中学生に薦めたい図書のリ ーフ レ ッ ト を 作成し 、 児童生徒が読書に親し む環境の充実に
　 努めま す。

細 施 策 ①図書館サービ ス の充実

細 施 策 ②図書館を 利用し た学習活動の推進

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 蔵書数4館合計　 883, 563点
・ デジタ ルアーカイ ブのコ ン テン ツ 数　 24点
・ 情報提供サービ ス 　 6, 603件（ 中央）
・ 図書・ 雑誌・ 視聴覚資料等の貸出　 1, 407, 549冊
・ 障害者等への郵送貸出サービ ス 　 図書等　 219点
・ 情報提供サービ ス の事例公開件数（ レ フ ァ レ ン ス 協同データ ベース ） 　 6件
・ 電子書籍　 貸出延べ回数　 16, 140回、 登録者数　 14, 073名
・ 相互貸借　 貸出冊数　 4, 966冊、 借受冊数　 9, 318冊
・ 川越市民の相互・ 広域利用貸出冊数　 223, 509冊
・ 学校への図書団体貸出　 小学校　 4, 644冊、 中学校　 635冊、 高校　 229冊

現 状 ・ 課 題

・ 図書館の収集方針に基づき 、 市民の要望に沿っ た資料の収集に努めていま す。
・ 近隣市町図書館と の相互貸借を 行い、 市立図書館に所蔵が無い資料も 利用者に提供し ていま
　 す。

・ 電子書籍の充実や郵送貸出サービ ス など 、 特に非来館型サービ ス への要望が多様化し てい
　 ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 利用者の要望に応えら れる よ う 蔵書の充実に努めま す。 郷土資料の有効活用を 図る ため、
　 引き 続き 、 デジタ ルアーカ イ ブのコ ン テンツ 数の増加や情報提供サービ ス の事例公開に取
　 り 組みま す。
・ 利用者から の多様化する 要望に応える ため、 各種図書館サービ ス の充実に取り 組みま す。

施 策 の 内 容

・ 地域の情報拠点と し て、 こ れま で以上に図書館サービ ス の向上を 図る 取組を 推進し ま す。 ま
　 た、 図書館利用に困難があ る 人に配慮し た図書館サービ ス を 行い周知に努めま す。
・ 市民の多様な要望に応える ために、 各分野の資料の収集に努め、 地域資料を 整備し ま す。
・ 地域に関する 情報提供サービ ス の事例を 公開し 、 貴重な郷土資料の有効活用を 図り ま す。
・ いつでも ど こ でも 利用可能な電子書籍の拡充や情報のデジタ ル化を 推進し ま す。
・ 近隣市町と の図書館相互・ 広域利用及び大学や市立小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学
　 校図書室等と の連携を 図り ま す。
・ 児童生徒の調べ学習及び読書活動推進等に向け、 市立図書館から 学校への図書貸出を 推進し
　 ま す。

(2 )市立図書館の充実
担当課

中央図書館

担当課

中央図書館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 講座及び展示等（ 郷土資料解題講座、 映画会、 各種おはなし 会など ） 　 957回開催
・ 小学校3年生に対し 、 学級訪問及び学級招待を 実施（ 32校、 92学級、 2, 829名参加）
・ 小学校1年生に対し 、 学級訪問を 実施（ 10校、 30学級、 875名参加）
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト 配布　 小学生用　 4回、 中学生用　 1回

現 状 ・ 課 題

・ 読み聞かせボラ ン ティ アや関係機関と 連携し ておはなし 会など の事業を 実施し ていま す。
・ 学級訪問及び学級招待を 実施し 、 学習活動を 推進し ていま す。
・ 推薦図書を 掲載し たリ ーフ レ ッ ト を 配布し ていま す。

・ 「 川越市立図書館運営方針」 に沿っ た事業の推進を 、 計画的に行う 必要があり ま す。
・ 関係各課と 連携し 、 学習活動を 推進する 必要があり ま す。
・ 中学生の利用率が低いため、 図書館利用の方策を 検討する 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 「 川越市立図書館運営方針」 に関連する 各種事業について、 課題の整理を 行いま す。
・ 「 第四次川越市子ど も 読書活動推進計画」 に基づき 、 学校への団体貸出冊数や児童図書貸出
　 冊数の拡大など に取り 組みま す。
・ 学習活動推進のため、 調べ学習など で図書館利用を 促進する よ う 、 学級訪問等の機会にＰ Ｒ
　 を 行いま す。
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【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 企画展「 も ののふの美」 　 入館者数6, 247名（ 令和5年度分）
・ 収蔵品展「 資料で見る 戦争と 川越」 　 入館者数6, 641名
・ 埼玉県名刀展「 大名家のお抱え刀工」 　 入館者数4, 606名
・ 企画展「 酒と 宴」 　 入館者数11, 677名
・ 館蔵資料公開「 職人の道具」 　 入館者数2, 013名（ 令和5年度分）
・ 年間入館者数57, 041名（ 前年度比87. 2％）
・ ホームページに収蔵資料紹介コ ーナーを 新設
・ 「 受付脇展示ケース 」 や「 ふる さ と のま つり コ ーナー」 の展示情報を Ｓ Ｎ Ｓ で発信
・ 展示模型の補強改修を 実施し 、 キャ プショ ン を リ ニュ ーアル

現 状 ・ 課 題

・ 令和5年度の博物館の入館者数は、 令和4年度と 比べて8, 370名の減少と なり ま し た。
・ 令和5年12月4日から 令和6年3月15日ま でト イ レ 工事によ る 休館期間があり ま し た。

・ 休館中でも 、 博物館の展示に興味・ 関心を 持っ ても ら える よ う な情報発信の手法の検討が
　 必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 受付脇展示ケース やふる さ と のま つり コ ーナーの最新情報を 引き 続き ホームページや
　 Ｓ Ｎ Ｓ で発信する と と も に、 川越シャ ト ルのデジタ ルサイ ネージへ展示情報の掲載を
　 検討し ま す。
・ 小・ 中学校の学習にも 活用でき る こ と から 、 展示・ 館蔵資料の情報を ホームページや
　 Ｓ Ｎ Ｓ を 通じ て発信する こ と について、 引き 続き 検討し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 中央図書館については建設から 40年、 西図書館及び川越駅東口図書館については建設から 22
　 年経過し ており 、 冷暖房設備など 各種設備の計画的な改修を 進めていま す。

・ 「 川越市立図書館運営方針」 に沿っ た事業の推進を 、 計画的に行う 必要があり ま す。
・ 全図書館を 対象と し た計画的な改修を 検討し ていき ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ ク ラ ッ セ川越の施設の修繕箇所を 調査し 、 庁内関連課の協力を 得ながら 、 図書館の改修計画
　 策定に向け準備を 進めま す。

細 施 策 ①展示機能の充実

施 策 の 内 容

・ 多様化する 市民の学習活動への対応と 観光に貢献する 施設と し て、 常設展示の充実を 図り ま
　 す。
・ 新たな研究成果を 反映さ せる と と も に、 学びやすい展示など 、 魅力的・ 効果的な企画や展示
　 機能の充実に努め、 市民はも と よ り 市外から の来館者の増加を 図り ま す。

(3 )市立博物館の充実
担当課

博物館

(2 )市立図書館の充実
担当課

中央図書館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 中央図書館管理者用エレ ベータ ー改修工事実施
・ 西図書館事務室系統空調設備改修工事実施
・ ク ラ ッ セ川越受変電設備制御機器等改修工事実施
・ 中央図書館非常放送設備交換修繕
・ ク ラ ッ セ川越自動ド ア駆動部及び防護柵取付修繕

細 施 策 ③図書館施設運営整備事業の推進

施 策 の 内 容
・ 時代のニーズに応じ た図書館運営方法について検討を 進めま す。
・ 老朽化し た施設・ 設備の整備、 改修を 計画的に実施し ま す。
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【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

関連指標

指標５

現状

課題
現 状 ・ 課 題

・ 講座教室等の事業開催件数は、 令和4年度の27件から 5件増えて32件と なり ま し た。
　 学校利用数は、 令和4年度の304校から 19校減少し 285校と なり ま し た。
・ 令和5年12月4日から 令和6年3月15日ま でト イ レ 工事によ る 休館期間があり ま し た。

・ 今後はそれぞれの事業の実施内容について充実を 図り 、 参加者の満足度を 高める ための検討
　 が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 各種事業の実施内容について博物館を 利用さ れる 方々によ り 満足いただける よ う 、 講師と の
　 事前協議や担当内で新事業の検討を 重ねて改善に努めま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 今後も 貴重な郷土の歴史資料について系統的な収集を 行う と と も に、 館内の収蔵環境が良好
  に保てる よ う 、 資料整理計画に基づき 、 物品・ 資料の効率的な収納を 進めま す。
・ 恒常的な収蔵ス ペース の確保に向け、 市所有の未活用施設等の情報収集に努める など の取組
  を 行いま す。

細 施 策 ③教育普及事業の充実と 学校教育と の連携強化

施 策 の 内 容

・ 社会教育施設と し て、 幅広い世代の学習要求に応えら れる 多く の事業を 展開する と と も に積
　 極的な情報発信を 行い、 市民の利用機会の向上を 図り ま す。
・ 児童生徒が川越の歴史や文化等に興味や関心を 持つこ と ができ る 学習活動の更なる 充実を 図
　 り 、 学校教育と の連携を 進めま す。

担当課

博物館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 講座教室等の事業開催件数　 32件、 参加者数1, 131名
　 （ 大人向け事業 参加者数834名、 こ ど も 向け事業 参加者数297名）
・ 教育活動の一環と し て博物館を 利用し た学校数　 延べ285校・ 参加者数24, 176名
　 （ 市内延べ94校・ 参加者数7, 801名、 市外延べ191校・ 参加者数16, 375名）
・ 出前授業の実施数　 市内小中学校96学級
・ 「 のぞいてみよ う 　 人々のく ら し のう つり かわり 」 展　 入館者数2, 827名

施 策 の 内 容
・ 川越の歴史と 文化に係る 資料の収集・ 整理に努める と と も に、 その保存と 活用を 図り ま す。
・ 資料を 保存する 収蔵庫については、 収蔵能力が不足し ている ため、 効率的な収蔵保管に努め
　 る と と も に、 新たな収蔵施設の確保を 検討し ま す。

(3 )市立博物館の充実
担当課

博物館

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 寄贈資料205点　 購入資料18点（ 収蔵資料の累計41, 657点）
・ 資料・ 物品の整理、 点検作業の実施
・ 資料整理マニュ アルおよ び資料整理計画の整備

現 状 ・ 課 題

・ 郷土資料の収集・ 整理に当たっ ては、 限ら れた収蔵ス ペース を 効率的に運用する ため、 資料
　 整理マニュ アルに基づき 整理作業を 継続的に実施し ていま す。
・ 館外収蔵ス ペース については、 旧あけぼの・ ひかり 児童園、 旧吉田学校給食センタ ー、 砂中
  学校金工室を 使用し ていま すが、 いずれも 収納面積が狭く 、 保存環境も 悪いため、 暫定的な
　 利用に留ま っ ていま す。

・ 膨大な資料の整理作業を 進める ため、 計画的に行う 必要があ り ま す。
・ 今後収集し ていく 資料の保管場所の確保およ び、 暫定的に利用し ている 収蔵施設が使えなく
  なっ た場合を 想定し 、 恒常的な収蔵施設の確保について引き 続き 検討が必要です。

細 施 策 ②郷土資料の収集・ 保存

その他の関連指標：指標６
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

指標５

現状

課題

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

施 策 の 内 容

・ 様々な人権課題に対応し た人権教育の充実を 図り ま す。
・ 人権問題を 広く 市民に考えても ら う ため、 各種人権啓発資料の作成・ 活用を 図り ま す。
・ 学校・ 家庭・ 地域と 連携し た各種研修会を 実施し 、 人権課題について正し い理解と 認識を 育
　 むよ う 努めま す。
・ 児童生徒の心身の成長過程に応じ て、 人権尊重の意識を 高め、 一人ひと り を 大切にする 教育
　 を 計画的に推進し ま す。

(4 )人権教育の推進
担当課

地域教育支援課

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 人権啓発資料作成　 人権カ レ ン ダー30, 000部
・ 人推協だよ り 『 人権かわご え』 （ 年2回） 各30, 000部発行
・ 人権作品集『 あけぼの』 を 2, 600部発行、 『 あけぼの』 を 活用し た授業実践
・ 人権教育推進事業　 委嘱公民館3館・ 委嘱校12校
・ 人権教育推進事業における 実践や授業研究会の記録等を 『 川越市の人権教育』 （ 人権教育
　 実践集録） と し てま と め、 200部発行
・ 人権絵画展「 いのち・ こ こ ろを 大切にする 絵画展」 を 市立美術館で開催　 3日間415名

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 高所作業台、 燻蒸庫排水管等の修繕を 実施（ 博物館）
・ 来館者用ト イ レ 改修工事を 実施（ 博物館）
・ 防災設備等の設備保守点検を 実施（ 博物館）
・ 店蔵耐震化工事請負契約を 締結・ 着工（ 蔵造り 資料館）

現 状 ・ 課 題

・ 資料運搬用エレ ベータ ー、 非常照明設備用蓄電池設備など 施設設備が老朽化し ていま す。
・ 蔵造り 資料館店蔵の工事請負契約を 締結し 、 令和8年度ま での工期で着工し ま し た。

・ 博物館の施設設備の改修を 進める 必要があり ま す。
・ 蔵造り 資料館店蔵耐震化工事について計画通り 進めていく 必要があり ま す。
・ 耐震化事業は長期化が見込ま れま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 博物館については、 老朽化、 破損し た箇所の修繕を 順次進めま す。
・ 蔵造り 資料館店蔵耐震化工事について、 関係各所と 連携し て、 引き 続き 適切に施工管理し
　 ていき ま す。

細 施 策 ①人権教育の充実

人権作文・ 標語・ 絵画応募総
数（ 点）

695 726 724

細 施 策 ④博物館・ 蔵造り 資料館の整備

施 策 の 内 容
・ 社会教育施設及び観光拠点施設と し ての機能を 充実さ せる ため、 博物館の整備を 図る と と も
　 に、 蔵造り 資料館の耐震化を 着実に進めま す。

担当課

博物館

(3 )市立博物館の充実

・ 人権啓発資料や人権教育に関わる 成果物を 作成し 活用する こ と で、 同和問題を はじ めと する
　 様々な人権課題に対応し た人権教育を 推進する こ と ができ ま し た。

・ 同和問題を はじ めと する 様々な人権課題を 解決し 、 差別のない明る い地域社会を つく る ため
　 にも 、 学校・ 家庭・ 地域が三位一体と なり 、 連携を 強めた取組を よ り 一層推進し ていく 必要
　 があ り ま す。

・ 連携を 深める 取組の一つと し て、 当課で所管する 川越市人権教育推進協議会主催の人権啓発
　 フ ィ ルム 研修会や人権教育実践報告会の実施に当たり 、 子ど も 会育成会やＰ Ｔ Ａ 、 ま た教職
　 員等が、 各種テーマに基づき 意見交換を する 場を 設け、 相互理解が深ま る よ う にし ていき ま
　 す。
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【 施策】 　 ８ 　 生涯学習活動の推進

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

細 施 策 ③関係機関・ 団体等と の連携

施 策 の 内 容
・ 関係機関・ 団体等と 連携し た教育活動を 推進し ま す。
・ 自治会等と 連携し た教育活動を 推進し 、 学習の場と し ての集会所事業を 推進し ま す。

成 果 実 績

施 策 の 内 容
・ 様々な人権課題の解決を 目指し 、 市民一人ひと り が正し い認識を 深める ため、 人権教育指導
　 者養成に努めま す。
・ 様々な人権課題を 網羅的に扱う よ う 、 計画的に教職員研修を 行いま す。

成 果 実 績

細 施 策 ②人権教育指導者の養成

公民館における 人権教育指導
者養成講座参加者数（ 名）

1, 265 1, 899 1, 441

令和5 年度の
主 な 実 績

(4 )人権教育の推進
担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

・ 公民館における 人権教育講座の実施　 市内18公民館　 27講座　 参加者1, 441名
・ 人権教育指導者養成講座を 川越市小堤集会所協力委員会で実施　 4回　 参加者109名

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 持続可能な集会所事業の実施に向けて、 集会所事業の在り 方を 大き く 見直すと と も に、 各種
　 講座一つ一つの目的や内容を 再構築し ていき ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 各公民館や小堤集会所において、 人権教育講座や人権教育指導者養成講座を 計画通り に実施
　 する こ と ができ ま し た。

・ 市民セン タ ー構想によ る 公民館事業の見直し に伴い、 人権教育講座の事業確保が課題と なっ
　 ており 、 人権教育講座の在り 方を 見直す必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 人権教育講座の実施方法について、 複数の公民館によ る 合同開催も 可能と し たり 、 一つの講
　 座に対する 参加対象者を 拡大さ せたり する こ と で、 よ り 多く の市民が人権に対する 正し い理
　 解を 深めら れる よ う にし ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市小堤集会所習字教室　 24回　 参加者657名
・ 川越市小堤集会所事業
　 　 フ レ ン ド ス ク ール　 2回　 173名
　 　 女性講座　 　 　 　 　 3回　  43名
　 　 成人・ 高齢者講座　 4回　  74名

現 状 ・ 課 題

・ 小堤集会所事業について、 コ ロ ナ禍前のよ う なかたちを 目指し て実施する こ と ができ ま し
　 た。 特に、 フ レ ン ド ス ク ールや成人・ 高齢者講座における 視察研修や、 集会所事業の集大
　 成でも ある 集会所ふれあいま つり を 4年ぶり に実施する こ と ができ 、 多く の方から 充実し
　 た感想を 得る こ と ができ ま し た。

・ コ ロ ナ禍を 経たこ と で、 こ れま で慣例と し て進めてき たこ と など に理解を 求める こ と が難し
　 く なっ ており 、 集会所事業の在り 方を 見直す必要があり ま す。

担当課

地域教育支援課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

ふれあ いま つり 参加者数
（ 名）

― ― 161
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Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
件 7 5 7 8 8 2 8 6 9 0 9 3

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
人／年 3 5 8 1 2 5 9 5 4 5 0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
％ 3 0 .4 3 3 .4 3 6 .4 3 6 .6 4 4 .6 5 0 .0

Ｒ ２ Ｒ ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７
学級 2 6 6 7 4 1 8 5 3 0 4 2 7 9 2 8 5

施策 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 項目】
伝統的建造物の復原等修理費への助
成件数

【 説明】
川越の町並みを 市民や来街者が歩いて体感でき る
よ う 実施し た伝統的建造物の復原等修理費助成の
累計件数

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
重要伝統的建造物群保存地区の防災
に関する 活動への参加人数

【 説明】
重要伝統的建造物群保存地区及びその付近に整備
し た防災設備を 使用し ての防災訓練等の参加人数

指標１

指標２

実　 　 績　 　 値

担当課評価

【 担当課】

都市景観課

・ 進捗は順調です。
・ 経過目標程度の修理事業等を 計画的に実施し ていま す。
・ 令和5年度は蔵造り 町家4件の修理事業に助成を 行い、 外観の保全と 安全性の
　 向上を 図る こ と ができ ま し た。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

担当課評価

【 担当課】

文化財保護課

・ 進捗は順調です。
・ 令和5年度は、 保存活用計画策定に向けて検討を 行いま し た。 ま た、 史跡外の未整備
　 地に敷設する 道路用地の発掘調査を 行いま し た。
・ 令和6年度は保存活用計画の策定及び史跡外の未整備地の整備事業を 進める ため、
　 今後も 進捗率が上昇する 見込みです。

実　 　 績　 　 値

担当課評価

・ 進捗は順調ですが、 令和5年度の実績値が令和4年度よ り も 減少し ている ため、 今後
　 の取組には改善が必要です。
　 （ 文化財保護課： 5学級、 博物館274学級）
【 文化財保護課】
・ 学校から の依頼が減少し たため、 教員等と 協議し 、 よ り 学習効果が高ま る よ う 工夫
　 する 必要があり ま す。
【 博物館】
・ 令和5年度は、 バス 利用によ る 博物館内授業の天候不良によ る 一部中止等によ り 、
　 令和4年度よ り も 実績値が若干減少し ま し た。 引き 続き 、 学校と 連携し 、 目標値
　 を 達成でき る よ う 努めま す。

指標４

【 項目】
郷土学習を 受けた学級数

【 説明】
文化財保護課・ 博物館職員によ る 出前授業と バス
利用によ る 博物館内授業を 受けた学級数の合計

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 担当課】
文化財保護課

博物館

指標３

【 担当課】

都市景観課

・ 進捗は順調です。
・ 昨年度同様、 開催内容を 工夫し たこ と に加え、 一番街通り のテナン ト 店舗にも お
　 知ら せを 配布する など 周知を 徹底し たこ と で、 目標値を 超える 参加があり ま し た。
・ 今後は、 テナン ト 店舗の従業員や地区のこ ど も たちの参加率を 高めら れる よ う 、
　 周知方法や訓練内容を 工夫し ていき ま す。

実　 　 績　 　 値

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）

【 項目】
河越館跡地の史跡公園整備事業進捗
率

【 説明】
国指定史跡河越館跡の指定範囲内における 史跡公
園整備事業の進捗率

単位
現在値

（ Ｒ １ ）
目標値

（ Ｒ ７ ）
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総合評価

Ａ

総 合 評 価 に
つ い て

　 全体と し て進捗は順調であり 、 評価も 良好です。
　 特に指標３ の「 河越館跡地の史跡公園整備事業進捗率」 については、 史跡外の未整
備地に敷設する 道路用地の発掘調査を 行う こ と で、 大き く 目標値に近づける こ と がで
き ま し た。 今後は保存活用計画の策定及び史跡外の未整備地の整備事業を 進め、 文化
財の保存と 活用のための取組を 継続し ま す。
　 指標４ の「 郷土学習を 受けた学級数」 については、 高い水準を 保っ てはいま すが、
昨年度よ り 実績値が減少し てし ま いま し た。 引き 続き 、 学校と 連携し 、 実績値の向上
に努めま す。

学 識 経 験 者
意 見 等

・ 伝統的建造物の復原等修理費への助成については、 昨今の資材単価の高騰も あり 、
　 財源負担の問題が大き いと 思う が、 今後も 計画的に実施し ていただき たい。
・ 山王塚古墳が国史跡に指定さ れ、 こ のよ う な史跡がある こ と は郷土学習の面でと
　 ても よ い。 ま た、 地域社会と 山王塚古墳の関係から の視点も 持っ て取り 組んでい
　 く と よ いと 考える 。
・ 川越市文化財保存活用地域計画が文化庁に認定さ れたが、 施設、 公園の整備、
　 伝統的建造物の保存や民俗芸能と いっ たこ と を 、 次世代にど のよ う につなげてい
　 く かは大き な課題である 。 今回の計画後のその先さ ら に5年、 10年も 見越し なが
　 ら 計画を 進めていただき たい。
・ 文化財の保存と 活用にあっ ても 、 行政だけでなく 地域も 一体と なっ て取り 組む必
　 要があり 、 人と 人と のつながり は今後のキーワ ード になってく る と 考える 。 次世
　 代にも 文化財の大切さ や必要性を 認識し ていただく よ う な取組を 進めていただき
　 たい。

施策 ９ 　 文化財の保存と 活用
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

関連指標

－

現状

課題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 埋蔵文化財調査は、 民間の開発計画に合わせて、 効率的に調査を 実施でき る よ う 委託等の活
  用を 検討し ま す。
・ その他文化財調査は、 「 川越市文化財保存活用地域計画」 の方針に基づき 計画的な調査に
  努めま す。

細 施 策 ②無形民俗文化財の保存と 後継者の育成

施 策 の 内 容
・ 地域ぐ る みで保存継承する 体制の確立を 支援し ま す。
・ 後世に伝える ための後継者育成の取組を 積極的に支援し ま す。
・ 映像や画像によ る 記録を 行い、 保護団体によ る 文化財の伝承に活用でき る よ う 努めま す。

成 果 実 績

担当課

文化財保護課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

後継者養成事業実施団体数
（ 件）

12 12 16

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 後継者養成・ 保存事業実施団体数 16件

細 施 策 ①文化財の保存と 活用

施 策 の 内 容

・ 貴重な歴史的財産である 文化財を 後世に残し 、 伝える ために、 文化財の保存に努める と と も
　 に、 関係各課と 連携し 、 文化財の価値を 生かし た活用を 積極的に図り ま す。
・ 文化財を 次代に継承する ため、 所有者支援の在り 方について関係者と と も に検討し ま す。
・ 効率的な試掘・ 確認調査等の実施によ り 、 埋蔵文化財に関する 基礎情報の収集に努め、 工事
　 関係者と の保護調整によ り 、 埋蔵文化財の効果的な保存を 図り ま す。
・ 未指定を 含めた文化財について、 地域社会と と も にその保存・ 活用を 総合的かつ計画的に実
　 行する ため、 文化財保存活用地域計画を 策定し ま す。

成 果 実 績

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 令和元年度～4年度は、 『 川越市の文化財』 発刊に向けた既存の指定文化財の確認調査が
　 多かっ たですが、 令和5年度は通常の体制に戻り ま し た。
・ 埋蔵文化財調査は、 民間の開発に伴う 試掘調査が多い状況です。

・ その他文化財調査は、 突発的な事案が多いため、 優先度を 考慮し 計画的に調査し 、 対応し て
　 いく 必要があり ま す。

(1 )文化財の保存と 活用
担当課

文化財保護課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

文化財調査件数（ 件） 48 29 22

・ 埋蔵文化財調査件数 81件（ 発掘調査件数 4件、 試掘調査件数 77件）
・ その他文化財調査件数 22件
・ 永島家住宅（ 旧武家屋敷） 見学者数 1, 811名、 教育施設等への埋蔵文化財貸出件数 5件、
　 博物館等での県指定文化財の公開件数 6件
・ 川越市文化財保存活用地域計画が文化庁よ り 認定（ R5. 12. 15）

現 状 ・ 課 題

・ コ ロ ナ禍によ り 中断し ていた民俗芸能練習等の活動が再開し 、 事業の実施団体数がコ ロ ナ禍
　 以前の数値に戻り ま し た。
・ 民俗芸能後継者養成や祭礼行事の保存、 用具の保存修理等の事業に対し 、 保護団体に補助金
　 を 交付し ま し た。 用具修理に関する 相談について、 技術的な指導・ 助言を 行いま し た。

・ 少子高齢化等の影響も あり 、 地域の伝統行事や民俗芸能の継承が課題です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 民俗芸能の後継者養成、 祭礼行事の保存、 用具の保存修理のため、 補助金に関する 情報を
　 収集する と と も に、 適切に補助金を 保護団体へ交付し ていき ま す。
・ 特に、 継承が難し く なっ ている 民俗芸能・ 祭礼行事について、 団体への聞取り 調査を 継続
　 し て実施し 、 各団体が抱える 課題を 把握する と と も に、 対応策を 検討し ていき ま す。
・ 平成29年度よ り 実施し ている 無形民俗文化財行事の映像記録保存について、 未撮影の行事を
　 優先に、 地域の方々と 協議し ながら 進めていき ま す。
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

指標１

現状

課題

関連指標

指標３

現状

課題

細 施 策 ④河越館跡の整備・ 活用

施 策 の 内 容
・ 郷土学習の場、 市民の憩いの場と し て河越館跡史跡公園等の整備を 継続し 、 市民や自治会等
　 の公共団体、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人、 大学等と 協働し てその有効活用を 図り ま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

課 題 解 決 の
た め の 取 組

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 保存修理事業（ 国庫補助対象） /山崎家住宅店蔵: 木工事・ 屋根工事・ 左官工事・ 塗装工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 板金工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  小谷野家住宅店蔵: 木工事・ 石工事・ 左官工事・ 塗装工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  平岩・ 矢萩両家住宅主屋 : 木工事・ 瓦工事・ 左官工事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  宮岡家住宅店蔵: 左官工事
・ 地区の啓発パン フ レ ッ ト 作成/伝建地区の建造物ＭＡ Ｐ ・ 防災ガイ ド
・ 歴史的建造物の保存技術の継承策の立案に伴う ヒ アリ ン グ調査の実施
・ 防災訓練支援/川越ま つり 会館での地元主体の防災訓練の実施

担当課

文化財保護課

・ 川越市河越館跡整備検討委員会を 3回開催し 、 保存活用計画（ 素案） の内容を 審議
・ 史跡内を 南北に縦断する 市道の移設に向け、 移設先である 史跡外未整備地内道路用地の
　 発掘調査を 実施

・ 史跡の計画的な保存と 活用を 図る ために、 川越市河越館跡整備検討委員会にて保存活用計
　 画の検討を し ていま す。

・ 史跡外の未整備地の整備事業を 遅滞なく 実施する 必要があり ま す。
・ 史跡内の未整備地の整備事業を 進める ための検討を する 必要があり ま す。

・ 河越館跡の適切な保存と 活用の計画的実施のために、 保存活用計画を 策定し ま す。
・ 令和6年度は、 河越館跡史跡公園の整備に向けて、 史跡外の未整備地の整備事業を 進めま す。
・ 令和5年度に策定し た「 川越市文化財保存活用地域計画」 を 踏ま え、 中長期的なス ケジュ ール
　 も 含めて検討し ま す。

現 状 ・ 課 題

・ 伝統的建造物所有者の修理要望の把握及び保存対策調査を 計画的に実施し たこ と によ り 、 修
　 理件数累計が想定目標値を 上回っ ており 、 順調に進捗し ていま す。
・ 伝統工法の技術継承のために、 技術者へのヒ アリ ン グを 実施し 、 課題抽出を 行っ ていま す。

・ 地区の住民や事業者等が災害発生時に適切な活動ができ る よ う 地域主体によ る 定期的な訓
　 練の実施を 支援し 、 防災意識を 醸成する 必要があり ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 保存修理事業を 計画的に実施し ていく ため、 引き 続き 伝統的建造物所有者の意向把握や保存
　 対策調査によ る 現状把握に努めま す。
・ 市が交付する 補助金の財源を 確保する ため、 文化庁等と の連絡調整に努めま す。
・ 歴史的建造物の保存技術の継承策の検討に向けて、 引き 続き 伝統工法の技術を 有する 技術者
　 や関係団体等を 対象と し たヒ アリ ン グ調査を 実施し ま す。
・ 周知方法や開催内容を 工夫し ながら 自治会等を 中心と し た防災訓練の開催を 支援し ていき ま
　 す。

(1 )文化財の保存と 活用
担当課

都市景観課
細 施 策 ③重要伝統的建造物群保存地区の保存整備事業の充実

施 策 の 内 容

・ 伝統的建造物の保存修理等を 実施し 、 あ わせて官民連携によ る 保存技術の継承や、 担い手
　 の確保と 育成等に努めま す。
・ 伝統的建造物の耐震化や自主防災体制の整備に努めま す。

その他の関連指標：指標２
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

成 果 実 績

細 施 策 ⑤山王塚古墳の保護

施 策 の 内 容
・ 国内で最大規模の上円下方墳である 山王塚古墳について、 未来に伝える べき 貴重な文化財と
　 し て国指定史跡と する こ と を 目指し 、 関係機関と 協議を 進めていき ま す。

山王塚古墳現地説明会等参加
者数（ 名）

21 124 202

令和5 年度の
主 な 実 績

現 状 ・ 課 題

・ 令和5年3月20日、 国史跡に指定さ れま し た。 現在は川越市で保存管理を 行っ ていま す。

・ 史跡の保存活用のための取組を 計画的に行う 必要があり ま す。
・ 遺構の保存に必要な範囲のう ち、 地権者、 占有者に指定の同意を 得ら れなかっ た範囲があり
　 ま す。
・ 史跡の価値・ 重要性を 考える と 、 山王塚古墳の存在が十分に認知さ れていない状況にあり ま
　 す。
・ 現状では大半が民有地であ る ため、 今後土地の公有化が必要です。

(1 )文化財の保存と 活用
担当課

文化財保護課

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

・ 山王塚古墳の整備に関する こ と を 検討する 山王塚古墳整備検討委員会条例の制定
・ 山王塚古墳調査検討委員会の廃止
・ 令和5年7月21日、 22日に現地見学会の実施

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 山王塚古墳の整備と 活用を 促進する ため、 令和6年度に整備検討委員会を 設置し 、 令和7年度
　 に保存活用計画の策定を 目指し ま す。
・ 地権者・ 占有者が利用し ている 範囲以外については、 除草等の環境整備を 実施し 、 史跡の価
　 値を 目視でき る よ う に努めま す。
・ 国指定へ同意が得ら れなかっ た地権者・ 占有者に対し 継続的に説明を 行い、 同意が得ら れる
　 よ う 努めま す。
・ 市民等に対し て、 国指定史跡の歴史的価値を 周知する ため、 今後も 公民館事業等に取り 上げ
　 ても ら う こ と で、 普及啓発に努めま す。
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【 施策】 　 ９ 　 文化財の保存と 活用

【 施策の柱】
関連指標

－

現状

課題

細 施 策 ①文化財保護意識の啓発

(2 )地域の歴史や伝統文化の継承
担当課

文化財保護課

職員を 講師と し て派遣し た
件数（ 件）

11 22 25

・ 先人の営みの中で生ま れ、 大切に護り 伝えら れてき た文化財の価値と 保存の意義について、
　 わかり やすく 多く の人に伝え理解を 深めても ら う ために、 文化財保護意識の啓発に努めま
　 す。
・ 埋蔵文化財は、 日常生活では目に触れる こ と がない地下に存在する こ と から 、 その周知を 図
　 る と と も に、 市民の保護意識の醸成に努めま す。

令和5 年度の
主 な 実 績

・ 川越市の文化財等を 紹介する ホーム ページの更新
・ 公民館等への講師派遣数 25件
・ 主催講座実施
　 令和6年2月3日「 遺跡発表会」 41名参加
　 令和6年1月18日、 2月1日「 たかし な遺産めぐ り 3」 36名参加

現 状 ・ 課 題

・ 埋蔵文化財包蔵地は市内360箇所以上に点在し ており 、 所在・ 範囲を 随時更新し 、 常時窓口で
　 最新の情報を 閲覧でき る よ う に備えていま す。
・ 遺跡発表会を 通し て市内から 出土し た遺物に触れる 機会を 提供し たり 、 フ ィ ールド ワ ーク を
　 行っ たり する こ と で地域の文化財や歴史文化を 身近に感じ ても ら う など 、 主催事業の実施を
　 通し て文化財保護意識の啓発に努めていま す。

・ 民間開発に伴う 発掘調査成果は、 個人資産に関する 情報であ る ため、 公開については慎重に
　 検討する 必要があ り ま す。
・ 市内各地域に存在する 指定文化財等の歴史遺産を 啓発する ため、 公民館等と 協力し 、 市民
　 に向けた講座を 継続し て実施する こ と が必要です。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

・ 発掘調査成果を 発信可能と 判断し た遺跡について、 遺跡発表会や見学会を 通じ て公開し ま
　 す。
・ 文化財保護意識の啓発のため、 市民向け講座を 継続し て実施し ていき ま す。

項目名（ 単位） 令和3年度 令和4年度 令和5年度

施 策 の 内 容

成 果 実 績
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【 施策の柱】
関連指標

指標４

現状

課題

細 施 策 ②地域の歴史・ 伝統文化の継承に向けた学びの促進

(2 )地域の歴史や伝統文化の継承
担当課

文化財保護課・ 博物館

令和5 年度の
主 な 実 績

【 文化財保護課】
・ 出前授業の実施　 5学級
【 博物館】
・ 学校利用　 178学級（ 小学校3年生: 87学級、 6年生: 91学級）
・ 出前授業の実施　 96学級
・ 野外博物館教室の実施　 13名
・ 古文書講座の実施　 延べ134名
・ 民俗芸能実演の実施　 273名
・ 博物館歴史講座の実施　 延べ303名
・ 講演会の実施　 48名

現 状 ・ 課 題

【 文化財保護課】
・ 学校から の要請で出前授業の講師と し て職員を 派遣し ていま す。 毎年継続的に「 川越ま つ
　 り 」 に関する 要望があり 、 その結果、 内容も 充実し 、 質的に向上し ている と 認識し ていま
　 す。
【 博物館】
・ 市内小学校における 3、 6年生の郷土学習と し ての博物館利用、 学校から の依頼によ る 出前授
　 業の講師と し ての職員派遣を 行っ ていま す。 ま た、 一般向けに川越の歴史・ 伝統文化に関連
　 し た講座・ 教室等を 開催し ていま す。

【 文化財保護課】
・ 対象と なる 児童・ 生徒は毎年異なり ま す。 学習効果を 高める ためには、 事前に教員等と 学習
　 の進度を 確認し 、 内容を 協議する こ と が必要です。
・ 多く の市民等に川越の歴史・ 伝統文化について、 学びの機会を 提供する に当たり 、 地域と の
　 協力体制の構築が求めら れま す。
【 博物館】
・ 博物館での郷土学習、 出前授業を 実施する 際には、 各学校における 川越の歴史・ 伝統文化の
　 学びの内容に配慮し て実施する 必要があ り ま す。
・ 一般向けの教室・ 講座等について、 継続的に実施でき る よ う 内容について精査する 必要があ
　 り ま す。

課 題 解 決 の
た め の 取 組

【 文化財保護課】
・ 学校から の要請によ る 出前授業の講師派遣や博物館での学習機会への資料提供に努めま す。
・ 学校を 離れた地域活動に対し 、 講座等の支援や、 こ れま での調査に基づく 成果等を 通し た資
　 料の提供について検討し ま す。
【 博物館】
・ 学校と の連絡調整を 密にし 、 学校における 川越の歴史・ 伝統文化の学びの内容に配慮し た学
　 習内容の充実に努めま す。
・ 事業を 継続し て実施でき る よ う 、 実施内容を 整理し 、 館内職員が協力し て事業を 推進でき る
　 体制づく り を 図っ ていき ま す。

施 策 の 内 容

・ 児童生徒が地域の歴史・ 伝統文化への興味・ 関心を 高め、 誇り や愛着を も っ て大切に継承す
  る 心を 育むため、 出前授業及び博物館によ る 積極的な学習の機会の提供を 図り ま す。
・ 川越の歴史や文化を 守り 続けている 人々から 学び、 自分たちの住む「 ふる さ と 川越」 を 知る
  機会を 創出し 、 文化を 学び育てる 取組を 推進し ま す。

- 85 -



Ⅸ 用語説明 

行 用語 内容 

あ 
ＩＣＴ 

Information and Communication Technology の 略 。 情 報

（Information）や通信（Communication）に関する技術の総称。 

ＩＣＴ活用指導力 

「教員のＩＣＴ活用指導力チェックリスト」として文部科学省より策

定・公表しているが、その範囲は、授業におけるＩＣＴ活用の指導だ

けでなく情報モラルの指導ができることや、校務にＩＣＴを活用でき

ることも含まれる。 

ＩＣＴ支援員 

授業計画の作成支援、ＩＣＴ機器の準備・操作支援、校務支援、校内

研修等を主な業務内容とし、日常的な教職員のＩＣＴ活用支援を行う

人材。 

いきいき登校サポー

トプラン 

不登校児童生徒が多い現状に対応するため、学校や地域、専門家等の

力を活用して相談体制の充実を図り、不登校児童生徒の減少を目指す

もの。令和 4 年度に内容を見直し、「不登校児童生徒支援プラン」の名

称に改めた。 

1Gｂｐｓベスト エ

フォート回線 

理論上は 1 秒間に 1Gb の情報を処理することができるという上限を

示されているが、実際の利用可能帯域は、回線の混雑状況に左右され

る回線。1Gbps でも、数百 Mbps 程度の速度の場合もある。 

インクルーシブ教育

システム 

すべての児童生徒が共に学ぶことを追求するとともに、連続性のある

多様な学びの場を整備した教育システムのこと。 

英語指導助手 
日本人の教員の助手として外国語活動・外国語の授業に携わる外国人

指導者。 

栄養教諭 
食に関する指導と給食管理を一体のものとして行うために配置される

県費負担教職員。 

ＳＮＳ 
Social Networking Service の略。人と人とのつながりを促進・サポ

ートする、コミュニティ型のウェブサイトのこと。 

オールマイティー 

チャー 

積極的な生徒指導を推進し、こどもたちの心の教育やいじめの未然防

止、学力向上等、各学校における様々な課題を解決するために配置す

る市の負担による臨時講師。 

か 
学級運営支援員 

通常の学級において、生徒指導上や発達障害等で個別の配慮を必要と

する児童生徒に支援を行うために配置する職員。 

学校応援団活動 
学校における学習活動、安心・安全確保、環境整備などについてボラ

ンティアとして協力・支援を行う保護者・地域住民による活動のこと。 

学校図書館図書標準 
公立義務教育諸学校の学校図書館に整備すべき蔵書の標準として、平

成 5 年 3 月に文部科学省が定めたもの。 

学校評価 

学校が教育活動の重点目標やその実現のための具体的方策を定め、そ

の実施結果や達成状況について検証・評価を行い、さらにこれを外部

に公表することにより、学校運営の改善を図る仕組み。 
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行 用語 内容 

か 

 学校評議員制度 

当該学校の職員以外の者で教育に関する理解及び識見を有するもの 

のうちから、校長の推薦により市が委嘱し、委嘱された者は、校長

の求めに応じ、学校運営に関して意見を述べることができる制度。 

家庭教育学級 
保護者が親としての役割や責任を自覚するため、一定期間継続して、

家庭における望ましい生活習慣や倫理観などを学ぶための活動。 

川越市いじめ・不登

校対策検討委員会 

いじめ問題や不登校の現状把握と分析、総合的な対策の在り方につい

て検討する委員会。 

川越市いじめ問題対

策委員会 

本市におけるいじめ防止等のための施策等を検討するため、大学教

授、弁護士、公認心理師、医師、人権擁護委員、ＰＴＡ連合会の代表

等で組織した委員会。 

川越市エコチャレン

ジスクール認定制度 

川越市環境マネジメントシステムの考え方を取り入れ、環境にやさし

い学校づくりに全員で創意工夫しながら取り組むことにより、学校の

活動が環境に与える影響を削減するとともに、未来の環境の保全・創

造を担う児童生徒を育成することをねらいとする事業。 

川越市小・中学生学

力向上プラン 

教育委員会と市立小・中学校が目標を共有し、本市の学校教育の更な

る充実とこどもたち一人ひとりの学力向上を図ることを目指して策

定したプラン。 

川越市中学生社会体

験事業 

中学校 1 年生または 2 年生が連続する 2 日間または 3 日間で事業所

等の協力により行う職場体験事業。 

川越市ときも学びの 

プロセス 

一人ひとりのこどもの発達や学びを、切れ目のないようにつなぎ、次

の段階で一層発展できる教育・保育を目指すために作成した資料。 

かわごえミドルリー

ダー研修 

学校運営の推進者として、教育に対する識見を高めるとともに、学校

課題の分析と解決プランの立案、組織マネジメント、人材育成、危機

管理等に必要な資質向上を図る研修。 

河越館跡 

河越氏は、桓武平氏の流れをくむ秩父氏の一族で、平安時代末から南

北朝時代にかけて武蔵国でも有数の勢力を誇った武士である。川越市

大字上戸に所在する河越館跡は、河越氏の居館跡とされ、昭和 59 年

12 月 6 日国指定史跡となった。 

ＧＩＧＡスクール運

営支援センター 

1 人 1 台端末環境による本格的な教育活動の円滑な運用を支え、児童

生徒の学びを保障するための運営支援体制のこと。 

キャリア・パスポー

ト 

児童生徒が、自分自身の学習経験の記録を見通しと振り返りの視点を

もって、小学校から高等学校までの 12 年間積み重ねていくもの。 

教育支援室（つばさ

教室） 

教育センター第一分室（リベーラ）が開設している、不登校児童生徒

に対して、情緒の安定や人間関係の改善等を図りながら学校復帰や社

会的自立を支援する教室。 

協働 

市民、自治会等の公共的団体やＮＰＯなどの民間団体、企業や大学

などの事業者及び行政が、地域の課題に対し、それぞれの果たすべ

き役割と責任を自覚し、互いに認め合い、共通の目的に向かって、

ともに考え、協力し合って取り組んでいくこと。 
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行 用語 内容 

か 
グローバル化 

個人、企業などが、国内の範囲を超えて広く国際的に行動することに

よって、世界的な市場やネットワークが進展すること。 

系統 

トイレ改修工事において、配管工事を併せて改修する都合上、各校 1

階から最上階まで同じ位置にあるトイレのまとまりを一つとして数

えたもの。 

公民館登録グループ 
「川越市公民館利用グループの登録及び育成に関する要綱」に基づ

き、公民館の目的に沿い、登録されたグループ。 

小江戸小・中学生 

ビブリオバトル 

市立小中学校の児童生徒の代表者が集まり、聴衆である参加者の児童

生徒に対して、本の紹介をし、一番読みたくなった本を参加者の投票

で決定する大会。 

小江戸中学生読書 

手帳 

市立小中学校の教職員や市立図書館職員から募集した「中学生に薦め

る本」の中から 50 冊を選定し、それぞれの本に紹介文を付けて小冊

子にまとめたもの。市立中学校 1 年生に配布。 

小江戸読書マラソン 

児童の読書活動の促進を図る事業。30 冊分の書名・著者名や簡単な感

想などを記録する読書マラソンカードを市立小学校の全児童を対象

に配布。 

小江戸読書名人賞 

市立小中学校で実施している「小江戸読書マラソン」及び「小江戸読

書手帳」に積極的に取り組んでおり、かつ学校図書館における貸出冊

数が目標数を超えた児童生徒が受賞対象となる。 

国際理解教育 

国際化した社会で、主体的に行動できる児童生徒の育成を目指すため

に、日本の文化や伝統等の認識を深め、異文化を理解し世界の人々と

協調できる資質や能力を育成する教育。 

子どもサポート事業 

こどもたちの豊かな人間性や社会性など「生きる力」を育むため、家

庭、学校、地域及び社会教育施設が連携・協力し、人と人とのネット

ワークを構築しながら、地域ぐるみでこどもたちを育てる体制を作る

ことを目的とした事業。市内を 14 地区に分け、地域の特色を生かし

た様々な体験活動を提供する「地域子ども応援団活動」と学校教育を

支援する「学校応援団活動」を大きな二つの柱として取り組む。 

コミュニティ・スク

ール 

保護者や地域住民などから構成される学校運営協議会を設置し、学校

運営の基本方針を承認し、教育活動などについて意見を述べ、学校と

保護者や地域の住民が共に知恵を出し合いながら、児童生徒の豊かな

成長を支えていく仕組み。 

さ 

埼玉県学力・学習状

況調査 

埼玉県のこどもたちの学力や学習状況を把握するための調査で、こど

もたちの「学力の伸び」や「学力や学習状況の経年変化」を把握する

ことができる。小学校 4 年生から中学校 3 年生を対象としたもの。

（平成 27 年度より開始） 

さわやか相談員 

いじめ・不登校等の児童生徒に対する心の問題を解消するため、中学

校 22 校に 1 名ずつ配置。児童生徒及び保護者の相談等に応じるとと

もに、学校・家庭・地域社会との連携を図る。 
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行 用語 内容 

さ 

山王塚古墳 

豊田町 3 丁目・大塚 1 丁目にある上円下方墳。入間川を北西に臨む台

地上に 7 世紀に築造され、南大塚古墳群に属す。上円部の直径 37m、

下方部一辺 69m、墳丘盛土の高さ 5m で、国内最大の上円下方墳で

ある。令和 5 年 3 月 20 日、国指定史跡となった。 

自己肯定感 
自分の在り方を積極的に評価できる感情、自らの価値や存在意義を肯

定できる感情などを意味する言葉。 

児童生徒体力向上推

進委員会 

市内の体育主任や保健体育科担当教諭、養護教諭、保健主事、管理職

から選出された人で構成。体力向上、健康増進に向けた研究授業等に

取り組んでいる 

集会所事業 
「川越市小堤集会所条例」に基づき設置している川越市小堤集会所に

おいて、教育委員会が実施している事業のこと。 

重要伝統的建造物群

保存地区 

重要伝統的建造物群保存地区とは、伝統的建造物群と一体となって価

値ある歴史的な環境を保存するため、「文化財保護法」及び「都市計画

法」に基づき、市町村が定めた伝統的建造物群保存地区のうち、わが

国にとって、その価値が特に高いものとして国が選定した地区。 

平成11年4月に、蔵造りをはじめとする町並み及びその周辺約7.8ha

（札の辻から仲町交差点までの幸町の全部、元町 1 丁目、元町 2 丁目

及び仲町の各一部）を川越市川越伝統的建造物群保存地区として都市

計画決定を行った。また、同年 12 月に国の重要伝統的建造物群保存

地区に選定された。 

主権者教育 

政治の仕組みについて、必要な知識の習得のみならず、主権者として

社会の中で自立し、他者と連携・協働しながら、社会を生き抜く力や

地域の課題解決を社会の構成員の一員として主体的に担う力を育む

教育。 

小 1 プロブレム 
入学したばかりの小学校 1 年生が、集団生活に馴染めず、授業中座っ

ていられない、話を聴かない、騒ぐ等で、授業が成立しない状態。 

情報活用能力 

世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報

技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考

えを形成したりしていくために必要な資質・能力。 

食育 

生涯を通じて健全な食生活を実践するために、正しい知識と望ましい

食習慣を身に付けるとともに、食文化を継承し、自然の恵みなどを理

解するもの。 

新体力テスト 

文部科学省が、国民の体位の変化、スポーツ医・科学の進歩、高齢化

の進行等を踏まえ、昭和 39 年以来行ってきた「体力・運動能力テス

ト」を平成 11 年に見直して、現状に合ったものとした運動能力に関

するテスト。 
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行 用語 内容 

さ 

 
進路指導・キャリア

教育 

進路指導は、自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができ

るよう、指導援助すること。 

キャリア教育は、一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基

盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育

であり、その中核が進路指導である。 

スーパーバイズ 
これから取り組もうとする支援、今取り組んでいる支援について、学

識経験者等に助言・指導してもらうこと。 

スクールカウンセラ

ー 

児童生徒や保護者、教職員に対し、専門的な知識・経験に基づいて相

談に応じ、助言や援助を行う専門家。県から小・中学校に配置されて

いる。 

スクールガード・リ

ーダー 

各小学校の推薦を受け、市が依頼して、担当小学校の児童の登下校時

をはじめとするこどもの安全の見守り、不審者による被害や交通事故

の防止の視点に立った通学路の安全点検、その他、こどもの安全確保

のための活動における中心的な役割を行う。 

スクールソーシャル

ワーカー 

課題を抱える児童生徒について、その背景にある生活環境への働きか

け及び改善を図るために配置している。教育分野と社会福祉分野の知

識・経験を有する専門職。 

全国学力・学習状況

調査 

文部科学省が実施する、全国のこどもたちの学力・学習状況を把握

するための調査。小学校 6 年生及び中学校 3 年生を対象としてい

る。 

Society5.0 

サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融

合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、

人間中心の社会（Society）。 

狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 

3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもの。 

た 

多文化共生 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等

な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていく

こと。 

中 1 ギャップ 
中学校に入学し、学習や生活の変化に馴染めず、不登校やいじめ等が

急増する現象。 

展示機能 

資料の収集保存、調査研究、展示、教育普及という博物館の主要な機

能のひとつ。教育的配慮のもとに資料を陳列し、来館者の利用に供す

る役割を担う。 

特別支援学級 
障害のある児童生徒に対し、障害による学習上または生活上の困難を

克服するために設置される学級。 

特別支援教育 

幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高

め、生活や学習上の困難を改善または克服するため、適切な指導及び

必要な支援を行うもので、特別な支援を必要とする幼児児童生徒が在

籍する全ての学校において実施されるもの。 
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行 用語 内容 

た 
特別支援教育コー 

ディネーター 

校内における特別支援教育の体制や整備を推進するために、保護者や

学級担任の相談窓口になったり、事例の検討や研修会のために地域の

関係機関との連携や調整を行ったりする役割を担う。 

特別支援教育支援員 障害のある児童生徒への学習・生活支援を行うために配置する職員。 

トップアスリート 

ふれあい事業 

近隣大学のスポーツ分野で活躍する監督・コーチ・学生を小学校に招

き、一緒に体を動かすことで、運動の楽しさや喜びを体験し、児童の

体力向上の一助とする事業。 

は 

 
部活動指導員 

市立中学校における部活動の指導体制の充実及び教職員の負担軽減

を図るために配置する職員。 

プログラミング教育 
コンピュータがプログラムによって動き、社会で活用されているこ

とを体験し、学習する教育。 

プログラミング的 

思考 

自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合

せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組合

せたらいいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より意

図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力。 

放課後子供教室 

こどもたちが放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動ができ

るよう、平日の放課後に地域住民等の参画を得て、学習や体験・交流

活動を行う事業。 

放課後児童支援員 

放課後児童健全育成事業（学童保育事業）において、保育士等の資格

を有し、都道府県知事等が行う研修を修了した者であって、必要な知

識及び技能をもって児童の育成支援にあたるもの。 

や 

 
幼児教育振興審議会 

「川越市幼児教育振興審議会条例」に基づき、教育委員会の諮問に応

じ、幼児教育の振興に関し審議することを目的として設置したもの。 

余裕教室 

少子化により児童生徒数、学級数が減少し、将来にわたっても空き教

室と見込まれる教室のこと。文部科学省では、余裕教室を「現在は普

通教室として使用されていない教室のうち、当該学校の学区域に現に

居住する児童等の人口を鑑みて、今後 5 年間以内に、普通教室として

使用されることがないと考えられる教室」と定義している。 

ら 
ライフステージ 

人間の一生における児童期、青年期、成人期、高齢期などそれぞれの

時期。 

レファレンス協同デ

ータベース 

国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築する調べ物のための検

索サービス。 
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